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２．中　世

　中世面は、基本土層第Ⅲ層を遺構確認面として調査を行い、調査区全体から遺構が確認されている。検

出された遺構は、段切り３ヶ所、竪穴状遺構41基、溝状遺構26条、耕作址１ヶ所、井戸址９基、硬化面

５ヶ所、地下式坑５基、土坑151基、集石１基、ピット2,067基、焼土址４基である。中世の遺構配置は

第415 ～ 419図に掲載している。遺物は調査区全体より、14世紀後半以降を中心とした舶載磁器・瀨戸窯・

渥美窯・常滑窯・亀山窯等の陶磁器、かわらけ、銅製品、鉄製品、銭貨、石製品、木製品が総計2,790点

(68,214.7ｇ)出土している。以下、遺構と出土遺物について述べる。

（１）段切り

Ｃ１号段切り (第420図、図版91－２)

　Ｗ11 ～ 13、Ｘ11 ～ 13グリッドで検出された。確認面の上端の標高は21.6 ～ 22.0ｍ、下端の標高

は21.4～ 21.9ｍを測る。北東側は調査区外に延びている。南西側は上面が削平され、遺構が消えている。

Ｃ１号集石を切っている。東側をＣ２号溝状遺構に切られている。Ｃ31号土坑を切っている。北東方

向から南西方向に等高線に沿うように確認されている。確認された長さは22.25ｍ、幅0.06 ～ 0.55ｍ、

高さ0.07 ～ 0.29ｍを測る。

　覆土は明褐色土・暗褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１

層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、瀬戸窯の陶器碗１点(3.9ｇ)、土製品の羽口１点(43.8ｇ)の計２点(47.7ｇ)が出土している。

いずれも小破片で、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土・遺物及び周辺の遺構から出土した遺物から14世紀後半以降と考えら

れる。

Ｃ２号段切り (第421図)

　Ｗ９・Ｗ10グリッドで検出された。確認面の上端の標高は23.1 ～ 23.3ｍ、下端の標高は22.4 ～

22.8ｍを測る。Ｃ112号土坑を切っている。Ｃ20号竪穴状遺構、Ｃ27号溝状遺構、Ｃ39・83・108号土坑、

Ｃ1272・1414号ピットに切られている。北東方向から南西方向に等高線に沿うように確認されている。

確認された長さは11.745ｍ、幅2.01 ～ 2.92ｍ、高さ0.74 ～ 0.83ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構から出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ５号段切り(第422・423図、第99表、図版171－２・174－２)

　Ｗ～Ｙ８～ 10グリッドで検出された。上端の標高は22.7 ～ 23.2ｍ、下端の標高は22.2 ～ 22.5ｍ

を測る。Ｃ112号土坑を切っている。Ｃ20号竪穴状遺構、Ｃ14号溝状遺構、Ｃ101・116・123 ～ 126

号土坑、Ｃ1787・1821・1808号ピット、攪乱に切られている。北東方向から南西方向に等高線に沿う

ように確認されている。確認された長さは11.03ｍ、幅0.24 ～ 0.92ｍ、高さ0.39 ～ 0.88ｍを測る。

　覆土は北側のＡ－Ａ’では暗黄褐色土の４層で構成され、ローム主体の層である。第２層には茶褐色
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第420図　８区・９区・調整池②区（８区②・９区西）Ｃ１号段切り［1/120・1/60］

[1/60] 2ｍ0

[1/120] 4ｍ0

第１層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、径１～３㎜の黒色スコリア・
炭化物粒微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりやや強い。ロームと明褐
色土の混合層。

第３層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、ローム粒微量含む。

Ｃ21.90m Ｃ’

1

Ｃ２号溝状遺構

1

Ｂ22.00m Ｂ’

2

Ｃ２号溝状遺構

1

3

Ａ22.20m Ａ’

撹乱

Ｃ２号溝状遺構

調査区外

Ｂ Ｂ’

Ａ Ａ’

Ｃ
Ｃ’

－ 544 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第
4
1
9
図
　
８
区
・
９
区
・
調
整
池
②
区
中
世
遺
構
(
地
下
式
坑
・
焼
土
址
・
硬
化
面
・
井
戸
址
・
集
石
・
耕
作
址
)
配
置
図
[
1
/
5
0
0
]

Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

７
８

９
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

[
1
/
5
0
0
]

2
0
ｍ

0

23
.0
0m

23
.0
0m

21
.0
0m

21
.0
0m

21
.5
0m

21
.5
0m

23.5
0m

23.5
0m

24
.5
0m

24
.5
0m

25
.0
0m

25
.0
0m

22
.0
0m

22
.0
0m

22
.5
0m

22
.5
0m

24
.0
0m

24
.0
0m

25
.0
0m

25
.0
0m

25
.5
0m

25
.5
0m

23
.0
0m

23
.0
0m

23
.5
0m

23
.5
0m

22
.0
0m

22
.0
0m

22
.5
0m

22
.5
0m

21
.0
0m

21
.0
0m

21
.5
0m

21
.5
0m

2
3
.
0
0
m

2
3
.
0
0
m

23
.5
0m

23
.5
0m

22
.0
0m

22
.0
0m22
.5
0m

22
.5
0m

24
.0
0m

24
.0
0m

2
4
.
5
0
m

2
4
.
5
0
m

25
.0
0m

25
.0
0m

25
.5
0m

25
.5
0m

Ｃ
５
号
硬
化
面

Ｃ
４
号
硬
化
面

Ｃ
２

号
硬

化
面

Ｃ
３
号
硬
化
面

Ｃ
１
号
硬
化
面

Ｃ
１
号
耕
作
址

Ｃ
３
号
焼
土
址

Ｃ
４
号
焼
土
址

Ｃ
２
号
焼
土
址

Ｃ
１
号
焼
土
址

Ｃ
１
号
集
石

Ｃ
２
号
井
戸
址

Ｃ
１
号
井
戸
址

Ｃ
７
号
井
戸
址

Ｃ
９
号
井
戸
址Ｃ
８
号
井
戸
址

Ｃ
５
号
井
戸
址

Ｃ
４
号
井
戸
址

Ｃ
６
号
井
戸
址

Ｃ
３
号
井
戸
址

Ｃ
７
号
地
下
式
坑

Ｃ
５
号
地
下
式
坑

Ｃ
１
号
地
下
式
坑

Ｃ
２
号
地
下
式
坑

Ｃ
３
号
地
下
式
坑



－ 546 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第421図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号段切り［1/60］

[1/60] 2ｍ0
第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色

スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量含む。
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第422図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号段切り［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｂ-Ｂ’
第１層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。

径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の
黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱
い。ややしまりに欠ける。やや暗いローム
主体。

Ａ-Ａ’
第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。

やや黄色味強いローム。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。

茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いロ
ーム主体。

第３層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり
やや白色味帯びるローム。

第４層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。暗
褐色土ブロック・茶褐色土ブロック微量
含む。ローム主体。
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第421図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号段切り［1/60］

[1/60] 2ｍ0
第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
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第423図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号段切り出土遺物［1/3・2/3］

0 [1/3] 10㎝

0 [2/3] 5㎝
３２

１

土のブロックを微量含む。第４層には暗褐色土と茶褐色土のブロックを微量含む。南側のＢ－Ｂ’は明

茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、舶載の磁器碗1点(17.9ｇ)、常滑窯の陶器甕２点(64.8ｇ)、亀山窯の陶器甕４点(591.5ｇ)、

銅銭２点(2.6ｇ)の計９点(676.8ｇ)が出土している。図化したのは、以下の２点である。

　第423図１は亀山窯の陶器甕の口縁部～頸部である。胎土は灰白色、細かい砂粒・石英・角閃石を含んで

いる。肩部に細かい格子目状の叩き目が施される。13世紀後半～ 14世紀前半の製品と考えられる。

　第423図２・３は渡来銭である。２は咸平元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は998年、書体は真書である。

３は熈寧元寶と考えられるが｢寧｣のみが残り、他の３文字は欠損している。熈寧元寶の鋳造国は北宋、初

鋳年は1068年である。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構から出土した遺物から14世紀以降と考えられる。
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（２）竪穴状遺構

Ｃ１号竪穴状遺構 (第424 ～ 426図、第100表、図版92－１・171－２・172・173－２・174－１)

　Ｔ14・15グリッドで検出された。確認面の標高は23.7 ～ 23.8ｍを測る。Ｃ４・５・34号溝状遺構

を切っている。北側が調査区外に延びている。隅丸方形のプランを呈すると考えられる。逆台形状の掘

り込みを持ち、底面が一段低くなっている。長軸方位はＮ－89 ﾟ－Ｅで、規模は長軸4.59ｍ、残存短

軸2.63ｍを測る。確認面からの深さは0.92 ～ 1.41ｍを測る。

　覆土は明褐色土・明灰褐色土・青灰褐色土・暗青灰褐色土・暗灰褐色土・茶褐色土・明黄褐色土の

22層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１～５・７・８層には炭化物粒

を微量、ロームブロックを微量含む。第13層には褐色土のブロッをク微量含む。第16・17層には土丹

を含む。底面が幅2.28ｍ、奥行き1.36ｍ、深さ0.18ｍで一段低くなっている。

　遺物は、瀨戸窯の陶器碗１点(23.6ｇ)・皿１点(1.9ｇ)、常滑窯の陶器甕３点(124.6ｇ)、瓦質の火鉢

１点(121.4ｇ)、かわらけ127点(2,382.2ｇ)、鉄製品の釘１点(5.3ｇ)、石製品の五輪塔・石臼・板碑・

石鉢４点(10,807.6ｇ)、椀型滓１点(232.3ｇ)の計139点(13,698.9ｇ)が出土している。図化したのは、

以下の22点である。

　第425図１は古瀬戸の陶器灰釉碗の底部である。入子碗で、底部に回転糸切り痕が残る。13世紀後半の

製品と考えられる

　第425図２～ 18はかわらけである。２～７は大型の製品、８～ 18は中型の製品に分類される。色調は橙

色・にぶい黄橙色で、赤色スコリア・白色針状物質・細かい砂粒・石英・角閃石を含んでいる。底部には

底部回転糸切り痕・スノコ痕が認められる。２～７の大型のかわらけは体部がやや開いており、８～ 17の

中型のかわらけは体部がやや立った状態である。18は体部が90°に近い状態で、全体が箱状を呈していて、

他のかわらけより時期がやや新しいものと考えられる。６・８・10・11・17・18には口唇部や体部に煤が

残っており、灯明皿として使用されていたものと考えられる。いずれも14世紀後半～ 15世紀の製品と考え

られる。

　第426図19は鉄製品の釘である。両端部欠損しており、全体に錆が著しい。

　第426図20 ～ 22は石製品である。20は石臼の下臼で、1/2程度が残存している。底面には磨り溝が確認

できる。石材は安山岩である。21は石鉢の体部破片で、内面には磨り痕が確認できる。下面には、高さは

1.7㎝、径2.8㎝、基径4.1 ～ 4.4㎝の脚が１ヶ所残っている。石材はデイサイトである。22は五輪塔の空

風輪である。表面に梵字は確認されなかった。石材は多孔質安山岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号竪穴状遺構(第427図、図版92－２)

　Ｔ・Ｕ15グリッドで検出された。確認面の標高は23.5 ～ 23.6ｍを測る。南東隅をＣ154号土坑に切

られている。Ｃ４号土坑を切っている。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考

えられる。長軸方位はＮ－10 ﾟ－Ｅで、規模は長軸3.01ｍ、短軸2.09ｍを測る。確認面からの深さは

0.16 ～ 0.25ｍを測る。

　覆土は明褐色土と褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、石製品の火打石１点(35.0ｇ)が出土しているが、図化し得なかった。
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第423図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号段切り出土遺物［1/3・2/3］

0 [1/3] 10㎝

0 [2/3] 5㎝
３２

１

土のブロックを微量含む。第４層には暗褐色土と茶褐色土のブロックを微量含む。南側のＢ－Ｂ’は明

茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、舶載の磁器碗1点(17.9ｇ)、常滑窯の陶器甕２点(64.8ｇ)、亀山窯の陶器甕４点(591.5ｇ)、

銅銭２点(2.6ｇ)の計９点(676.8ｇ)が出土している。図化したのは、以下の２点である。

　第423図１は亀山窯の陶器甕の口縁部～頸部である。胎土は灰白色、細かい砂粒・石英・角閃石を含んで

いる。肩部に細かい格子目状の叩き目が施される。13世紀後半～ 14世紀前半の製品と考えられる。

　第423図２・３は渡来銭である。２は咸平元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は998年、書体は真書である。

３は熈寧元寶と考えられるが｢寧｣のみが残り、他の３文字は欠損している。熈寧元寶の鋳造国は北宋、初

鋳年は1068年である。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構から出土した遺物から14世紀以降と考えられる。
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第424図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリア・炭化物粒・ロームブロック微量、
径１～３㎜の黒色スコリア少量、ローム粒やや多量
含む。

第２層　明褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜
の橙色スコリア・炭化物粒微量、径１～３㎜の黒色
スコリア・ローム粒・ロームブロック少量含む。第
１層よりも粘性やや強い。

第３層　明褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス
コリア・炭化物粒微量、径１～３㎜の黒色スコリ
ア・ローム粒少量、ロームブロック微量含む。

第４層　明褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス
コリア・炭化物粒微量、径１～３㎜の黒色スコリ
ア・ローム粒少量、ロームブロック中量含む。

第５層　明褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜
の橙色スコリア微量、径１～３㎜の黒色スコリア少
量含む。第４層と同じだが、酸化して赤色味帯びる。

第６層　明灰褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の黒色
スコリア・ローム粒微量、ロームブロック少量含む。

　　　　第11層よりも灰色味帯びていない。
第７層　明褐色土 粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス

コリア・炭化物粒・ローム粒・ロームブロック微量
含むやや砂質土。

第８層　明褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・炭化物粒・ローム粒・ロームブロック
微量含む。

　　　　やや砂質土。
第９層　明灰褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の黒色

スコリア微量・ローム粒微量、ロームブロック少量
含む。水に浸かりやや灰色味帯びる。

第10層　明灰褐色土　粘性あり。しまりやや強い。第９層と
同じだが、酸化して赤色味帯びる。

第11層　青灰褐色土　水に浸かり灰色味帯びる。
第12層　褐色土　橙色スコリア・ローム粒微量、黒色スコリ

ア少量含む。所々酸化している。
第13層　青灰褐色土　粘性あり。しまりやや強い径１～３㎜

の黒色スコリア・褐色土ブロック微量含む。やや砂
質土。

第14層　明灰褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア微量含む。
やや酸化している。第17層よりやや明るい。

第15層　暗青灰褐色土　水に浸かり灰色味帯びる。所々酸化
している。

第16層　暗灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。土丹かロ
ーム粒・木片少量含む。

第17層　暗灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径10～30
㎝の土丹含む。

第18層　暗灰褐色土　径１～５㎜の黒色スコリア少量、木片
微量含む。

第19層　暗青灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。土丹か
ローム粒微量、木片微量含む。

第20層　暗青灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。土丹か
ローム粒微量、第23層より暗い。

第21層　茶褐色土　木片主体。
第22層　明黄褐色土　粘性・しまり弱い。径１～３㎜の橙色

スコリア微量含む。やや砂質土
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第425図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号竪穴状遺構出土遺物(１)［1/3］
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第424図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリア・炭化物粒・ロームブロック微量、
径１～３㎜の黒色スコリア少量、ローム粒やや多量
含む。

第２層　明褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜
の橙色スコリア・炭化物粒微量、径１～３㎜の黒色
スコリア・ローム粒・ロームブロック少量含む。第
１層よりも粘性やや強い。

第３層　明褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス
コリア・炭化物粒微量、径１～３㎜の黒色スコリ
ア・ローム粒少量、ロームブロック微量含む。

第４層　明褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス
コリア・炭化物粒微量、径１～３㎜の黒色スコリ
ア・ローム粒少量、ロームブロック中量含む。

第５層　明褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜
の橙色スコリア微量、径１～３㎜の黒色スコリア少
量含む。第４層と同じだが、酸化して赤色味帯びる。

第６層　明灰褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の黒色
スコリア・ローム粒微量、ロームブロック少量含む。

　　　　第11層よりも灰色味帯びていない。
第７層　明褐色土 粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス

コリア・炭化物粒・ローム粒・ロームブロック微量
含むやや砂質土。

第８層　明褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・炭化物粒・ローム粒・ロームブロック
微量含む。

　　　　やや砂質土。
第９層　明灰褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の黒色

スコリア微量・ローム粒微量、ロームブロック少量
含む。水に浸かりやや灰色味帯びる。

第10層　明灰褐色土　粘性あり。しまりやや強い。第９層と
同じだが、酸化して赤色味帯びる。

第11層　青灰褐色土　水に浸かり灰色味帯びる。
第12層　褐色土　橙色スコリア・ローム粒微量、黒色スコリ

ア少量含む。所々酸化している。
第13層　青灰褐色土　粘性あり。しまりやや強い径１～３㎜

の黒色スコリア・褐色土ブロック微量含む。やや砂
質土。

第14層　明灰褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア微量含む。
やや酸化している。第17層よりやや明るい。

第15層　暗青灰褐色土　水に浸かり灰色味帯びる。所々酸化
している。

第16層　暗灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。土丹かロ
ーム粒・木片少量含む。

第17層　暗灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径10～30
㎝の土丹含む。

第18層　暗灰褐色土　径１～５㎜の黒色スコリア少量、木片
微量含む。

第19層　暗青灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。土丹か
ローム粒微量、木片微量含む。

第20層　暗青灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。土丹か
ローム粒微量、第23層より暗い。

第21層　茶褐色土　木片主体。
第22層　明黄褐色土　粘性・しまり弱い。径１～３㎜の橙色

スコリア微量含む。やや砂質土
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第426図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号竪穴状遺構出土遺物(２)［1/3］
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第426図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号竪穴状遺構出土遺物(２)［1/3］
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第427図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・ロームブロック微量、径１～３㎜の黒色
スコリア少量、ローム粒多量含む。

第２層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～３㎜の黒色スコリア・
ローム粒少量含む。
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　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構から出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号竪穴状遺構(第428図、図版93－１)

　Ｕ・Ｖ13グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.6ｍを測る。Ｃ54・106号土坑を切って

いる。隅丸方形形のプランを呈し、浅い皿状の掘り込みを持つ。長軸2.61ｍ、短軸2.30ｍを測る。確

認面からの深さは0.10 ～ 0.24ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・茶褐色土・褐色土・暗褐色土・明褐色土・明茶褐色土の15層で構成され、橙色

スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第２層には炭化物粒を微量含む。第３・13層には暗褐色

土のブロック、第８層には暗茶褐色土のブロック、第14・15層茶褐色土のブロックを含む。

第428図　８区・９区・調整池②区（８区②・９区西）Ｃ３号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物

粒微量、ローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、暗褐色土

ブロック微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒

微量含む。
第５層　褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第６層　褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第７層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、暗茶褐色土ブロ

ック少量含む。
第９層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。第８層よりやや

暗い。
第10層　明褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第11層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第12層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第13層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、暗褐色土ブロック

微量含む。
第14層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、茶褐色土ブロック

少量含む。
第15層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、茶褐色土ブロ

ック微量含む。
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第427図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・ロームブロック微量、径１～３㎜の黒色
スコリア少量、ローム粒多量含む。

第２層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～３㎜の黒色スコリア・
ローム粒少量含む。
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　遺物は、かわらけ５点(84.1ｇ)が出土している。小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構から出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ４号竪穴状遺構(第429・430図、第101表、図版173－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 22.9ｍを測る。Ｃ10・16号竪穴状遺構、Ｃ42

号土坑を切っている。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－63 ﾟ－

Ｅで、長軸2.55ｍ、短軸1.49ｍを測る。確認面からの深さは0.21 ～ 0.32ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒と乳褐色土のブロック微量、第４層には茶褐色土のブロックを微量、第５層にはロー

ムに茶褐色土のブロックを少量混入する。

　遺物は、舶載の磁器碗１点(3.3ｇ)、常滑窯の陶器甕１点(71.4ｇ)の計２点(74.7ｇ)が出土している。

図化したのは、以下の１点である。

　第430図１は研磨陶片である。常滑甕の甕の体部を転用して、側面の１面使用している。

　遺構の時期は、確認面・覆土と周辺の遺構から出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第429図　８区・９区・調整池②区Ｃ４号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、炭化物粒微量、乳褐色土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒中量含む。

第３層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒微量含む。

第４層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ロームに茶褐色土ブロック少量混入。
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Ｃ５号竪穴状遺構(第431図、図版93－２)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.4～ 22.6ｍを測る。Ｃ26号竪穴状遺構を切っている。

南東側の上面が削平されて掘り込みが消えている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、皿状の掘

り込みを持つ。長軸方位はＮ－49 ﾟ－Ｅで、長軸5.51ｍ、確認されている短軸3.47ｍを測る。確認面

からの深さは0.11 ～ 0.023ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土・暗褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ14点(36.1ｇ)が出土している。小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ６号竪穴状遺構(第432・433図、図版94－１)

　Ｗ11リッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 23.0ｍを測る。Ｃ418・480・481・482・483・

493・494・503・507・508・604・650・657・658・660号ピットに切られている。歪んだ隅丸長方形の

プランを呈し、漏斗状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－37 ﾟ－Ｗで、長軸4.63ｍ、短軸3.04ｍを測

る。確認面からの深さは0.60 ～ 1.87ｍを測る。底面には複数の掘り込みが有り、北東から長さ1.64

ｍ・幅0.52ｍ・深さ0.18ｍ、残存長0.80ｍ・幅0.86ｍ・深さ0.30ｍ、長さ1.01ｍ・幅0.80ｍ・深

さ0.40ｍ、残存長1.70ｍ・残存幅0.30ｍ・深さ0.15ｍ、長さ0.64ｍ・残存幅0.50ｍ・深さ0.12ｍ

程度の規模で、切り合っている。床下土坑の要素を持っていた物と考えられる。

　覆土は暗黄褐色土・暗黒褐色土・暗茶褐色土・茶褐色土・明茶褐色土・暗褐色土の28層で構成され、

橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・２・５・11・12・16・19層には茶褐色土のブロック、

第６層には暗黒褐色土のブロック、第８～ 10・15・18・23・27層には暗茶褐色土のブロック、第14層

第430図　８区・９区・調整池②区Ｃ４号竪穴状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

1 研磨陶片 陶器 7.0 5.1 1.4 71.4 体部破片 常滑 中世

胎土灰褐色、密、砂粒・小
礫・石英を含む焼成良好 備
考 常滑の甕体部を転用、側
面の１面使用

第101表　８区・９区・調整池②区Ｃ４号竪穴状遺構出土遺物観察表［第430図］

№ 器種 種別

()＝現存値〔〕＝復元値
重量
(g)

残存度 産地 時期 観察内容
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　遺物は、かわらけ５点(84.1ｇ)が出土している。小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構から出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ４号竪穴状遺構(第429・430図、第101表、図版173－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 22.9ｍを測る。Ｃ10・16号竪穴状遺構、Ｃ42

号土坑を切っている。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－63 ﾟ－

Ｅで、長軸2.55ｍ、短軸1.49ｍを測る。確認面からの深さは0.21 ～ 0.32ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒と乳褐色土のブロック微量、第４層には茶褐色土のブロックを微量、第５層にはロー

ムに茶褐色土のブロックを少量混入する。

　遺物は、舶載の磁器碗１点(3.3ｇ)、常滑窯の陶器甕１点(71.4ｇ)の計２点(74.7ｇ)が出土している。

図化したのは、以下の１点である。

　第430図１は研磨陶片である。常滑甕の甕の体部を転用して、側面の１面使用している。

　遺構の時期は、確認面・覆土と周辺の遺構から出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第429図　８区・９区・調整池②区Ｃ４号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、炭化物粒微量、乳褐色土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒中量含む。

第３層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒微量含む。

第４層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ロームに茶褐色土ブロック少量混入。
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には明茶褐色土のブロックを含む。

　遺物は、かわらけ２点(6.0ｇ)が出土している。小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ７号竪穴状遺構(第434図、図版94－２)

　Ｖ・Ｗ11グリッドで検出された。確認面の標高は22.9 ～ 23.1ｍを測る。北からＣ33号土坑・Ｃ13

号溝状遺構・Ｃ857・828号ピット・Ｃ16号溝状遺構・Ｃ429号ピットに切られている。南東側が歪ん

だ長楕円形のプランを呈すると考えられる。皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－52 ﾟ－Ｅで、長軸

3.96ｍ、短軸1.94ｍを測る。確認面からの深さは0.05 ～ 0.048ｍを測る。

　覆土は暗黒褐色土・茶褐色土・明茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１層には茶褐色土のブロックを少量、第２層には暗黒褐色土のブロックを少量含まれる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第431図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第４層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
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第432図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号竪穴状遺構(１)［1/60］
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Ｃ８号竪穴状遺構(第435 ～ 437図、第102表、図版95－１・173－１・174－２)

　Ｙ・Ｚ８グリッドで検出された。確認面の標高は22.4 ～ 22.8ｍを測る。北東側をＣ14号溝状遺構

に、北西隅をＣ138号土坑に切られている。Ｃ1836・1837・1842・1857・1859 ～ 1864・1872・1886

～ 1895号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、箱状の掘り込みを持つ。

軸方位はＮ－28 ﾟ－Ｅで、残存長軸7.12ｍ、短軸4.66ｍを測る。確認面からの深さは0.19 ～ 0.44ｍ

を測る。

　覆土は明茶褐色土・暗茶褐色土・暗黄褐色土・黄褐色土・茶褐色土の17層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第４・５・８・14層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕２点(425.8ｇ)、かわらけ２点(8.6ｇ)、鉄製品の釘１点(7.4ｇ)、銅銭１点

(2.8ｇ)の計６点(444.6ｇ)が出土している。図化したのは、以下の２点である。

　第437図１は常滑窯の陶器甕の肩部紙片である。内面に治路要請のための指頭痕が、外面には自然釉が残

－ 558 －
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には明茶褐色土のブロックを含む。

　遺物は、かわらけ２点(6.0ｇ)が出土している。小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ７号竪穴状遺構(第434図、図版94－２)

　Ｖ・Ｗ11グリッドで検出された。確認面の標高は22.9 ～ 23.1ｍを測る。北からＣ33号土坑・Ｃ13

号溝状遺構・Ｃ857・828号ピット・Ｃ16号溝状遺構・Ｃ429号ピットに切られている。南東側が歪ん

だ長楕円形のプランを呈すると考えられる。皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－52 ﾟ－Ｅで、長軸

3.96ｍ、短軸1.94ｍを測る。確認面からの深さは0.05 ～ 0.048ｍを測る。

　覆土は暗黒褐色土・茶褐色土・明茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１層には茶褐色土のブロックを少量、第２層には暗黒褐色土のブロックを少量含まれる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第431図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第４層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
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第433図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号竪穴状遺構(２)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック中量含む。
第２層　暗黒褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～８㎜の黒色スコリア中量、ローム粒少

量、茶褐色土ブロック少量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含

む。
第４層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。ローム粒中量含む。
第５層　暗黒褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～８㎜の黒色スコリア中量、ローム粒中量、茶褐色土ブロック微

量含む。
第６層　茶褐色土　ローム粒中量、暗黒褐色土ブロック少量含む。
第７層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第８層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

暗茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗

茶褐色土ブロック少量含む。
第10層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロ

ーム粒中量、暗茶褐色土ブロック少量含む。
第11層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量、茶褐色土ブロック少量含む。
第12層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少

量、茶褐色土ブロック微量含む。
第13層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第14層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、明茶褐色土ブ

ロック微量含む。
第15層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少

量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
第16層　暗褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

茶褐色土ブロック少量含む。第25層よりやや明るい。
第17層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中

量含む。
第18層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量、暗茶褐色土ブロック少量含む。
第19層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒少

量、茶褐色土ブロック微量含む。
第20層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第21層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒中量

含む。
第22層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。第20層より暗い。
第23層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含

む。暗茶褐色土ブロック微量含む。
第24層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少

量含む。
第25層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第26層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中

量含む。
第27層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。暗茶褐色土ブロック少量含む。
第28層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中

量含む。
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り、細かい格子目状の敲きが確認出来る。

　第437図２は渡来銭の皇宋通寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1038年、書体は真書である。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ９号竪穴状遺構(第438図、図版95－２)

　Ｗ11グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.7ｍを測る。南西側をＣ11号竪穴状遺構に、

南東隅をＣ850・851号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。

長軸方位はＮ－37 ﾟ－Ｗで、残存長軸2.06ｍ、短軸1.66ｍを測る。確認面からの深さは0.06 ～ 0.26

ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の７層で構成され、橙色スコリア・黒色スコ

リア・ローム粒を含む。第２・６・７層には茶褐色土のブロックを少量、第３・５層には暗茶褐色土の

ブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第434図　８区・９区・調整池②区（８区②・９区西）Ｃ７号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黒褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～８㎜の黒色スコリア中量、ローム粒微量含む。
茶褐色土ブロック少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗黒褐
色土ブロック少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第４層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第５層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
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第433図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号竪穴状遺構(２)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック中量含む。
第２層　暗黒褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～８㎜の黒色スコリア中量、ローム粒少

量、茶褐色土ブロック少量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含

む。
第４層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。ローム粒中量含む。
第５層　暗黒褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～８㎜の黒色スコリア中量、ローム粒中量、茶褐色土ブロック微

量含む。
第６層　茶褐色土　ローム粒中量、暗黒褐色土ブロック少量含む。
第７層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第８層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

暗茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗

茶褐色土ブロック少量含む。
第10層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロ

ーム粒中量、暗茶褐色土ブロック少量含む。
第11層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量、茶褐色土ブロック少量含む。
第12層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少

量、茶褐色土ブロック微量含む。
第13層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第14層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、明茶褐色土ブ

ロック微量含む。
第15層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少

量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
第16層　暗褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

茶褐色土ブロック少量含む。第25層よりやや明るい。
第17層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中

量含む。
第18層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量、暗茶褐色土ブロック少量含む。
第19層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒少

量、茶褐色土ブロック微量含む。
第20層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第21層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒中量

含む。
第22層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。第20層より暗い。
第23層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含

む。暗茶褐色土ブロック微量含む。
第24層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少

量含む。
第25層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第26層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中

量含む。
第27層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。暗茶褐色土ブロック少量含む。
第28層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中

量含む。
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第435図　８区・９区・調整池②区Ｃ８号竪穴状遺構(１)［1/60］

[1/60] 2ｍ0
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Ｃ10号竪穴状遺構(第439図、図版96－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。Ｃ４・16号竪穴状遺構を切っている。北東隅をＣ399・400号ピットに、

中央あたりをＣ255・845号ピットに、南西隅をＣ847号ピットに切られている。南東側は上面が削平

され掘り込みが消えている。確認面の標高は22.9 ～ 23.0ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、皿状

の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－46 ﾟ－Ｗで、残存長軸3.06ｍ、短軸1.71ｍを測る。確認面からの

深さは0.10 ～ 0.16ｍを測る。
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第436図　８区・９区・調整池②区Ｃ８号竪穴状遺構(２)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第５層　黄褐色土　ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第６層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア中量、黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第７層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第８層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック少量含む。
第９層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第10層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第11層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第12層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第13層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。ローム粒微量含む。
第14層　黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第15層　茶褐色土　粘性あり。しまりなし。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒少量含む。
第16層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第17層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
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第437図　８区・９区・調整池②区Ｃ８号竪穴状遺構出土遺物［1/3・2/3］
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第435図　８区・９区・調整池②区Ｃ８号竪穴状遺構(１)［1/60］
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Ｃ10号竪穴状遺構(第439図、図版96－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。Ｃ４・16号竪穴状遺構を切っている。北東隅をＣ399・400号ピットに、

中央あたりをＣ255・845号ピットに、南西隅をＣ847号ピットに切られている。南東側は上面が削平

され掘り込みが消えている。確認面の標高は22.9 ～ 23.0ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、皿状

の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－46 ﾟ－Ｗで、残存長軸3.06ｍ、短軸1.71ｍを測る。確認面からの

深さは0.10 ～ 0.16ｍを測る。
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第438図　８区・９区・調整池②区Ｃ９号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒微量含む。
第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒微量、茶褐色土ブロック少量含む。
第３層　茶褐色土　　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒中量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒微量含む。
第５層　明茶褐色土　ローム粒中量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック少量含む。
第７層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む
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　覆土は暗褐色土・茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第２

層には炭化物粒を微量、乳褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ11号竪穴状遺構(第440図、図版96－２)

　Ｗ11リッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 22.9ｍを測る。Ｃ９号竪穴状遺構を切っている。

Ｃ509・726 ～ 735・814・830・831・856・867号ピットに切られている。北東隅が歪んだ隅丸長方形

のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－52 ﾟ－Ｅで、長軸2.68ｍ、短軸2.11ｍを測る。

確認面からの深さは0.06 ～ 0.12ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、茶褐色土のブロックを微量含む。ローム主体層。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第439図　８区・９区・調整池②区Ｃ10号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア
中量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
炭化物粒微量、ローム粒中量、乳褐色土ブロック少量含む。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

22

22

1
Ｃ
3
9
3
号
ピ
ッ
ト

Ｂ
2
3
.
4
0
m

Ｂ
’

Ａ23.40m Ａ’

1

2 3

Ｂ

Ｂ
’

C847 号ピット

Ｃ255 号ピット

Ｃ400 号ピット

Ｃ399 号ピット

Ｃ845 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ12号竪穴状遺構(第441図、図版97－１)

　Ｗ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は22.9 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ22号竪穴状遺構を切っ

ている。Ｃ48・49・56号土坑、Ｃ703・713・716・717・758・832・899・956・965号ピットに切られ

ている。隅丸方形のプランを呈するが、南東隅側に幅1.23ｍ、奥行き0.82ｍ、高さ0.14ｍの規模の方

形の張り出しが確認されている。逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－43 ﾟ－Ｅで、

長軸3.71ｍ、短軸3.01ｍを測る。確認面からの深さは0.07 ～ 0.19ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、黒色スコリア・ローム粒を含む。第３

層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ１点(2.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ13号竪穴状遺構(第442図、図版97－２)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面の標高は23.5 ～ 23.6ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、

逆台形状状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－28 ﾟ－Ｅで、長軸1.86ｍ、短軸1.01ｍを測る。確認面

からの深さは0.09 ～ 0.16ｍを測る。
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第438図　８区・９区・調整池②区Ｃ９号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒微量含む。
第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒微量、茶褐色土ブロック少量含む。
第３層　茶褐色土　　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒中量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒微量含む。
第５層　明茶褐色土　ローム粒中量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック少量含む。
第７層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む
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　覆土は暗褐色土・茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第２

層には炭化物粒を微量、乳褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ11号竪穴状遺構(第440図、図版96－２)

　Ｗ11リッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 22.9ｍを測る。Ｃ９号竪穴状遺構を切っている。

Ｃ509・726 ～ 735・814・830・831・856・867号ピットに切られている。北東隅が歪んだ隅丸長方形

のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－52 ﾟ－Ｅで、長軸2.68ｍ、短軸2.11ｍを測る。

確認面からの深さは0.06 ～ 0.12ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、茶褐色土のブロックを微量含む。ローム主体層。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第440図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0
第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。茶褐色土ブロック

微量含む。ローム主体。
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　覆土は明茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第１層には炭化物粒を微量含む。第２層には明茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ14号竪穴状遺構(第443・444図、第103表、図版98－１・98－２・172)

　Ｕ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は23.4 ～ 23.5ｍを測る。Ｃ15号竪穴状遺構、Ｃ25

号溝状遺構、Ｃ76号土坑を切っている。Ｃ967・1010・1011・1114号ピットに切られている。北側の

辺がやや短い隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸3.60ｍ、短軸3.38ｍを測る。

確認面からの深さは0.38 ～ 0.52ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土の９層で構成され、橙色スコリア・黒色スコ

リア・ローム粒を含む。第１・２・４・７層には炭化物粒を微量含む。第２層には暗茶褐色土のブロック、

第３層にし茶褐色土のブロック、第６層には茶褐色土のブロック、第７層には乳褐色土のブロックを微

量含む。東壁の隅には幅1.37ｍ、奥行き0.68ｍ、高さ0.03ｍの段差が確認出来る。

　遺物は、かわらけ15点(387.7ｇ)が出土している。小破片が多く図化したのは、以下の１点である。

　第444図１はかわらけである。胎土は橙色で、砂粒・石英・角閃石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸

切り痕が確認出来る。口縁部は欠損しているが、口径10㎝以上の大型に分類できると考えられる。14世紀

後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第441図　８区・９区・調整池②区Ｃ12号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒少量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量、茶褐色土ブロック少量含む。

Ｃ
7
1
3
号
ピ
ッ
ト

Ｃ
5
6
号
土
坑

Ｃ
4
8
号
土
坑

1 1
2 2

Ｂ
2
3
.
4
0
m

Ｂ
’

2

Ｃ48 号土坑

11

Ａ23.40m Ａ’

2

3

Ｃ832 号ピット

Ｃ703 号ピット

Ｃ899 号ピット

Ｃ716 号ピット

Ｃ717 号ピット

Ｃ956 号ピット

Ｃ758 号
ピット

C965 号ピット

Ｃ49 号土坑

Ｃ56 号土坑

Ｃ713 号ピット

Ｃ48 号土坑Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ
’

Ｃ15号竪穴状遺構(第445図、図版98－２)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面の標高は23.5 ～ 23.7ｍを測る。Ｃ14号竪穴状遺構、Ｃ10号溝

状遺構、Ｃ77号土坑を切っている。Ｃ68号土坑、Ｃ1022号ピットに切られている。隅丸長方形のプラ

ンを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－60 ﾟ－Ｗで、長軸2.98ｍ、短軸2.17ｍを測る。

確認面からの深さは0.62 ～ 0.77ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗茶褐色土・茶褐色土・暗黄褐色土の23層で構成され、橙色スコリア・黒色ス

コリア・ローム粒を含む。第１・３・４・６・８・16・17・22層には暗茶褐色土のブロックを微量、

第14・15・19・23層には暗茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(39.8ｇ)、かわらけ３点(36.2ｇ)、瓦質の香炉１点(40.0ｇ)が出土して

いる。いずれも小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第440図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0
第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。茶褐色土ブロック

微量含む。ローム主体。
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　覆土は明茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第１層には炭化物粒を微量含む。第２層には明茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ14号竪穴状遺構(第443・444図、第103表、図版98－１・98－２・172)

　Ｕ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は23.4 ～ 23.5ｍを測る。Ｃ15号竪穴状遺構、Ｃ25

号溝状遺構、Ｃ76号土坑を切っている。Ｃ967・1010・1011・1114号ピットに切られている。北側の

辺がやや短い隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸3.60ｍ、短軸3.38ｍを測る。

確認面からの深さは0.38 ～ 0.52ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土の９層で構成され、橙色スコリア・黒色スコ

リア・ローム粒を含む。第１・２・４・７層には炭化物粒を微量含む。第２層には暗茶褐色土のブロック、

第３層にし茶褐色土のブロック、第６層には茶褐色土のブロック、第７層には乳褐色土のブロックを微

量含む。東壁の隅には幅1.37ｍ、奥行き0.68ｍ、高さ0.03ｍの段差が確認出来る。

　遺物は、かわらけ15点(387.7ｇ)が出土している。小破片が多く図化したのは、以下の１点である。

　第444図１はかわらけである。胎土は橙色で、砂粒・石英・角閃石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸

切り痕が確認出来る。口縁部は欠損しているが、口径10㎝以上の大型に分類できると考えられる。14世紀

後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第442図　８区・９区・調整池②区Ｃ13号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　炭化物粒微量、ローム粒少量含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。明茶褐色土ブロック少量含む。ローム主体。
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Ｃ16号竪穴状遺構(第446図、図版99－１)

　Ｖ・Ｗ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.6ｍを測る。Ｃ18号竪穴状遺構、Ｃ26

号溝状遺構を切っている。中央をＣ４号竪穴状遺構、東側をＣ10号竪穴状遺構・Ｃ42号土坑に切られ

ている。南東隅が歪んでいる隅丸方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸

3.56ｍ、短軸3.44ｍを測る。確認面からの深さは0.24 ～ 0.46ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗褐色土・暗茶褐色土・暗黒褐色土・明茶褐色土の18層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第３層には茶褐色土を少量、第11層には茶褐色土を微量含む。第４・

５層には暗褐色土のブロック微量、第８層には暗茶褐色土のブロック微量、第10・15層には暗黒褐色

土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ11点(31.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ17号竪穴状遺構(第447図、図版99－２)

　Ｖ・Ｗ11グリッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ22号竪穴状遺構を切っ

ている。東側をＣ47号土坑、Ｃ410・1095号ピット、西側をＣ510・1096号ピットに切られている。
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第443図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号竪穴状遺構［1/60］
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第１層　茶褐色土　粘性あり・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、炭化物粒微量、
ローム粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、
ローム粒中量、暗茶褐色土ブロック微量含む。

第３層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第４層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、

ローム粒少量含む。
第５層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。ローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第７層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ローム

粒少量、乳褐色土ブロック微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第９層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、
　　　　ローム粒微量含む。
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歪んだ長楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－37 ﾟ－Ｗで、長軸2.73ｍ、

短軸2.04ｍを測る。確認面からの深さは0.73 ～ 0.85ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗茶褐色の18層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１層には白色粒子を微量含む。第３層には暗茶褐色土を微量含む。第６層には茶褐色土の

ブロックを微量、第９層には褐色土のブロックを少量、第12層には暗茶褐色土のブロック少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第442図　８区・９区・調整池②区Ｃ13号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　炭化物粒微量、ローム粒少量含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。明茶褐色土ブロック少量含む。ローム主体。
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Ｃ16号竪穴状遺構(第446図、図版99－１)

　Ｖ・Ｗ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.6ｍを測る。Ｃ18号竪穴状遺構、Ｃ26

号溝状遺構を切っている。中央をＣ４号竪穴状遺構、東側をＣ10号竪穴状遺構・Ｃ42号土坑に切られ

ている。南東隅が歪んでいる隅丸方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸

3.56ｍ、短軸3.44ｍを測る。確認面からの深さは0.24 ～ 0.46ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗褐色土・暗茶褐色土・暗黒褐色土・明茶褐色土の18層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第３層には茶褐色土を少量、第11層には茶褐色土を微量含む。第４・

５層には暗褐色土のブロック微量、第８層には暗茶褐色土のブロック微量、第10・15層には暗黒褐色

土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ11点(31.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ17号竪穴状遺構(第447図、図版99－２)

　Ｖ・Ｗ11グリッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ22号竪穴状遺構を切っ

ている。東側をＣ47号土坑、Ｃ410・1095号ピット、西側をＣ510・1096号ピットに切られている。
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第444図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号竪穴状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ18号竪穴状遺構(第448図、図版100－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.6～ 23.0ｍを測る。Ｃ19号竪穴状遺構を切っている。

南東側をＣ16号竪穴状遺構、Ｃ500・1156号ピットに、中央をＣ1220・1232・1249号ピット、南西隅

をＣ502・503・1233号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。

長軸方位はＮ－56 ﾟ－Ｅで、長軸2.85ｍ、残存短軸2.27ｍを測る。確認面からの深さは0.19 ～ 0.30

ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の７層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は、かわらけ15点(73.7ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ19号竪穴状遺構(第449図、図版100－２・101－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面の標高は23.1 ～ 23.3ｍを測る。南西隅をＣ18号竪穴状遺構、

Ｃ500・1230・1231号ピットに、南側をＣ488号ピットに、北東隅をＣ1083・1228号ピットに、中央

をＣ664・900・901・915・916・963・964・1212・1234号ピットに切られている。隅丸長方形のプラ

ンを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－50 ﾟ－Ｅで、長軸3.48ｍ、短軸3.04ｍを測る。

確認面からの深さは0.19 ～ 0.48ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土・明褐色土・暗黄褐色土の10層で構成され、

橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には乳褐色土のブロックを微量、暗褐色土のブ

ロックを少量含む。第２・４層には炭化物粒を微量含む。第４層には炭化物粒と焼土粒を微量含む。第

５層には茶褐色土のブロックを微量、第９層には明茶褐色土のブロックを少量、第10層には明茶褐色

土のブロック微量含む。
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第445図　８区・９区・調整池②区Ｃ15号竪穴状遺構［1/60］
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第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
暗茶褐色土ブロック微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性、しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第３層　茶褐色土　粘性。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、暗茶褐色

土ブロック微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗茶褐

色土ブロック微量含む。
第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第６層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、茶褐色土ブ

ロック微量含む。
第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ブロック。
第８層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗茶褐色土ブ

ロック微量含む。
第９層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第10層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。やや

灰色味帯びる。
第11層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第12層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第13層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第14層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、

暗茶褐色土ブロック少量含む。
第15層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗茶褐色

土ブロック少量含む。やや灰色味帯びる。
第16層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。暗茶褐色土ブロック微量含む。
第17層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗茶褐

色土ブロック微量含む。
第18層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第19層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、

暗茶褐色土ブロック少量含む。
第20層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒少量含む。
第21層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。灰

色味帯びる。
第22層　暗茶褐色土　ローム粒少量、暗茶褐色土ブロック微量含む。やや灰色味帯びる。
第23層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。茶褐色土ブロック少量含む。一部しまりない箇所あり。部分的に酸

化している。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第444図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号竪穴状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ18号竪穴状遺構(第448図、図版100－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.6～ 23.0ｍを測る。Ｃ19号竪穴状遺構を切っている。

南東側をＣ16号竪穴状遺構、Ｃ500・1156号ピットに、中央をＣ1220・1232・1249号ピット、南西隅

をＣ502・503・1233号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。

長軸方位はＮ－56 ﾟ－Ｅで、長軸2.85ｍ、残存短軸2.27ｍを測る。確認面からの深さは0.19 ～ 0.30

ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の７層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は、かわらけ15点(73.7ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ19号竪穴状遺構(第449図、図版100－２・101－１)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面の標高は23.1 ～ 23.3ｍを測る。南西隅をＣ18号竪穴状遺構、

Ｃ500・1230・1231号ピットに、南側をＣ488号ピットに、北東隅をＣ1083・1228号ピットに、中央

をＣ664・900・901・915・916・963・964・1212・1234号ピットに切られている。隅丸長方形のプラ

ンを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－50 ﾟ－Ｅで、長軸3.48ｍ、短軸3.04ｍを測る。

確認面からの深さは0.19 ～ 0.48ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土・明褐色土・暗黄褐色土の10層で構成され、

橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には乳褐色土のブロックを微量、暗褐色土のブ

ロックを少量含む。第２・４層には炭化物粒を微量含む。第４層には炭化物粒と焼土粒を微量含む。第

５層には茶褐色土のブロックを微量、第９層には明茶褐色土のブロックを少量、第10層には明茶褐色

土のブロック微量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第446図　８区・９区・調整池②区Ｃ16号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。
第３層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア少量含む。茶褐色土少量含む。
第４層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。

暗褐色土ブロック微量含む。
第５層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
　　　　暗褐色土ブロック少量含む。
第６層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
第７層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア少量含む。ローム粒微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。
　　　　暗茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
第10層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒中量含む。

暗黒褐色土ブロック少量含む。
第11層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。茶褐色土微量含む。
第12層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒中量含む。
第13層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒少量含む。
第14層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒微量含む。
第15層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。

暗黒褐色土ブロック少量含む。
第16層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム中量含む。
第17層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒微量含む。
第18層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒中量含む。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第447図　８区・９区・調整池②区Ｃ17号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、白
色粒子微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒中量含

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
暗茶褐色土微量、ローム粒少量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第５層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

第６層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の黒色スコリア、ローム粒
中量、茶褐色土ブロック微量含む。

第７層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含
む。

第８層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第９層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量、茶褐色土ブロック少量含む。

第10層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第11層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第12層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、暗
茶褐色土ブロック少量含む。

第13層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第14層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒微量含む。

第15層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の黒色スコリア、ローム粒少量
含む。

第16層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

第17層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。ローム粒微量含む。
第18層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、

ローム粒微量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第446図　８区・９区・調整池②区Ｃ16号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。
第３層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア少量含む。茶褐色土少量含む。
第４層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。

暗褐色土ブロック微量含む。
第５層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
　　　　暗褐色土ブロック少量含む。
第６層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
第７層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア少量含む。ローム粒微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。
　　　　暗茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒微量含む。
第10層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒中量含む。

暗黒褐色土ブロック少量含む。
第11層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。茶褐色土微量含む。
第12層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒中量含む。
第13層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒少量含む。
第14層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒微量含む。
第15層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量含む。

暗黒褐色土ブロック少量含む。
第16層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム中量含む。
第17層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒微量含む。
第18層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。１～３㎜の橙色スコリア微量含む。１～５㎜の黒色スコリア中量含む。ローム粒中量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(25.2ｇ)、かわらけ８点(25.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化

していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ20号竪穴状遺構(第450・451図、第104表、図版101－２・174－１･174－２)

　Ｗ・Ｘ９グリッドで検出された。確認面の標高は22.4 ～ 22.9ｍを測る。Ｃ20号竪穴状遺構を切っ

ている。Ｃ５号地下式坑に切られている。Ｃ108号土坑を切っている。隅丸長方形のプランを呈し、逆

台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｅで、長軸4.27ｍ、短軸2.89ｍを測る。確認面から

の深さは0.69 ～ 0.98ｍを測る。東壁には幅1.96ｍ、奥行き0.16ｍで高さ0.37ｍと奥行き0.26ｍで

高さ0.43ｍの段差が確認できる。

　覆土は暗黄褐色土・黄褐色土・暗茶褐色土・暗褐色土の17層で構成され、橙色スコリア・黒色スコ

第448図　８区・９区・調整池②区Ｃ18号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒
中量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒少
量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第５層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第６層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第449図　８区・９区・調整池②区Ｃ19号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、
ローム粒微量、乳褐色土ブロック微量、暗褐色土ブロック少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒
中量、炭化物粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量、炭化物粒微量、焼土粒微量含む。

第５層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、茶褐色土
ブロック微量含む。

第６層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微
量含む。

第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量含む。第４層よりもしまりやや強い。

第８層　明褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量含む。
第９層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。黄色味強いローム主体。暗褐色土ブロック少量、明茶褐色土ブロック少

量含む。
第10層　暗黄褐色土　第９層よりやや暗いローム主体。明茶褐色土ブロック微量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(25.2ｇ)、かわらけ８点(25.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化

していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ20号竪穴状遺構(第450・451図、第104表、図版101－２・174－１･174－２)

　Ｗ・Ｘ９グリッドで検出された。確認面の標高は22.4 ～ 22.9ｍを測る。Ｃ20号竪穴状遺構を切っ

ている。Ｃ５号地下式坑に切られている。Ｃ108号土坑を切っている。隅丸長方形のプランを呈し、逆

台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｅで、長軸4.27ｍ、短軸2.89ｍを測る。確認面から

の深さは0.69 ～ 0.98ｍを測る。東壁には幅1.96ｍ、奥行き0.16ｍで高さ0.37ｍと奥行き0.26ｍで

高さ0.43ｍの段差が確認できる。

　覆土は暗黄褐色土・黄褐色土・暗茶褐色土・暗褐色土の17層で構成され、橙色スコリア・黒色スコ

第448図　８区・９区・調整池②区Ｃ18号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒
中量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒少
量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第５層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第６層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

リア・ローム粒を含む。第１・２層にはロームブロックを含む。第５・８～ 10層には炭化物粒を微量

含む。第８層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器片口鉢１点(12.8ｇ)、かわらけ２点(28.9ｇ)、銅銭１点(2.6ｇ)、石製品の火打

石１点(5.0ｇ)の計５点(49.3ｇ)が出土している。図化したのは、以下の２点である。

　第451図１は渡来銭の咸平元寶である。鋳造国は北宋、初鋳年は998年、書体は真書である。

　第451図２は火打ち石である。外面に被熱を受けている。石材は瑪瑙である。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ21号竪穴状遺構(第452・453図、第105表、図版173－２)

　Ｕ・Ｖ10グリッドで検出された。確認面の標高は23.4 ～ 23.5ｍを測る。西側をＣ14溝状遺構、Ｃ

1221・1223・1224・1238号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、薄い皿状の掘り込み

を持つ。長軸方位はＮ－38 ﾟ－Ｅで、長軸3.33ｍ、残存短軸1.95ｍを測る。上面を削平されており確

認面からの深さは0.04 ～ 0.09ｍを測る。

　覆土は褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は、鉄製品の金槌１点(132.6ｇ)、椀型滓１点(113.5ｇ)の計２点(246.1ｇ)が出土している。図

化したのは、以下の１点である。

　第453図１は鉄製の先切り金槌である。器面の一部欠損が欠損している。体部には径1.8㎝・幅0.9㎝・

厚さ1.6㎝の柄穴が１ヶ所残っている。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ22号竪穴状遺構(第454図)

　Ｖ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は23.2 ～ 23.3ｍを測る。東側から中央をＣ３号地

下式坑とＣ86号土坑に切られている。歪んだ長楕円形を呈し、薄い皿状の掘り込みを持つと考えられる。

第450図　８区・９区・調整池②区Ｃ20号竪穴状遺構出土遺物［2/3・1/3］
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第451図　８区・９区・調整池②区Ｃ20号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや赤味強いローム主体。やや黄色味強いロームブロック含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。やや赤味強いロームブロック含む。
第３層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや明るい（淡い）ローム主体。所々しまりなし。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量含む。径１～５㎜の黒色スコリア少量

含む。ローム粒微量含む。
第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径径１～３㎜の橙色スコリア少量、径径１～５㎜の黒色スコリア微量、

炭化物粒微量、ローム粒少量、土器片を含む。
第６層　暗褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム。黄色味帯びるローム含む。
第７層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや暗いローム主体。
第８層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや黄色味強いローム主体。炭化物粒微量、茶褐色土ブロック微

量含む。
第９層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや暗いローム主体。炭化物粒微量、黄色味帯びるローム粒少量

含む。
第10層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径径１～３㎜の橙色スコリア少量、径径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭

化物粒微量、ローム粒少量含む。
第11層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや明るいローム微量含む。やや暗いローム。
第12層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。黄色味帯びるローム粒少量含む。
第13層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや黄色味帯びるローム微量含む。やや暗いローム。
第14層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。黄色味帯びるローム粒少量含む。
第15層　暗褐色土　黄色味帯びるローム中量含む。やや暗いローム。
第16層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり弱い。やや黄色味帯びるローム微量含む。やや暗いローム。
第17層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。やや暗いローム主体。黄色味帯びるローム粒微量含む。

1
2

3
56 7 8

9

10
1111

12
13

14

16
15

17

4

Ａ23.30m Ａ’

Ｃ５号地下式坑

Ａ Ａ’

－ 576 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

リア・ローム粒を含む。第１・２層にはロームブロックを含む。第５・８～ 10層には炭化物粒を微量

含む。第８層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器片口鉢１点(12.8ｇ)、かわらけ２点(28.9ｇ)、銅銭１点(2.6ｇ)、石製品の火打

石１点(5.0ｇ)の計５点(49.3ｇ)が出土している。図化したのは、以下の２点である。

　第451図１は渡来銭の咸平元寶である。鋳造国は北宋、初鋳年は998年、書体は真書である。

　第451図２は火打ち石である。外面に被熱を受けている。石材は瑪瑙である。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ21号竪穴状遺構(第452・453図、第105表、図版173－２)

　Ｕ・Ｖ10グリッドで検出された。確認面の標高は23.4 ～ 23.5ｍを測る。西側をＣ14溝状遺構、Ｃ

1221・1223・1224・1238号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、薄い皿状の掘り込み

を持つ。長軸方位はＮ－38 ﾟ－Ｅで、長軸3.33ｍ、残存短軸1.95ｍを測る。上面を削平されており確

認面からの深さは0.04 ～ 0.09ｍを測る。

　覆土は褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は、鉄製品の金槌１点(132.6ｇ)、椀型滓１点(113.5ｇ)の計２点(246.1ｇ)が出土している。図

化したのは、以下の１点である。

　第453図１は鉄製の先切り金槌である。器面の一部欠損が欠損している。体部には径1.8㎝・幅0.9㎝・

厚さ1.6㎝の柄穴が１ヶ所残っている。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ22号竪穴状遺構(第454図)

　Ｖ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は23.2 ～ 23.3ｍを測る。東側から中央をＣ３号地

下式坑とＣ86号土坑に切られている。歪んだ長楕円形を呈し、薄い皿状の掘り込みを持つと考えられる。

第450図　８区・９区・調整池②区Ｃ20号竪穴状遺構出土遺物［2/3・1/3］
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２

１
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

長軸方位はＮ－85 ﾟ－Ｅで、長軸4.18ｍ、短軸1.25ｍを測る。上面を削平されており確認面からの深

さは0.04 ～ 0.06ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層でローム主体層である。炭化物粒を微量、茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ23号竪穴状遺構(第455図、図版102－１)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.6ｍを測る。北東隅をＣ1401号ピットに切

られている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸2.28ｍ、短軸2.11ｍを測る。

確認面からの深さは0.38 ～ 0.46ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・黄褐色土・暗茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は、常滑の陶器の甕１点(35.0ｇ)、産地不明の土器１点(17.7ｇ)の計２点(52.7ｇ)が出土してい

る。体部のみの出土で、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ24号竪穴状遺構(第456・457図、第106表、図版102－２・172)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面の標高は22.2 ～ 22.5ｍを測る。上面をＣ19 ～ 21号溝状遺構に

切られている。長楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－

44 ﾟ－Ｅで、残存長径4.89ｍ、残存短径1.39ｍを測る。確認面からの深さは0.12 ～ 0.59ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗灰褐色土・褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第１・４・５層には炭化物粒を微量、焼土粒を微量含む。第２層には乳褐色土のブロック、第４

層には茶褐色土のブロックを微量、第５層には明茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑の陶器甕１点(123.2ｇ)、かわらけ38点(179.6ｇ)の計39点(302.8ｇ)が出土している。

図化したのは、以下の１点である。

　第457図１はかわらけである。胎土は橙色で、白色針状物質・雲母・赤色スコリアを含む。底部回転糸切

り痕が不明瞭ではあるが確認出来る。口径が6.2㎝で中型の製品に分類できる。14世紀後半～ 15世紀の製

品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ25号竪穴状遺構(第458図、図版103－１)

　Ｗ・Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.3 ～ 22.8ｍを測る。北西隅がやや歪んだ隅丸

長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｅで、長軸3.84ｍ、短軸

2.23ｍを測る。確認面からの深さは0.23 ～ 0.50ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土・暗茶褐色土の９層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第６層には茶褐色土のブロックを少量、第８層には暗褐色土のブロッ

クを微量含む。
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第452図　Ｃ８区・９区・調整池②区21号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　炭化物粒微量、ローム粒少量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

長軸方位はＮ－85 ﾟ－Ｅで、長軸4.18ｍ、短軸1.25ｍを測る。上面を削平されており確認面からの深

さは0.04 ～ 0.06ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層でローム主体層である。炭化物粒を微量、茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ23号竪穴状遺構(第455図、図版102－１)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.6ｍを測る。北東隅をＣ1401号ピットに切

られている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸2.28ｍ、短軸2.11ｍを測る。

確認面からの深さは0.38 ～ 0.46ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・黄褐色土・暗茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は、常滑の陶器の甕１点(35.0ｇ)、産地不明の土器１点(17.7ｇ)の計２点(52.7ｇ)が出土してい

る。体部のみの出土で、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ24号竪穴状遺構(第456・457図、第106表、図版102－２・172)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面の標高は22.2 ～ 22.5ｍを測る。上面をＣ19 ～ 21号溝状遺構に

切られている。長楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－

44 ﾟ－Ｅで、残存長径4.89ｍ、残存短径1.39ｍを測る。確認面からの深さは0.12 ～ 0.59ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗灰褐色土・褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第１・４・５層には炭化物粒を微量、焼土粒を微量含む。第２層には乳褐色土のブロック、第４

層には茶褐色土のブロックを微量、第５層には明茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑の陶器甕１点(123.2ｇ)、かわらけ38点(179.6ｇ)の計39点(302.8ｇ)が出土している。

図化したのは、以下の１点である。

　第457図１はかわらけである。胎土は橙色で、白色針状物質・雲母・赤色スコリアを含む。底部回転糸切

り痕が不明瞭ではあるが確認出来る。口径が6.2㎝で中型の製品に分類できる。14世紀後半～ 15世紀の製

品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ25号竪穴状遺構(第458図、図版103－１)

　Ｗ・Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.3 ～ 22.8ｍを測る。北西隅がやや歪んだ隅丸

長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｅで、長軸3.84ｍ、短軸

2.23ｍを測る。確認面からの深さは0.23 ～ 0.50ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土・暗茶褐色土の９層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第６層には茶褐色土のブロックを少量、第８層には暗褐色土のブロッ

クを微量含む。
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第454図　８区・９区・調整池②区Ｃ22号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い、しまりあり。やや暗いローム主体。炭化物粒微量、茶褐色土ブロック少量、
　　　　黄色味強いロームブロック少量含む。

Ｃ720 号ピット

Ｃ３号地下式坑11 11
Ｃ86 号土坑

Ｃ88 号土坑

Ａ23.60m Ａ’

Ｃ720 号ピット

Ｃ312 号ピット

Ｃ1667 号ピット

Ｃ86 号土坑

Ｃ88 号ピット

Ｃ３号地下式坑

Ａ Ａ’

第455図　８区・９区・調整池②区Ｃ23号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや赤味強いローム主体。やや黄色味強いロームブロック含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。やや赤味強いロームブロック含む。
第３層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや明るい（淡い）ローム主体。所々しまりなし。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量含む。径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。
　　　　ローム粒微量含む。
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第456図　８区・９区・調整池②区Ｃ24号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒
微量、焼土粒微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　炭化物粒微量、焼土粒微量、ローム粒少量、乳褐色土ブロック微量含む。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。

第２層よりやや暗い。
第４層　暗灰褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、炭化物

粒微量、焼土粒微量、ローム粒微量、茶褐色土ブロック微量含む。
第５層　褐色土　１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、焼土粒微量、明茶

褐色土ブロック微量含む。
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第454図　８区・９区・調整池②区Ｃ22号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い、しまりあり。やや暗いローム主体。炭化物粒微量、茶褐色土ブロック少量、
　　　　黄色味強いロームブロック少量含む。

Ｃ720 号ピット

Ｃ３号地下式坑11 11
Ｃ86 号土坑

Ｃ88 号土坑

Ａ23.60m Ａ’
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第455図　８区・９区・調整池②区Ｃ23号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや赤味強いローム主体。やや黄色味強いロームブロック含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。やや赤味強いロームブロック含む。
第３層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや明るい（淡い）ローム主体。所々しまりなし。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量含む。径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。
　　　　ローム粒微量含む。
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第457図　８区・９区・調整池②区Ｃ24号竪穴状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝
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　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ26号竪穴状遺構(第459図、図版103－２)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は21.9～ 22.1ｍを測る。Ｃ28号竪穴状遺構を切っている。

東側をＣ５号竪穴状遺構のＣ591・1495号ピットに切られている。歪んだ円形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長径4.19ｍ、短径4.11ｍを測る。確認面からの深さは0.28 ～ 0.58ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土・暗黄褐色土・明茶褐色土の10層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第３～５・７層には炭化物粒を微量含む。第６・９・10層には茶褐

色土のブロックを微量、第10層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕３点(112.3ｇ)、亀山窯の陶器甕１点(47.4ｇ)、かわらけ２点(20.5ｇ)の計６

点(180.2ｇ)が出土している。体部のみや小破片のため、図化し得なかった。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ27号竪穴状遺構(第460図、図版104－１)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.0 ～ 22.2ｍを測る。Ｃ28・38号竪穴状遺構を切っ

ている。南西隅は上面が削平され、掘り込みが消えている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り

込みを持つと考えられる。長軸2.69ｍ、短軸2.61ｍを測る。確認面からの深さは0.12 ～ 0.21ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・暗黄褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土の８層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・８層には茶褐色土のブロックを微量、第４層には明茶褐色土の

ブロックを微量、第７層には暗褐色土のブロックを少量含む。第３・５・７層には炭化物粒を微量、第

６層には炭化物粒と焼土粒を微量含む。

　遺物は、かわらけ１点(2.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第458図　８区・９区・調整池②区Ｃ25号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり強い。やや明るいローム。
第２層　暗黄褐色土　やや黄色味帯びるローム。第１層との境目に５㎜の暗褐色土の帯あり。
第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり強い。やや赤味帯びるローム。真ん中は灰色味帯びる。
第４層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、

ローム粒微量含む。
第５層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、

ローム粒微量含む。
第６層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、

茶褐色土ブロック少量含む
第７層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、

ローム粒少量含む。
第８層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、

ローム粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。
第９層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり強い。やや暗いローム。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第457図　８区・９区・調整池②区Ｃ24号竪穴状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ26号竪穴状遺構(第459図、図版103－２)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は21.9～ 22.1ｍを測る。Ｃ28号竪穴状遺構を切っている。

東側をＣ５号竪穴状遺構のＣ591・1495号ピットに切られている。歪んだ円形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長径4.19ｍ、短径4.11ｍを測る。確認面からの深さは0.28 ～ 0.58ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土・暗黄褐色土・明茶褐色土の10層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第３～５・７層には炭化物粒を微量含む。第６・９・10層には茶褐

色土のブロックを微量、第10層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕３点(112.3ｇ)、亀山窯の陶器甕１点(47.4ｇ)、かわらけ２点(20.5ｇ)の計６

点(180.2ｇ)が出土している。体部のみや小破片のため、図化し得なかった。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ27号竪穴状遺構(第460図、図版104－１)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.0 ～ 22.2ｍを測る。Ｃ28・38号竪穴状遺構を切っ

ている。南西隅は上面が削平され、掘り込みが消えている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り

込みを持つと考えられる。長軸2.69ｍ、短軸2.61ｍを測る。確認面からの深さは0.12 ～ 0.21ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・暗黄褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土の８層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・８層には茶褐色土のブロックを微量、第４層には明茶褐色土の

ブロックを微量、第７層には暗褐色土のブロックを少量含む。第３・５・７層には炭化物粒を微量、第

６層には炭化物粒と焼土粒を微量含む。

　遺物は、かわらけ１点(2.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第459図　８区・９区・調整池②区Ｃ26号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。ローム主体。茶褐色土少量含む。
第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜

の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒少量、炭

化物粒微量含む。
第５層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。橙色スコリア少量、ローム粒微量、炭化物粒微量含

む。
第６層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主

体。
第７層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５

㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア微量、暗茶褐色土少量含む。ローム粒微量含む。
第９層　暗黄褐色土　やや暗いローム。茶褐色土ブロック微量含む。
第10層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア微量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

Ｃ28号竪穴状遺構(第461図、図版104－２)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面の標高は22.0 ～ 22.1ｍを測る。Ｃ29号竪穴状遺構を切ってい

る。北東隅をＣ26号竪穴状遺構に、南西隅をＣ27号竪穴状遺構・Ｃ1672号ピットに切られている。隅

丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－37 ﾟ－Ｅで、長軸

2.40ｍ、短軸1.99ｍを測る。確認面からの深さは0.29 ～ 0.41ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土の14層で構成され、橙色スコリア・黒色ス

コリア・ローム粒を含む。第１・３～５・９・12・13層には炭化物粒を微量含む。第６・８・14層に

は茶褐色土のブロックを微量、第11・13層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、亀山窯の陶器甕１点(20.1ｇ)が出土しているが、体部のみの出土のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第460図　８区・９区・調整池②区Ｃ27号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味強いローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。ローム主体。明茶褐色土微量含む。
第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、

ローム粒微量含む。炭化物粒微量含む。やや暗灰色味帯びる。
第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。黄色味強いローム少量、明茶褐色土ブロック微量

含む。
第５層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む、

ローム粒少量、炭化物粒微量含む。
第６層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、

ローム粒中量、炭化物粒微量、焼土粒微量含む。
第７層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ

ーム粒少量、炭化物粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。やや灰色味帯びる。
第８層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、茶

褐色土ブロック微量含む。　
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第459図　８区・９区・調整池②区Ｃ26号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。ローム主体。茶褐色土少量含む。
第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜

の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒少量、炭

化物粒微量含む。
第５層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。橙色スコリア少量、ローム粒微量、炭化物粒微量含

む。
第６層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主

体。
第７層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５

㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア微量、暗茶褐色土少量含む。ローム粒微量含む。
第９層　暗黄褐色土　やや暗いローム。茶褐色土ブロック微量含む。
第10層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア微量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

Ｃ29号竪穴状遺構(第462図、図版105)

　Ｘ９・10グリッドで検出された。確認面の標高は22.1 ～ 22.4ｍを測る。Ｃ117号土坑を切っている。

南側をＣ28号竪穴状遺構に、北西隅をＣ1663・1703号ピットに、中央をＣ1664号ピットに、南西隅を

Ｃ1675号ピットに切られている。隅丸方形もしくは隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込み

を持つと考えられる。残存長軸2.17ｍ、残存短軸1.71ｍを測る。確認面からの深さは0.08 ～ 0.26ｍ

を測る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土・茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコ

リア・ローム粒を含む。第１層には炭化物粒を微量含む。第４層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、鉄滓１点(23.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第461図　８区・９区・調整池②区Ｃ28号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量
含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。ローム主体。茶褐色土少量含む。
第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

炭化物粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。
第５層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。橙色スコリア少量、ローム粒微量、炭化物微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第７層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、暗茶褐色土少

量含む。、ローム粒微量含む。
第８層　暗黄褐色土　やや暗いローム。茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第10層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。
第11層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、

暗褐色土ブロック微量含む。
第12層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック中量、炭化物粒微量含む。ローム主体。
第13層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、

炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。
第14層　明茶褐色土　粘性強い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒微量、茶褐色土ブロック微量含む。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第462図　８区・９区・調整池②区Ｃ29号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。ローム主体。茶褐色土少量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒微量含む。
第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微

量、暗茶褐色土ブロック微量含む。
第５層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微

量、暗茶褐色土少量含む。、ローム粒微量含む。
第６層　明茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒微量含む。やや灰色味

帯びる。

2
11

33
66

44

Ｂ
2
2
.
6
0
m

Ｂ
’

44

11

55
Ｃ28 号竪穴状遺構

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ26 号竪穴状遺構

Ｃ1703 号ピットＣ1663 号ピット

Ｃ1664 号ピット

Ｃ1672 号ピット

Ｃ26 号竪穴状遺構

Ｃ27 号竪穴状遺構

Ｃ28 号竪穴状遺構

Ｃ1675 号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ
’

Ｃ31号竪穴状遺構(第463図、図版105－２)

　Ｙ・Ｚ８・９グリッドで検出された。確認面の標高は21.7 ～ 22.1ｍを測る。北東側が歪んだ隅丸

長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－38 ﾟ－Ｅで、長軸4.46ｍ、短軸

3.06ｍを測る。確認面からの深さは0.98 ～ 1.16ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・明茶褐色土・暗褐色土・黄褐色土・茶褐色土の18層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第３・５層には炭化物粒を微量、含む。第１層には明茶褐色土のブロ

ックを微量、第12層には少量含む。第３・13・15・17層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕の体部１点(62.0ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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Ｃ29号竪穴状遺構(第462図、図版105)

　Ｘ９・10グリッドで検出された。確認面の標高は22.1 ～ 22.4ｍを測る。Ｃ117号土坑を切っている。

南側をＣ28号竪穴状遺構に、北西隅をＣ1663・1703号ピットに、中央をＣ1664号ピットに、南西隅を

Ｃ1675号ピットに切られている。隅丸方形もしくは隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込み

を持つと考えられる。残存長軸2.17ｍ、残存短軸1.71ｍを測る。確認面からの深さは0.08 ～ 0.26ｍ

を測る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土・茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコ

リア・ローム粒を含む。第１層には炭化物粒を微量含む。第４層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、鉄滓１点(23.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第461図　８区・９区・調整池②区Ｃ28号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量
含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。ローム主体。茶褐色土少量含む。
第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

炭化物粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。
第５層　暗茶褐色土　粘性強い。しまり強い。橙色スコリア少量、ローム粒微量、炭化物微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第７層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、暗茶褐色土少

量含む。、ローム粒微量含む。
第８層　暗黄褐色土　やや暗いローム。茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量含む。
第10層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。
第11層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、

暗褐色土ブロック微量含む。
第12層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック中量、炭化物粒微量含む。ローム主体。
第13層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、

炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。
第14層　明茶褐色土　粘性強い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒微量、茶褐色土ブロック微量含む。
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第463図　８区・９区・調整池②区Ｃ31号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。黄色味強いローム少量、明茶褐色土ブロック微量含む。
第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒中量含む。
第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

微量含む。炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。
第４層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒少量含む。
第５層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

少量、炭化物粒微量含む。
第６層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒

微量、暗茶褐色土ブロック少量含む。
第７層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒少量含む。
第８層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒少量含む。
第９層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒

少量含む。
第10層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム微

量含む。
第11層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

微量含む。
第12層　黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。明茶褐色土ブロック少量含む。やや砂っぽいローム主体。
第13層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第14層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒

少量含む。
第15層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。白色味帯びるローム微量、暗褐色土ブロック微量、黄色味帯びるローム少

量含む。やや暗いローム主体。
第16層　暗黄褐色土　粘性やや強い、しまりあり。やや暗いローム主体。黄色味帯びるローム主体。
第17層　茶褐色土　粘性あり、しまりやや弱い。径径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～5㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量、暗褐色土ブロック微量含む。
第18層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。やや砂っぽいローム主体。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

Ｃ32号竪穴状遺構(第464図、図版106－１)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面の標高は22.2 ～ 22.4ｍを測る。中央をＣ122号土坑とＣ796号

ピットに、北側をＣ1847号ピットに、東側をＣ1970号ピットに、西側を1936号ピットに、南西隅をＣ

1876・1877・1956・2169・2170号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、、皿状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－48 ﾟ－Ｅで、長軸4.27ｍ、短軸3.11ｍを測る。確認面からの深さは0.11

～ 0.18ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土・暗褐色土・黄褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。第５層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第464図　８区・９区・調整池②区Ｃ32号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや暗いローム主体。明るいロームブロック少量含む。
第３層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒少量含む。
第４層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒微量含む。
第５層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや明るいローム主体。暗褐色土ブロック微量含む。
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第463図　８区・９区・調整池②区Ｃ31号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。黄色味強いローム少量、明茶褐色土ブロック微量含む。
第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒中量含む。
第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

微量含む。炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。
第４層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒少量含む。
第５層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

少量、炭化物粒微量含む。
第６層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒

微量、暗茶褐色土ブロック少量含む。
第７層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒少量含む。
第８層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

粒少量含む。
第９層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒

少量含む。
第10層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム微

量含む。
第11層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム

微量含む。
第12層　黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。明茶褐色土ブロック少量含む。やや砂っぽいローム主体。
第13層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第14層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒

少量含む。
第15層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。白色味帯びるローム微量、暗褐色土ブロック微量、黄色味帯びるローム少

量含む。やや暗いローム主体。
第16層　暗黄褐色土　粘性やや強い、しまりあり。やや暗いローム主体。黄色味帯びるローム主体。
第17層　茶褐色土　粘性あり、しまりやや弱い。径径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～5㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微

量、暗褐色土ブロック微量含む。
第18層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。やや砂っぽいローム主体。
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第465図　８区・９区・調整池②区Ｃ33号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、
暗褐色土ブロック少量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、
暗褐色土ブロック微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、
炭化物粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。

第４層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム少量含む。
第５層　暗褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含

む。
第６層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含

む。暗褐色土ブロック微量含む。
第７層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含

む。
第８層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量、

炭化物粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。
第９層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

炭化物粒微量含む。
第10層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含

む。
第12層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量、

暗褐色土ブロックを微量含む。
第13層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗褐色土ブロック少量、茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第14層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。明茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第15層　明茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量含む。ローム粒少量含む。
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第466図　８区・９区・調整池②区Ｃ34号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒微量、炭化物粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量、炭化物粒微量含む。

第４層　明茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒多量含む。

第５層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味強いローム少量含む。ローム主体。
第６層　茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、炭化物粒微量、ローム粒微量含

む。第４層よりもやや粘性あり。
第７層　茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、ローム粒少量、炭化物粒微量含

む。
第８層　茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア、ローム粒微量含む。
第９層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり強い。茶褐色土微量含む。橙色スコリア目立つ。ローム主体。
第10層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。炭化物粒微量、茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主

体。
第11層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや明るいローム主体。
第12層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味帯びるローム少量含む。ローム主体。
第13層　明茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。ローム粒微量、炭化物粒微量含む。
第14層　褐色土　粘性強い。しまり強い。炭化物粒微量、黄色味帯びるローム少量含む。やや明るいローム主体。
第15層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味帯びるローム微量含む。第15層よりややしまりに欠ける。

やや明るいローム主体。
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第465図　８区・９区・調整池②区Ｃ33号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、
暗褐色土ブロック少量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、
暗褐色土ブロック微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、
炭化物粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。

第４層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム少量含む。
第５層　暗褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含

む。
第６層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含

む。暗褐色土ブロック微量含む。
第７層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含

む。
第８層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量、

炭化物粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。
第９層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、

炭化物粒微量含む。
第10層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含

む。
第12層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量、

暗褐色土ブロックを微量含む。
第13層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗褐色土ブロック少量、茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第14層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。明茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第15層　明茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量含む。ローム粒少量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

Ｃ33号竪穴状遺構(第465図、図版106－２)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面の標高は21.9 ～ 22.3ｍを測る。北東隅をＣ144・146号土坑と

Ｃ1937号ピットに、南東隅をＣ1983・1995号ピットに、北西隅をＣ1922号ピットに切られている。

隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－44 ﾟ－Ｗで、長軸4.13ｍ、

短軸3.56ｍを測る。確認面からの深さは0.38 ～ 1.24ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の15層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第３・８・９層には炭化物粒を微量含む。第１・３・13層には暗褐

色土ブロックを少量、第２・６・12層には微量含む。第13層には茶褐色土のブロックを微量、第14層

には明茶褐色土のブロックを含む。北壁側には、残存長径1.83ｍ、奥行き0.14 ～ 0.52ｍ、高さ0.16

～ 0.22ｍの段差が確認出来る。

　遺物は、渥美窯の陶器甕２点(155.2ｇ)、かわらけ２点(7.7ｇ)の計４点(162.9ｇ)が出土しているが、

体部のみや小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ34号竪穴状遺構(第466・467図、第107表、図版107－１・172)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面の標高は21.8 ～ 22.1ｍを測る。東側をＣ1967・2059号ピットに、

南西側が撹乱に切られている。隅丸長方形のプランを呈隅丸長方形し、逆台形状の掘り込みを持つ。長

軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｗで、長軸4.36ｍ、短軸2.78ｍを測る。確認面からの深さは0.56 ～ 0.68ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・黄褐色土・暗黄褐色土・褐色土の15層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・３・６・７・13・14層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器皿１点(6.1ｇ)、常滑窯の陶器甕１点(51.4ｇ)、かわらけ３点(62.7ｇ)の計６点

(120.2ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第467図１はかわらけである。胎土は橙色、白色針状物質・角閃石・赤色スコリアを含む。底部回転糸切

り痕と、不明瞭ではあるがスノコ痕を確認出来る。口径が11.9㎝で大型の製品に分類できる。14世紀後半

～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ35号竪穴状遺構(第468図、図版107－２)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面の標高は21.4 ～ 21.8ｍを測る。楕円形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長径3.96ｍ、短径3.18ｍを測る。確認面からの深さは0.43 ～ 1.06ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・黄褐色土・暗黄褐色土・明茶褐色土・暗褐色土のの16層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・８層には炭化物粒を微量含む。第１・11層には暗褐色土のブ

ロックを微量含む。第７・８層には茶褐色土のブロック微量含む。底面には、南北方向で北側から奥行

き1.01ｍ・高さ0.10ｍ、奥行き0.23ｍ・高さ0.23ｍ、奥行き0.09ｍ・高さ0.23ｍの規模で階段状の

掘り込み３段が確認出来る。

　遺物は、かわらけ１点(50.0ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第467図　８区・９区・調整池②区Ｃ34号竪穴状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ36号竪穴状遺構(第469図)

　Ｙ10グリッドで検出された。確認面の標高は20.9 ～ 21.1ｍを測る。楕円形のプランを呈し、皿状

の掘り込みを持つ。長径3.30ｍ、短径2.76ｍを測る。確認面からの深さは0.13 ～ 0.20ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土と黄褐色土の２層で構成され、ローム主体の層である。第１層には炭化物粒を微量

含む。第２層には暗褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ４点(22.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ37号竪穴状遺構(第470図、図版108－１)

　Ｘ・Ｙ９グリッドで検出された。Ｃ38号竪穴状遺構を切っている。南西隅をＣ878号ピットに切ら

れている。確認面の標高は22.0 ～ 22.2ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込み

を持つ。長軸方位はＮ－43 ﾟ－Ｗで、長軸2.46ｍ、短軸1.71ｍを測る。確認面からの深さは0.41 ～

0.56ｍを測る。

　覆土は暗灰褐色土・褐色土・黄褐色土・暗黄褐色土の５層で構成される。第１～５層には焼土粒を含み、

第５層には炭化物粒を微量含む。覆土全体に焼土粒や炭化物粒を含む。確認面より上にＣ３号焼土址が

存在することから、焼土址の影響を受けたものと思われる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ38号竪穴状遺構(第471図、図版108－１)

　Ｘ９・10、Ｙ９・10グリッドで検出された。確認面の標高は21.8 ～ 22.2ｍを測る。南東側をＣ27

号竪穴状遺構・Ｃ1673・1897・1898号ピットに、北西側をＣ37号竪穴状遺構に切られている。楕円形
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Ｃ33号竪穴状遺構(第465図、図版106－２)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面の標高は21.9 ～ 22.3ｍを測る。北東隅をＣ144・146号土坑と

Ｃ1937号ピットに、南東隅をＣ1983・1995号ピットに、北西隅をＣ1922号ピットに切られている。

隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－44 ﾟ－Ｗで、長軸4.13ｍ、

短軸3.56ｍを測る。確認面からの深さは0.38 ～ 1.24ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・茶褐色土・暗褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の15層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第３・８・９層には炭化物粒を微量含む。第１・３・13層には暗褐

色土ブロックを少量、第２・６・12層には微量含む。第13層には茶褐色土のブロックを微量、第14層

には明茶褐色土のブロックを含む。北壁側には、残存長径1.83ｍ、奥行き0.14 ～ 0.52ｍ、高さ0.16

～ 0.22ｍの段差が確認出来る。

　遺物は、渥美窯の陶器甕２点(155.2ｇ)、かわらけ２点(7.7ｇ)の計４点(162.9ｇ)が出土しているが、

体部のみや小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ34号竪穴状遺構(第466・467図、第107表、図版107－１・172)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面の標高は21.8 ～ 22.1ｍを測る。東側をＣ1967・2059号ピットに、

南西側が撹乱に切られている。隅丸長方形のプランを呈隅丸長方形し、逆台形状の掘り込みを持つ。長

軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｗで、長軸4.36ｍ、短軸2.78ｍを測る。確認面からの深さは0.56 ～ 0.68ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・黄褐色土・暗黄褐色土・褐色土の15層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・３・６・７・13・14層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器皿１点(6.1ｇ)、常滑窯の陶器甕１点(51.4ｇ)、かわらけ３点(62.7ｇ)の計６点

(120.2ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第467図１はかわらけである。胎土は橙色、白色針状物質・角閃石・赤色スコリアを含む。底部回転糸切

り痕と、不明瞭ではあるがスノコ痕を確認出来る。口径が11.9㎝で大型の製品に分類できる。14世紀後半

～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ35号竪穴状遺構(第468図、図版107－２)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面の標高は21.4 ～ 21.8ｍを測る。楕円形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長径3.96ｍ、短径3.18ｍを測る。確認面からの深さは0.43 ～ 1.06ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・黄褐色土・暗黄褐色土・明茶褐色土・暗褐色土のの16層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・８層には炭化物粒を微量含む。第１・11層には暗褐色土のブ

ロックを微量含む。第７・８層には茶褐色土のブロック微量含む。底面には、南北方向で北側から奥行

き1.01ｍ・高さ0.10ｍ、奥行き0.23ｍ・高さ0.23ｍ、奥行き0.09ｍ・高さ0.23ｍの規模で階段状の

掘り込み３段が確認出来る。

　遺物は、かわらけ１点(50.0ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第468図　８区・９区・調整池②区Ｃ35号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒少量含む。炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒微量含む。

第３層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味強いローム粒中量含む。ローム主体。
第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第５層　暗黄褐色土　第４層よりややしまり弱い。やや暗いローム主体。
第６層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー

ム粒微量含む。
第７層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。ロ

ーム粒微量、茶褐色土ブロック微量含む。
第８層　黄褐色土　粘性強い。しまり強い。炭化物粒微量、茶褐色土ブロック微量、黄色味強いローム粒少量含む。やや暗いロ

ーム主体。
第９層　暗黄褐色土　第８層よりやや暗い。黄色味強いローム粒微量含む。やや暗いローム主体。
第10層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味強いローム粒中量含む。やや明るいローム主体。
第11層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒粒少

量含む。暗褐色土ブロック微量含む。
第12層　黄褐色土　粘性強い。しまり強い。やや明るいローム主体。
第13層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味帯びるローム粒微量含む。やや明るいローム主体。
第14層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや黄色味強いローム粒微量含む。やや明るいローム主体。
第15層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量

含む。
第16層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味帯びるローム粒少量含む。やや暗いローム主体。
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第469図　８区・９区・調整池②区Ｃ36号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。炭化物粒微量含む。ローム主体。
第２層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗褐色土ブロック少量含む。やや灰色味帯びる。ローム主体。
　　　　下部が酸化している。
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のプランを呈すると考えられ、皿状の掘り込みを持つ。長径3.82ｍ、残存短径2.62ｍを測る。確認面

からの深さは0.18 ～ 0.28ｍを測る。

　覆土は褐色土と暗黄褐色土の３層で構成され、ローム主体の層である。第１層は焼土主体、第２・３

層は炭化物粒を微量、焼土粒を微量含む。確認面より上にＣ３号焼土址が存在することから、焼土址の

影響を受けたものと思われる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ39号竪穴状遺構(第472図)

　Ｘ・Ｙ８・９グリッドで検出された。確認面の標高は22.2～ 22.3ｍを測る。東側をＣ17号溝状遺構に、

南西隅をＣ147号土坑に切られている。歪んだ隅丸長方形のプランを呈し、薄い皿状の掘り込みを持つ。

長軸3.65ｍ、短軸2.68ｍを測る。確認面からの深さは0.06 ～ 0.08ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第468図　８区・９区・調整池②区Ｃ35号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒少量含む。炭化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒微量含む。

第３層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味強いローム粒中量含む。ローム主体。
第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第５層　暗黄褐色土　第４層よりややしまり弱い。やや暗いローム主体。
第６層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー

ム粒微量含む。
第７層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。ロ

ーム粒微量、茶褐色土ブロック微量含む。
第８層　黄褐色土　粘性強い。しまり強い。炭化物粒微量、茶褐色土ブロック微量、黄色味強いローム粒少量含む。やや暗いロ

ーム主体。
第９層　暗黄褐色土　第８層よりやや暗い。黄色味強いローム粒微量含む。やや暗いローム主体。
第10層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味強いローム粒中量含む。やや明るいローム主体。
第11層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒粒少

量含む。暗褐色土ブロック微量含む。
第12層　黄褐色土　粘性強い。しまり強い。やや明るいローム主体。
第13層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味帯びるローム粒微量含む。やや明るいローム主体。
第14層　黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや黄色味強いローム粒微量含む。やや明るいローム主体。
第15層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量

含む。
第16層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。黄色味帯びるローム粒少量含む。やや暗いローム主体。
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第470図　８区・９区・調整池②区Ｃ37号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗灰褐色土　焼土粒少量含む。灰主体。
第２層　褐色土　ローム粒少量含む。焼土主体。
第３層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。焼土粒少量、灰少量含む。ローム主体。
第４層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。焼土粒中量含む。ローム主体。
第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。炭化物粒微量、焼土粒微量含む。やや暗いローム主体。
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Ｃ40号竪穴状遺構(第473図、図版108)

　Ｙ７グリッドで検出された。確認面の標高は23.2 ～ 23.3ｍを測る。南西側は調査区外に延びている。

長楕円形のプランを呈すると考えられ、皿状の掘り込みを持つ。残存長径3.32ｍ、短径2.18ｍを測る。

確認面からの深さは0.20 ～ 0.33ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・

４・５層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、瀬戸窯の陶器擂鉢３点(164.6ｇ)、かわらけ１点(9.6ｇ)の計４点(174.2ｇ)が出土しているが、

体部破片や小破片のため、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ41号竪穴状遺構(第474図、図版109－１)

　Ｔ12グリッドで検出された。確認面の標高は23.8 ～ 24.1ｍを測る。南側の上面は削平され、掘り

込みが消えている。掘り込みが消えている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－41 ﾟ－Ｅで、残存長軸2.38ｍ、残存短軸1.88ｍを測る。確認面からの深
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さは0.08 ～ 0.22ｍを測る。

　覆土は暗褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・褐色スコリアを含む。第１層には炭

化物粒を少量含む。第２層には白色粘土のブロックを多量含む。第１・３層には乳白色粘土を多量含む。

　遺物は、かわらけ63点(225.9ｇ)が出土しているが、いずれも小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ42号竪穴状遺構(第475・476図、第108表、図版109－２・174－２)

　Ｘ８・Ｙ８グリッドで検出された。確認面の標高は21.7 ～ 22.4ｍを測る。北西隅をＣ17号溝状遺構・

Ｃ151号土坑に、西側をＣ14号溝状遺構・Ｃ2086号ピットに、西側をＣ2072号ピットに切られている。

東側が歪んだ隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－34 ﾟ－Ｗで、長

軸3.71ｍ、短軸3.71ｍを測る。確認面からの深さは0.55 ～ 1.90ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・黄褐色土の13層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

第471図　８区・９区・調整池②区Ｃ38号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　褐色土　焼土主体。ローム粒少量含む。
第２層　暗黄褐色土　炭化物粒微量、焼土粒微量含む。ローム主体。
第３層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。炭化物粒微量、焼土粒微量含む。やや暗いローム主体。
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第470図　８区・９区・調整池②区Ｃ37号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗灰褐色土　焼土粒少量含む。灰主体。
第２層　褐色土　ローム粒少量含む。焼土主体。
第３層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。焼土粒少量、灰少量含む。ローム主体。
第４層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。焼土粒中量含む。ローム主体。
第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。炭化物粒微量、焼土粒微量含む。やや暗いローム主体。
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Ｃ40号竪穴状遺構(第473図、図版108)

　Ｙ７グリッドで検出された。確認面の標高は23.2 ～ 23.3ｍを測る。南西側は調査区外に延びている。

長楕円形のプランを呈すると考えられ、皿状の掘り込みを持つ。残存長径3.32ｍ、短径2.18ｍを測る。

確認面からの深さは0.20 ～ 0.33ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・

４・５層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、瀬戸窯の陶器擂鉢３点(164.6ｇ)、かわらけ１点(9.6ｇ)の計４点(174.2ｇ)が出土しているが、

体部破片や小破片のため、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ41号竪穴状遺構(第474図、図版109－１)

　Ｔ12グリッドで検出された。確認面の標高は23.8 ～ 24.1ｍを測る。南側の上面は削平され、掘り

込みが消えている。掘り込みが消えている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－41 ﾟ－Ｅで、残存長軸2.38ｍ、残存短軸1.88ｍを測る。確認面からの深
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第472図　８区・９区・調整池②区Ｃ39号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
　　　　径１～３㎜の橙色スコリア中量、
　　　　径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒少量含む。

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ17 号溝状遺構
1

Ｃ147 号土坑

Ｃ17 号溝状遺構溝

Ａ Ａ’

第473図　８区・９区・調整池②区Ｃ40号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒
微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
中量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物
粒微量、ローム粒少量含む。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物
粒微量、ローム粒微量含む。
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第474図　８区・９区・調整池②区Ｃ41号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性・しまり弱い。径１～２㎜の橙色スコリアやや少量、径１～３㎜の炭化物粒少量、
径１～20㎜の乳白色粘土ブロックやや多量含む。色調は粘土の混入もあり、乳白色を呈する。

第２層　暗褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。径１～30㎜の白色粘土ブロック多量含む。
第３層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～２㎜の褐色スコリア微量、径20～30㎜の乳白色粘土多

量含む。
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粒を含む。第６・10層には炭化物粒を微量含む。第８層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器碗１点(3.1ｇ)、皿１点(21.1ｇ)、銅銭３点(3.2ｇ)の計５点(27.4ｇ)が出土し

ている。図化したのは、以下の２点である。

　第476図１・２ともに渡来銭である。１は嘉祐元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1056年、書体は真書である。

２は紹聖元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1094年、書体は行書である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

（３）溝状遺構

Ｃ１号溝状遺構 (第477・478図、第109表、図版101－１・173－１・175)

　Ｖ12・13、Ｗ12・13グリッドで検出された。確認面の標高は22.1 ～ 22.8ｍを測る。北東側でＣ21

号溝状遺構に、中央付近で撹乱に切られている。延伸方向は北東方向から南西方向で、Ｗ12グリット

の中央付近で南方向に方向を変える。全体に上面が削平されており、北東側と南側は掘り込みが消えて

いる。検出部分の長さは。19.4ｍ、幅は0.42 ～ 1.05ｍで、確認面からの深さは0.21 ～ 0.50ｍを測る。

覆土は北東側、中央付近、南西側で違いがある。北東側のＡ－Ａ’は茶褐色土・暗茶褐色土の４層で構

成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。全体に炭化物粒と焼土粒を粒微量含む。中央

付近のＢ－Ｂ’は茶褐色土と暗茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を
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第472図　８区・９区・調整池②区Ｃ39号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
　　　　径１～３㎜の橙色スコリア中量、
　　　　径１～５㎜の黒色スコリア微量、
　　　　ローム粒少量含む。

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ17 号溝状遺構
1

Ｃ147 号土坑

Ｃ17 号溝状遺構溝

Ａ Ａ’

第473図　８区・９区・調整池②区Ｃ40号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒
微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
中量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物
粒微量、ローム粒少量含む。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物
粒微量、ローム粒微量含む。
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第475図　８区・９区・調整池②区Ｃ42号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第１層よりやや暗い。
第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第４層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第５層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第６層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロ

ーム粒微量含む。
第７層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第８層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。黄色味強いローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含

む。
第10層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ローム

粒微量含む。
第11層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第12層　茶褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、砂っぽいローム粒

含む。
第13層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
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第476図　８区・９区・調整池②区Ｃ42号竪穴状遺構出土遺物［2/3］

0 [2/3] 5㎝２１

含む。第１層には炭化物粒を微量含む。第２層には暗褐色土のブロックを微量含む。南西側のＣ－Ｃ’

明褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には暗褐色土のブ

ロックを少量、炭化物粒を微量含む。第２層には暗褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、瓦質の香炉１点(95.1ｇ)、かわらけ67点(525.9ｇ)の計68点(621.0ｇ)が出土している。図

化したのは、以下の３点である。

　第478図１・２はかわらけである。１は口径が12.8㎝で大型の製品で、胎土は橙色、白色針状物質・角閃石・

砂粒・石英・赤色スコリアを含む。底部糸切り痕が不明瞭だが確認できる。２は口径が6.8㎝で中型の製品で、

胎土は橙色、角閃石・雲母・白色針状物質を含む。底部回転糸切り痕が確認できる。口唇部外面に煤が付

着しており、灯明皿として使用されたと考えられる。いずれも14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　第478図２は瓦質土器である。胎土は灰色、黒色粒子・角閃石を含む。外面に二本の沈線の間に連続丸文、

底部に２ヵ所穿孔が確認できる。体部の一部分の出土で、詳細は不明である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号溝状遺構 (第479図、図版110－２)

　Ｗ12・13、Ｘ12・13グリッドで検出された。確認面の標高は21.3 ～ 21.9ｍを測る。Ｃ１号段切

りを切っている。北東方向は調査区外に延びており、南西側は攪乱に切られている。延伸方向は北東

方向から南西方向で、検出部分の長さは11.76ｍ、幅は0.84 ～ 2.18ｍで、確認面からの深さは0.16

～ 0.19ｍを測る。北東側には、幅1.54ｍ、奥行き1.22ｍ、高さ0.09 ～ 0.33ｍと幅3.34ｍ、奥行き

0.10 ～ 0.62ｍ、高さ0.06 ～ 0.62ｍの段差が２ヶ所確認できる。

　覆土は明褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・２層とも

に炭化物粒を微量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器皿１点(1.0ｇ)、かわらけ７点(23.2ｇ)の計８点(24.6ｇ)が出土している。い

ずれも小破片で図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第475図　８区・９区・調整池②区Ｃ42号竪穴状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第１層よりやや暗い。
第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第４層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第５層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第６層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロ

ーム粒微量含む。
第７層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
第８層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。黄色味強いローム主体。茶褐色土ブロック微量含む。
第９層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含

む。
第10層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ローム

粒微量含む。
第11層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第12層　茶褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、砂っぽいローム粒

含む。
第13層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
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第477図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号溝状遺構[1/120・1/60]

[1/60] 2ｍ0

[1/120] 4ｍ0

Ａ-Ａ’
第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の

黒色スコリア微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１

～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒・径１㎜以下のローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア・炭化物粒・焼土粒・径１㎜以下のローム粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア・炭化物粒・焼土粒・径１～２㎜のローム粒微量含む。

Ｂ-Ｂ’
第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・

炭化物粒・径１㎜以下のローム粒微量含む。　
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・

暗褐色土ブロック微量含む。　
第３層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色

スコリア・径１～２㎜のローム粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア含み、

径１～３㎜のローム粒を中量含む。

Ｃ-Ｃ’
第１層　明褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・暗褐色土ブロック少量、
　　　　径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒微量、ローム粒中量含む。
第２層　明褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・暗褐色土ブロック・
　　　　ローム粒少量、径１～３㎜の黒色スコリア微量含む。

1
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Ｃ23.00m Ｃ’
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1
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4

Ｂ23.00m Ｂ’

Ｃ21号溝状遺構

3

1

2

4

Ａ23.00m Ａ’

撹乱

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｃ Ｃ’

撹乱

Ｃ21 号溝状遺構
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第478図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号溝状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

３

２

１

Ｃ４号溝状遺構 (第480図)

　Ｔ14・15グリッドで検出された。確認面の標高は22.6 ～ 22.8ｍを測る。上面をＣ１号竪穴状遺構

に、南東側をＣ34号溝状遺構に切られている。延伸方向は北東方向から南東方向で、検出部分の長さ

は2.58ｍ、幅は0.32 ～ 0.56ｍで、確認面からの深さは0.05 ～ 0.12ｍを測る。

　覆土は青灰色土の単層で、炭化物粒を多量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕１点(103.5ｇ)、かわらけ１点(3.9ｇ)の計２点(107.4ｇ)が出土している。

いずれも小破片で、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第477図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号溝状遺構[1/120・1/60]

[1/60] 2ｍ0

[1/120] 4ｍ0

Ａ-Ａ’
第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の

黒色スコリア微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１

～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒・径１㎜以下のローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア・炭化物粒・焼土粒・径１㎜以下のローム粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜

の黒色スコリア・炭化物粒・焼土粒・径１～２㎜のローム粒微量含む。

Ｂ-Ｂ’
第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・

炭化物粒・径１㎜以下のローム粒微量含む。　
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・

暗褐色土ブロック微量含む。　
第３層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色

スコリア・径１～２㎜のローム粒微量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア含み、

径１～３㎜のローム粒を中量含む。

Ｃ-Ｃ’
第１層　明褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・暗褐色土ブロック少量、
　　　　径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒微量、ローム粒中量含む。
第２層　明褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・暗褐色土ブロック・
　　　　ローム粒少量、径１～３㎜の黒色スコリア微量含む。
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第479図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜
　　　　の橙色スコリア中量、径１～３㎜の黒色スコリ
　　　　ア・ローム粒・炭化物粒微量含む。
第２層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜
　　　　の橙色スコリア中量、径１～３㎜の黒色スコリ
　　　　ア・炭化物粒微量、ローム粒少量含む。

1
2

Ｂ22.00m Ｂ’

Ｃ１号段切り

1

Ａ22.20m Ａ’

Ｃ１号段切り

撹乱

Ｃ１号段切り

調査区外

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’
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第480図　８区・９区・調整池②区Ｃ４号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　青灰色土　きめ粗い。しまり弱い。径２～４
㎜の炭化物を多量含む。遺物含む。砂質土。

1

Ａ23.20m Ａ’
Ｃ１号竪穴状遺構

Ｃ34号溝状遺構

調査区外

Ａ Ａ’

Ｃ１号竪穴状遺構

Ｃ５号溝状遺構 (第481図)

　Ｔ14・15グリッドで検出された。確認面の標高は22.6 ～ 22.8ｍを測る。上面をＣ１号竪穴状遺構に、

南東側をＣ34号溝状遺構とＣ12号土坑に切られている。延伸方向は北西方向から南東方向で、検出部

分の長さは2.91ｍ、幅は0.14 ～ 0.49ｍで、確認面からの深さは0.05 ～ 0.14ｍを測る。

　覆土は青灰色土の単層で、炭化物を多量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕１点(36.8ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第479図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜
　　　　の橙色スコリア中量、径１～３㎜の黒色スコリ
　　　　ア・ローム粒・炭化物粒微量含む。
第２層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜
　　　　の橙色スコリア中量、径１～３㎜の黒色スコリ
　　　　ア・炭化物粒微量、ローム粒少量含む。
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Ｃ10号溝状遺構 (第482図)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面の標高は23.7 ～ 23.8ｍを測る。西側をＣ14号溝状遺構に、中

央付近をＣ15号竪穴状遺構、Ｃ402・416号ピットに、東側をＣ412・413号ピットに切られている。延

伸方向は北西方向から南東方向で、北側から約1.0ｍ付近で南方向に向きを変え、約1.3ｍ程で再び南

東方向に向きを変えＳ字状を呈するが、遺構は南東方向に直線的に延びる。検出部分の長さは6.62ｍ、

幅は0.19 ～ 0.46ｍで、確認面からの深さは0.07 ～ 0.11ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第481図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　青灰色土　きめ粗い。しまり弱い。
径２～４㎜の炭化物を多量含む。
遺物含む。砂質土。

1

Ａ23.20m Ａ’

Ｃ１号竪穴状遺構

調査区外Ｃ１号竪穴状遺構

Ａ

Ａ’

Ｃ12 号土坑
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Ｃ11号溝状遺構 (第483図、図版111－１)

　Ｔ・Ｕ11グリッドで検出された。確認面の標高は23.7 ～ 23.8ｍを測る。西側をＣ14号溝状遺構・

Ｃ1756号ピットに、北側を攪乱により切られている。延伸方向は西方向から東方向に2.50ｍ程延び、

北方向に向きを変え、全体がＬ字状を呈する。検出部分の長さは4.56ｍ、幅は東側を0.25 ～ 0.43ｍで、

確認面からの深さは0.07 ～ 0.10ｍを測る。周辺からはピットが確認されているが、本遺構との関係が

不明である。ピットについては、（10）ピットを参照されたい。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第482図　８区・９区・調整池②区Ｃ10号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、
　　　　径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。

1

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ14号溝状遺構

Ｃ1022 号ピット

Ｃ1010 号ピット

Ｃ68 号土坑

Ｃ15号竪穴状遺構

Ｃ402号ピット

Ｃ416号ピット

Ｃ413号ピット
Ｃ412号ピット

Ａ Ａ’
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Ｃ10号溝状遺構 (第482図)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面の標高は23.7 ～ 23.8ｍを測る。西側をＣ14号溝状遺構に、中

央付近をＣ15号竪穴状遺構、Ｃ402・416号ピットに、東側をＣ412・413号ピットに切られている。延

伸方向は北西方向から南東方向で、北側から約1.0ｍ付近で南方向に向きを変え、約1.3ｍ程で再び南

東方向に向きを変えＳ字状を呈するが、遺構は南東方向に直線的に延びる。検出部分の長さは6.62ｍ、

幅は0.19 ～ 0.46ｍで、確認面からの深さは0.07 ～ 0.11ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第481図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　青灰色土　きめ粗い。しまり弱い。
径２～４㎜の炭化物を多量含む。
遺物含む。砂質土。

1

Ａ23.20m Ａ’

Ｃ１号竪穴状遺構

調査区外Ｃ１号竪穴状遺構

Ａ

Ａ’

Ｃ12 号土坑
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Ｃ12号溝状遺構 (第484図、図版111－２)

　Ｘ・Ｙ８グリッドで検出された。確認面の標高は22.8 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ14号溝状遺構に切られ

ている。南西側は上面が削平され、掘り込みが消えている。延伸方向は北西方向から南東方向で、検出

部分の長さは2.39ｍ、幅は0.31 ～ 0.63ｍで、確認面からの深さは0.03 ～ 0.10ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ13号溝状遺構 (第485図)

　Ｖ11・12グリッドで検出された。確認面の標高は22.9 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ７号竪穴状遺構を切っ

ている。Ｃ598号ピットに切られている。延伸方向は。北西方向から南東方向で、溝の両端は上面が削

平されており、掘り込みが消えている。検出部分の長さは3.47ｍ、幅は0.43 ～ 0.70ｍで、確認面か

らの深さは0.07 ～ 0.10ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ14号溝状遺構(第486 ～ 490図、第110表、図版112－１・173－２・175)

　Ｔ～Ｚ－８～11グリッドで検出された。確認面の標高は21.8～24.0ｍを測る。Ｃ８・21・42号竪穴状遺構、

Ｃ10・12・14・15・21・30号溝状遺構、Ｃ５号段切りを切っている。北側でＣ７号地下式坑、Ｃ31号土坑、

Ｃ1034・1119・1166・1167・1241・1242号ピットに、中程でＣ1146号ピットに、南側でＣ2086号ピット・

Ｃ９号井戸址、攪乱に切られている。延伸方向は調査区を横断するように北東方向から南西方向に延び、Ｘ

８グリッドとＹ８グリッドの境付近で方向を南東方向へ変え調査区外まで延びている。平面形態はＬ字状を

呈する。検出部分の長さは72.02ｍ、幅は0.54 ～ 1.46ｍで、確認面からの深さは0.21 ～ 0.92ｍを測る。

　覆土は北東側、中央付近、南東側で違いがある。北東側のＡ－Ａ’では暗黄褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土・

明茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には褐色スコリア・

白色粒子を中量含む。第４層には茶褐色土のブロックを微量含む。第６層をは明茶褐色土のブロックを

少量含む。Ｂ－Ｂ’では暗黄褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の７層で構成され、

橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には白色粒子を中量含む。第４層には茶褐色土

のブロックを微量含む。第６・７層には明茶褐色土のブロックを少量含む。Ｃ－Ｃ’では暗黄褐色土・

茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土の11層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第１～３層には白色粒子を含む。第１・４層には茶褐色土のブロックを少量含む。第１・５層にはロー

ムブロックを小量含む。第９層には炭化物粒を微量含む。中央付近のＤ－Ｄ’では暗黄褐色土の10層

で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層にはロームブロックを少量含む。

第３層には褐色土のブロック中量含む。第１・５・８・９層にはロームブロックを含む。南東側のＦ－Ｆ’

では茶褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土・褐色土・暗茶褐色の11層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。Ｇ－Ｇ’では茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土の９層で構成され、
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第483図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しま
りあり。径１～３㎜の
橙色スコリア・ローム
粒少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量含む。

Ｂ24.00m Ｂ’
1

1
Ａ24.00m Ａ’

撹乱

Ｃ1756号ピット

Ｃ14号溝状遺構

Ｃ1763号ピット

Ｃ1758号ピット

Ｃ1757号ピット

Ｃ270号ピット

Ｃ1759号ピット
Ｃ1760号ピット

Ｃ357号ピット

Ｃ637号ピット

Ｃ356号ピット

Ｃ1762号ピット

Ｃ1761号ピット

Ｃ358号ピット

Ｃ513 号ピット

Ｃ416 号ピット

Ｃ268 号ピット

Ｃ360 号ピット

Ｃ199 号ピット

Ｃ405 号ピット
Ｃ265 号ピット

Ｃ267 号ピット

Ｃ189 号ピット

Ｃ272 号ピット

Ｃ178 号ピット

Ｃ403 号ピット

Ｃ402 号ピット

Ｃ858 号ピット

Ｃ414 号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ
’

第484図　８区・９区・調整池②区Ｃ12号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア中量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。Ｃ2080号ピット

1
Ａ23.20m Ａ’

Ｃ2080号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ14号溝状遺構

橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第４層には暗褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(29.7ｇ)、かわらけ61点(520.3ｇ)、鉄製の釘１点(4.4ｇ)、椀型滓１点

(42.6ｇ)の計64点(597.0ｇ)が出土している。図化したのは、以下の３点である。
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Ｃ12号溝状遺構 (第484図、図版111－２)

　Ｘ・Ｙ８グリッドで検出された。確認面の標高は22.8 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ14号溝状遺構に切られ

ている。南西側は上面が削平され、掘り込みが消えている。延伸方向は北西方向から南東方向で、検出

部分の長さは2.39ｍ、幅は0.31 ～ 0.63ｍで、確認面からの深さは0.03 ～ 0.10ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ13号溝状遺構 (第485図)

　Ｖ11・12グリッドで検出された。確認面の標高は22.9 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ７号竪穴状遺構を切っ

ている。Ｃ598号ピットに切られている。延伸方向は。北西方向から南東方向で、溝の両端は上面が削

平されており、掘り込みが消えている。検出部分の長さは3.47ｍ、幅は0.43 ～ 0.70ｍで、確認面か

らの深さは0.07 ～ 0.10ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ14号溝状遺構(第486 ～ 490図、第110表、図版112－１・173－２・175)

　Ｔ～Ｚ－８～11グリッドで検出された。確認面の標高は21.8～24.0ｍを測る。Ｃ８・21・42号竪穴状遺構、

Ｃ10・12・14・15・21・30号溝状遺構、Ｃ５号段切りを切っている。北側でＣ７号地下式坑、Ｃ31号土坑、

Ｃ1034・1119・1166・1167・1241・1242号ピットに、中程でＣ1146号ピットに、南側でＣ2086号ピット・

Ｃ９号井戸址、攪乱に切られている。延伸方向は調査区を横断するように北東方向から南西方向に延び、Ｘ

８グリッドとＹ８グリッドの境付近で方向を南東方向へ変え調査区外まで延びている。平面形態はＬ字状を

呈する。検出部分の長さは72.02ｍ、幅は0.54 ～ 1.46ｍで、確認面からの深さは0.21 ～ 0.92ｍを測る。

　覆土は北東側、中央付近、南東側で違いがある。北東側のＡ－Ａ’では暗黄褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土・

明茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には褐色スコリア・

白色粒子を中量含む。第４層には茶褐色土のブロックを微量含む。第６層をは明茶褐色土のブロックを

少量含む。Ｂ－Ｂ’では暗黄褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の７層で構成され、

橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には白色粒子を中量含む。第４層には茶褐色土

のブロックを微量含む。第６・７層には明茶褐色土のブロックを少量含む。Ｃ－Ｃ’では暗黄褐色土・

茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土の11層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第１～３層には白色粒子を含む。第１・４層には茶褐色土のブロックを少量含む。第１・５層にはロー

ムブロックを小量含む。第９層には炭化物粒を微量含む。中央付近のＤ－Ｄ’では暗黄褐色土の10層

で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層にはロームブロックを少量含む。

第３層には褐色土のブロック中量含む。第１・５・８・９層にはロームブロックを含む。南東側のＦ－Ｆ’

では茶褐色土・明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土・褐色土・暗茶褐色の11層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。Ｇ－Ｇ’では茶褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土の９層で構成され、
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第485図　８区・９区・調整池②区Ｃ13号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色ス
コリア・炭化物粒・ローム粒微量含む。1

Ａ23.20m Ａ’

Ｃ598号ピット

Ａ Ａ’

　第490図１・２はかわらけである。１は口径が7.3㎝、２は口径が6.2㎝で共に中型の製品である。胎土

は橙色、角閃石・白色針状物質・石英を含む。底部回転糸切り痕が確認できる。いずれも15世紀の製品と

考えられる。

　第490図３は鉄製の釘で、先端部は欠損している。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から15世紀と考えられる。

Ｃ15号溝状遺構 (第491図)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面の標高は23.1～ 23.3ｍを測る。Ｃ14号溝状遺構に切られている。

延伸方向は北東方向から南西方向で、検出部分の長さは4.22ｍ、幅は0.29 ～ 0.41ｍで、確認面から

の深さは0.10 ～ 0.15ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ16号溝状遺構 (第492図、図版112－２)

　Ｖ11・Ｗ11グリッドで検出された。確認面の標高は22.9 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ７号竪穴状遺構を切

っている。延伸方向は北東方向から南西方向で、検出部分の長さは2.76ｍ、幅は0.33 ～ 0.81ｍで、

確認面からの深さは0.12 ～ 0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。
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第486図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号溝状遺構(１)［1/240］

[1/240] 8ｍ0

Ｃ1119号ピット

Ｃ1242号ピット

Ｃ1241号ピット
Ｃ1034号ピット

Ｃ31号土坑

Ｃ７号地下式坑

調査区外

Ｃ1166号ピット

Ｃ1167号ピット

Ｃ1146号ピット

Ｃ355号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｃ
Ｃ’

Ｄ
Ｄ’

調査区外

Ｃ14号溝状遺構全体図

Ｃ14号溝状遺構(１)

Ｃ14号溝状遺構(２)

調査区外
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第485図　８区・９区・調整池②区Ｃ13号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色ス
コリア・炭化物粒・ローム粒微量含む。1

Ａ23.20m Ａ’

Ｃ598号ピット

Ａ Ａ’

　第490図１・２はかわらけである。１は口径が7.3㎝、２は口径が6.2㎝で共に中型の製品である。胎土

は橙色、角閃石・白色針状物質・石英を含む。底部回転糸切り痕が確認できる。いずれも15世紀の製品と

考えられる。

　第490図３は鉄製の釘で、先端部は欠損している。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から15世紀と考えられる。

Ｃ15号溝状遺構 (第491図)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面の標高は23.1～ 23.3ｍを測る。Ｃ14号溝状遺構に切られている。

延伸方向は北東方向から南西方向で、検出部分の長さは4.22ｍ、幅は0.29 ～ 0.41ｍで、確認面から

の深さは0.10 ～ 0.15ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ16号溝状遺構 (第492図、図版112－２)

　Ｖ11・Ｗ11グリッドで検出された。確認面の標高は22.9 ～ 23.1ｍを測る。Ｃ７号竪穴状遺構を切

っている。延伸方向は北東方向から南西方向で、検出部分の長さは2.76ｍ、幅は0.33 ～ 0.81ｍで、

確認面からの深さは0.12 ～ 0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。
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[1/240] 8ｍ0

第487図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号溝状遺構(２)［1/240］

撹乱
撹乱

Ｃ1146号ピット

Ｃ2086号ピット Ｃ９号井戸

Ｃ15号溝状遺構

Ｃ12号溝状遺構

Ｄ
Ｄ’

Ｅ

Ｅ’

Ｆ

Ｆ
’

Ｇ
Ｇ
’

Ｉ

Ｉ
’

調査区外

Ｈ
’

Ｈ

調査区外

Ｃ14号溝状遺構全体図

Ｃ14号溝状遺構(１)

Ｃ14号溝状遺構(２)

調査区外
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第488図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号溝状遺構(３)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1

23
5

67
8

9
10

4

Ｄ24.20m Ｄ’
Ｄ-Ｄ’
第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや黄色味帯びるロームブロック

少量含む。所々しまりなし。やや暗いローム主体。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。第１層よりしまりやや強く、やや

明るい。やや暗いローム主体
第３層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。褐色土ブロック中量、ロームブロック

含む。
第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。黄色味帯びるローム主体。
第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや暗いロームブロック微量含む。

第４層よりしまりやや弱い。やや黄色味帯びるローム主体。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。部分的にしまりなし。やや暗いロ

ーム主体。
第７層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いローム主体。
第８層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱いやや黄色味帯びるロームブロッ

ク含む。やや暗いローム主体。
第９層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや黄色味帯びるロームブロ

ック微量含む。やや暗いローム主体。
第10層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。一部しまりなし。やや黄色味帯び

るローム主体。

Ｃ-Ｃ’
第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。白色粒子・茶褐色土ブロック少

量、黄色味強いロームブロック微量含む。やや暗いローム主体。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。白色粒子含む。第１層より

やや暗いローム主体。
第３層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。白色粒子、やや赤色味強い。

ローム粒少量含む。
第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。茶褐色土ブロック少量含む。第

２層よりもやや暗いローム主体。
第５層　暗黄褐色土　黄色味強いロームブロック小量含む。やや明るいローム主体。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。第４層よりしまりやや強い。や

や暗いローム主体。
第７層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１

～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第９層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～

５㎜の黒色スコリア・炭化物粒・ローム粒微量含む。
第10層　明茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア微量

含む。
第11層　明茶褐色土　粘性あり・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。

1

2

3

4
5

6
7

9

11

8

10

Ｃ24.20m Ｃ’

Ｂ-Ｂ’
第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。径３～５㎜の橙色スコリア

微量、径５～８㎜の褐色スコリア・白色粒子中量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、

径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒・茶褐色土ブロック微

量含む。
第５層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。明茶褐色土ブロック少

量含む。
第７層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。明茶褐色

土ブロック少量含む。

1
2

3
4

5

6 7

Ｃ31号土坑

Ｂ24.20m Ｂ’

Ａ-Ａ’
第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。径３～５㎜の橙色スコリア

微量、径５～８㎜の褐色スコリア・白色粒子中量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、

径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒・茶褐色土ブロック微

量含む。
第５層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。明茶褐色土ブロック少

量含む。ローム主体。
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[1/240] 8ｍ0

第487図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号溝状遺構(２)［1/240］

撹乱
撹乱

Ｃ1146号ピット

Ｃ2086号ピット Ｃ９号井戸

Ｃ15号溝状遺構

Ｃ12号溝状遺構

Ｄ
Ｄ’

Ｅ

Ｅ’

Ｆ

Ｆ
’

Ｇ
Ｇ
’

Ｉ

Ｉ
’

調査区外

Ｈ
’

Ｈ

調査区外

Ｃ14号溝状遺構全体図

Ｃ14号溝状遺構(１)

Ｃ14号溝状遺構(２)

調査区外
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第489図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号溝状遺構(４)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｉ23.50m Ｉ’Ｈ’Ｈ23.00m

Ｇ-Ｇ’
第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや

多量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径

１～５㎜の黒色スコリア微量含む。第１層よりしまりやや弱い。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～

５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第４層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径

１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。
第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。
第６層　暗茶褐色土　粘性あり・しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒少

量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第８層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。やや砂混じり。
第９層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
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Ｆ-Ｆ’
第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５

㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、茶褐色土　

粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒少量含む。

第６層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア・ローム粒微量含む。

第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第８層　暗茶褐色土　粘性あり・しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。

第９層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。

第10層　褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒
少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。

第11層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量径１～
５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
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第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや

多量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径

１～５㎜の黒色スコリア微量含む。第１層よりしまりやや弱い。
第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１

～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。第１層よりやや明るい。
第５層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。第４層よりやや明るい。
第６層　暗茶褐色土　粘性あり・しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第７層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。第６層よりやや暗い。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第490図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号溝状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

３

２１

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ17号溝状遺構 (第493・494図、第111表、図版113－１・175)

　Ｘ８・９、Ｙ８・９グリッドで検出された。確認面の標高は22.3 ～ 22.6ｍを測る。Ｃ39・42号竪

穴状遺構を切っている。延伸方向は北西方向から南東方向に延び、Ｘ－９グリットとＹ－９グリッド

の境付近で南西方向に向きを変える。全体が弧状を呈する。検出部分の長さは9.65ｍ、幅は0.63 ～

1.13ｍで、確認面からの深さは0.16 ～ 0.57ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ９点(144.0ｇ)が出土している。図化したのは、以下の３点である。

　第494図１～３はかわらけである。１は口径が7.8㎝、２は口径が7.9㎝、３は口径が8.2㎝で共に中型

の製品である。胎土は橙色、角閃石・石英・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切り痕、スノコ痕が確認

できる。２の口唇部には煤が付着しており、灯明皿として使用されたものと考えられる。14世紀後半～ 15

世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第489図　８区・９区・調整池②区Ｃ14号溝状遺構(４)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｉ23.50m Ｉ’Ｈ’Ｈ23.00m

Ｇ-Ｇ’
第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや

多量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径

１～５㎜の黒色スコリア微量含む。第１層よりしまりやや弱い。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～

５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第４層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径

１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。
第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。
第６層　暗茶褐色土　粘性あり・しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒少

量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第８層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。やや砂混じり。
第９層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
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Ｆ-Ｆ’
第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５

㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、茶褐色土　

粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒少量含む。

第６層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア・ローム粒微量含む。

第７層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第８層　暗茶褐色土　粘性あり・しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。

第９層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。

第10層　褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒
少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。

第11層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量径１～
５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
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第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリアやや

多量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径

１～５㎜の黒色スコリア微量含む。第１層よりしまりやや弱い。
第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１

～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。第１層よりやや明るい。
第５層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。第４層よりやや明るい。
第６層　暗茶褐色土　粘性あり・しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第７層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、

径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。第６層よりやや暗い。
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第491図　８区・９区・調整池②区Ｃ15号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の
橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア・
ローム粒微量含む。

Ｃ14号溝状遺構

Ａ23.40m Ａ’

1

Ａ Ａ’

Ｃ14号溝状遺構

第492図　８区・９区・調整池②区Ｃ16号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３
㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜
の黒色スコリア・炭化物粒・ローム粒微
量含む。

1
Ａ23.40m Ａ’

Ａ Ａ’
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Ｃ20号溝状遺構 (第495図、図版113－２・114－１)

　Ｖ13・Ｗ13グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.8ｍを測る。Ｃ24号竪穴状遺構、Ｃ

２号硬化面を切っている。Ｃ988号ピットと攪乱に切られている。延伸方向は北東方向から南西方向で、

検出部分の長さは8.28ｍ、幅は0.51 ～ 0.854ｍで、確認面からの深さは0.22 ～ 0.39ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には暗褐

色土のブロック、第２層には褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ１点(21.3ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第493図　８区・９区・調整池②区Ｃ17号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第４層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第５層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第６層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
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第491図　８区・９区・調整池②区Ｃ15号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の
橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア・
ローム粒微量含む。

Ｃ14号溝状遺構

Ａ23.40m Ａ’

1

Ａ Ａ’

Ｃ14号溝状遺構

第492図　８区・９区・調整池②区Ｃ16号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３
㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜
の黒色スコリア・炭化物粒・ローム粒微
量含む。

1
Ａ23.40m Ａ’

Ａ Ａ’
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Ｃ21号溝状遺構 (第496・497図、第112表、図版14－１・175)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 22.8を測る。Ｃ24号竪穴状遺構・Ｃ１号溝状

遺構を切っている。Ｃ20号溝状遺構に切られている。延伸方向は北東方向から南西方向で、検出部分

の長さは3.22ｍ、幅は0.44 ～ 0.64ｍで、確認面からの深さは0.13 ～ 0.21ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。暗褐色土のブロックを微

量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(55.1ｇ)、かわらけ11点(118.1ｇ)、石製品１点(1.0ｇ)が出土している。

図化したのは、以下の１点である。

　第497図１はかわらけである。口径が5.2㎝で小型の製品である。胎土は橙色、角閃石・白色針状物質・

細かい砂粒を含む。底部に回転糸切り痕・スノコ痕が確認できる。口唇部内外面に煤が付着しており灯明

皿として使用されていたものと考えられる。15世紀後半～ 16世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から15世紀後半以降と考えられる。

Ｃ22号溝状遺構 (第498図、図版114－２)

　Ｖ10・11、Ｗ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は22.8 ～ 23.1ｍを測る。北東側をＣ17

号竪穴状遺構に、南東側をＣ12号竪穴状遺構、Ｃ48号土坑、Ｃ501・885・914・956・981・982号ピ

ットに切られており、一部のみの確認のため詳細は不明である。延伸方向は北東方向から南西方向で、

検出部分の残存長2.65ｍ、幅は0.90 ～ 1.02ｍで、確認面からの深さは0.23 ～ 0.36ｍを測る。

第494図　８区・９区・調整池②区Ｃ17号溝状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

３２１
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第495図　８区・９区・調整池②区Ｃ20号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア・ローム粒・暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５
㎜の黒色スコリア少量、褐色土ブロック微量含む。

1

2

Ｂ22.80m Ｂ’

1
2

Ａ23.00m Ａ’

Ｃ988号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ

Ｂ’

攪乱

　覆土は暗茶褐色土と明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ23号溝状遺構 (第499図、図版115－１)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.4ｍを測る。Ｃ102号土坑を切っている。中

央付近をＣ1087号ピットに、南側をＣ462・865・866号ピットに切られている。両端ともに上面が削

平され、掘り込みが消えている。延伸方向は北西方向延び約1.7ｍ程の所で南西側に方向を変え、全体

がくの字状を呈する。検出部分の長さは4.24ｍ、幅は0.26 ～ 0.56ｍで、確認面からの深さは0.04 ～

0.10ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。
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Ｃ21号溝状遺構 (第496・497図、第112表、図版14－１・175)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面の標高は22.7 ～ 22.8を測る。Ｃ24号竪穴状遺構・Ｃ１号溝状

遺構を切っている。Ｃ20号溝状遺構に切られている。延伸方向は北東方向から南西方向で、検出部分

の長さは3.22ｍ、幅は0.44 ～ 0.64ｍで、確認面からの深さは0.13 ～ 0.21ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。暗褐色土のブロックを微

量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(55.1ｇ)、かわらけ11点(118.1ｇ)、石製品１点(1.0ｇ)が出土している。

図化したのは、以下の１点である。

　第497図１はかわらけである。口径が5.2㎝で小型の製品である。胎土は橙色、角閃石・白色針状物質・

細かい砂粒を含む。底部に回転糸切り痕・スノコ痕が確認できる。口唇部内外面に煤が付着しており灯明

皿として使用されていたものと考えられる。15世紀後半～ 16世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から15世紀後半以降と考えられる。

Ｃ22号溝状遺構 (第498図、図版114－２)

　Ｖ10・11、Ｗ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は22.8 ～ 23.1ｍを測る。北東側をＣ17

号竪穴状遺構に、南東側をＣ12号竪穴状遺構、Ｃ48号土坑、Ｃ501・885・914・956・981・982号ピ

ットに切られており、一部のみの確認のため詳細は不明である。延伸方向は北東方向から南西方向で、

検出部分の残存長2.65ｍ、幅は0.90 ～ 1.02ｍで、確認面からの深さは0.23 ～ 0.36ｍを測る。

第494図　８区・９区・調整池②区Ｃ17号溝状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

３２１
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第496図　８区・９区・調整池②区Ｃ21号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア・ローム粒・暗褐色土ブロック微量含む。

Ａ’

1

Ａ23.00m

2

Ｃ20号溝状遺構

Ｃ20号溝状遺構

撹乱

Ｃ988号ピット

Ａ Ａ’

第497図　８区・９区・調整池②区Ｃ21号溝状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１
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　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ24号溝状遺構 (第500図、図版112－１)

　Ｖ９・10、Ｗ９・10グリッドで検出された。確認面の標高は23.4 ～ 23.8ｍを測る。中程をＣ1123・

1340・1345・1396号ピットに、南西側をＣ1207・1325・1326・1333・1556・1565・1634号ピットに

切られている。全体的に上面が削平されており、両端は掘り込みが消えている。延伸方向は北東方向か

ら南西方向で、検出部分の長さは16.88ｍ、幅は0.20 ～ 0.42ｍで、確認面からの深さは0.05 ～ 0.08

ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第498図　８区・９区・調整池②区Ｃ22号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、１～５㎜の黒色スコリア微
量含む。ローム主体。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量含む。

2

1 Ｃ12号竪穴状遺構

Ａ23.30m Ａ’

Ｃ17号竪穴状遺構

Ｃ12号竪穴状遺構

Ｃ48号土坑

Ｃ885号ピット Ｃ956号ピット

Ｃ982号ピット

Ｃ981号ピット

Ｃ914号ピット

Ｃ501号ピット

Ａ Ａ’
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第496図　８区・９区・調整池②区Ｃ21号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア・ローム粒・暗褐色土ブロック微量含む。

Ａ’

1

Ａ23.00m

2

Ｃ20号溝状遺構

Ｃ20号溝状遺構

撹乱

Ｃ988号ピット

Ａ Ａ’

第497図　８区・９区・調整池②区Ｃ21号溝状遺構出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１
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第499図　８区・９区・調整池②区Ｃ23号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア・炭化物粒・ローム粒微量
含む。

Ｃ1087号ピット

1 1

Ａ23.60m Ａ’

Ｃ1087号ピット

Ｃ865号ピット

Ｃ866号ピット

Ｃ462号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ25号溝状遺構 (第501図、図版112－１)

　Ｕ10・11、Ｖ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.6ｍを測る。北東側をＣ14

号竪穴状遺構、Ｃ1115 ～ 1117・1119号ピットに、中程をＣ355・1034・1166・1167・1241・1242・

1254・1429号ピットに切られている。一部がＣ14号溝状遺構に切られて中央付近の一部の掘り込みが

消えている。また上面が削平されており、両端は掘り込みが消えている。延伸方向は北東方向から南西

方向で、検出部分の長さは23.2ｍ、幅は0.20 ～ 0.25ｍで、確認面からの深さは0.06 ～ 0.12ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、ローム粒を含む。炭化物粒と乳褐色粘土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ26号溝状遺構 (第502図、図版112－１)

　Ｖ９・10グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.5ｍを測る。北東側でＣ1200・1201号

ピットに、中程でＣ1391・1395・1431・1432・1693・2168号ピットに、南西側でＣ1388・1390号ピ

ットに切られている。全体的に上面が削平されており、両端は掘り込みが消えている。延伸方向は北東

方向から南西方向で、検出部分の長さは8.23ｍ、幅は0.12 ～ 0.22ｍで、確認面からの深さは0.05 ～

0.12ｍを測る。
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第500図　８区・９区・調整池②区Ｃ24号溝状遺構［1/120・1/60］

[1/60] 2ｍ0

[1/120] 4ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア・ローム粒微量含む。

1Ｂ23.70m Ｂ’

Ａ23.80m Ａ’
1

Ｃ1123号ピット

Ｃ1396号ピット

Ｃ1345号ピット

Ｃ1340号ピット

Ｃ1333号ピット

Ｃ1326号ピット

Ｃ1325号ピット Ｃ1556号ピット

Ｃ1565号ピット Ｃ1634号ピット

Ｃ1207号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

　覆土は暗茶褐色土の単層で、炭化物粒と乳褐色粘土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ27号溝状遺構 (第503図)

　Ｗ９グリッドで検出された。確認面の標高は23.0 ～ 23.3ｍを測る。北西側をＣ14号溝状遺構に南

東側を、Ｃ20号竪穴状遺構に切られており、一部分の確認のため詳細は不明である。延伸方向は北西

方向から南西方向で、検出部分の長さは2.38ｍ、幅は0.29 ～ 0.58ｍで、確認面からの深さは0.04 ～

0.11ｍを測る。
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第499図　８区・９区・調整池②区Ｃ23号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア・炭化物粒・ローム粒微量
含む。

Ｃ1087号ピット

1 1

Ａ23.60m Ａ’

Ｃ1087号ピット

Ｃ865号ピット

Ｃ866号ピット

Ｃ462号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ25号溝状遺構 (第501図、図版112－１)

　Ｕ10・11、Ｖ10・11グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.6ｍを測る。北東側をＣ14

号竪穴状遺構、Ｃ1115 ～ 1117・1119号ピットに、中程をＣ355・1034・1166・1167・1241・1242・

1254・1429号ピットに切られている。一部がＣ14号溝状遺構に切られて中央付近の一部の掘り込みが

消えている。また上面が削平されており、両端は掘り込みが消えている。延伸方向は北東方向から南西

方向で、検出部分の長さは23.2ｍ、幅は0.20 ～ 0.25ｍで、確認面からの深さは0.06 ～ 0.12ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、ローム粒を含む。炭化物粒と乳褐色粘土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ26号溝状遺構 (第502図、図版112－１)

　Ｖ９・10グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.5ｍを測る。北東側でＣ1200・1201号

ピットに、中程でＣ1391・1395・1431・1432・1693・2168号ピットに、南西側でＣ1388・1390号ピ

ットに切られている。全体的に上面が削平されており、両端は掘り込みが消えている。延伸方向は北東

方向から南西方向で、検出部分の長さは8.23ｍ、幅は0.12 ～ 0.22ｍで、確認面からの深さは0.05 ～

0.12ｍを測る。
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第501図　８区・９区・調整池②区Ｃ25号溝状遺構［1/120・1/60］

[1/60] 2ｍ0

[1/120] 4ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。炭化物粒・
　　　　ローム粒・乳褐色粘土ブロック微量含む。

Ｃ14号溝状遺構

Ｂ23.80m Ｂ’
1

Ｃ14号溝状遺構

Ａ23.80m Ａ’
1

Ｃ1119号ピット

Ｃ1146 号ピット

Ｃ967 号ピット

Ｃ14号竪穴状遺構

Ｃ14号溝状遺構

Ｃ1117号ピット

Ｃ1116号ピット

Ｃ1115号ピット

Ｃ1242号ピット

Ｃ1034号ピット

Ｃ1241号ピット

Ｃ1166号ピット

Ｃ1167号ピット

Ｃ1429号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｃ1254号ピット

Ｃ355号ピット
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第503図　８区・９区・調整池②区Ｃ27号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒
微量含む。

Ａ23.50m Ａ’

11

Ｃ14号溝状遺構

Ｃ20号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

第502図　８区・９区・調整池②区Ｃ26号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。
炭化物粒・ローム粒・乳褐色粘土ブロック
微量含む。

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ1357号ピット1

Ｃ1200号ピット

Ｃ1201号ピット

Ｃ1357号ピット

Ｃ1431号ピット

Ｃ1395号ピット

Ｃ1432号ピット
Ｃ1693号ピット

Ｃ2168号ピット

Ｃ1391号ピット

Ｃ1390号ピット

Ｃ1388号ピット

Ａ Ａ’
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第501図　８区・９区・調整池②区Ｃ25号溝状遺構［1/120・1/60］

[1/60] 2ｍ0

[1/120] 4ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。炭化物粒・
　　　　ローム粒・乳褐色粘土ブロック微量含む。

Ｃ14号溝状遺構

Ｂ23.80m Ｂ’
1

Ｃ14号溝状遺構

Ａ23.80m Ａ’
1

Ｃ1119号ピット

Ｃ1146 号ピット

Ｃ967 号ピット

Ｃ14号竪穴状遺構

Ｃ14号溝状遺構

Ｃ1117号ピット

Ｃ1116号ピット

Ｃ1115号ピット

Ｃ1242号ピット

Ｃ1034号ピット

Ｃ1241号ピット

Ｃ1166号ピット

Ｃ1167号ピット

Ｃ1429号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｃ1254号ピット

Ｃ355号ピット
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　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ28号溝状遺構 (第504図)

　Ｖ12・Ｗ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.6ｍを測る。東側をＣ16号竪穴状遺

構に切られている。延伸方向は東方向から西方向で、検出部分の残存長は3.06ｍ、幅は0.63 ～ 1.01

ｍで、確認面からの深さは0.27 ～ 0.34ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土と暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ30号溝状遺構 (第505図)

　Ｖ９・Ｗ９グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.4ｍを測る。北西側をＣ14号溝状遺

構に切られている。延伸方向は北西方向から南東方向で、検出部分の残存長は1.94ｍ、幅は0.21 ～

0.28ｍで、確認面からの深さは0.04 ～ 0.09ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第504図　８区・９区・調整池②区Ｃ28号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒微量、
ローム粒少量含む。

第２層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒
微量含む。

1

2

Ａ22.80m Ａ’

Ｃ16号竪穴状遺構

Ａ Ａ’
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第505図　８区・９区・調整池②区Ｃ30号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の
　　　　橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
　　　　量含む。1

Ａ23.60m Ａ’

Ｃ1389号ピット

Ｃ14号溝状遺構

Ａ Ａ’

Ｃ1330号ピット

Ｃ31号溝状遺構 (第506図)

　Ｘ11・12グリッドで検出された。確認面の標高は21.1 ～ 21.2ｍを測る。Ｃ１号段切りに切られて

いる。南西側は削平され、掘り込みが消えている。延伸方向は北東方向から南西方向で、検出部分の残

存長は4.93ｍ、幅は0.92 ～ 1.14ｍで、確認面からの深さは0.09 ～ 0.17ｍを測る。

　覆土は明褐色土と暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第１層には炭化

物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ32号溝状遺構 (第507図)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面の標高は21.3 ～ 21.5ｍを測る。北西側をＣ1954号ピットに、

南東側を攪乱に切られている。延伸方向は北西方向から南東方向で、検出部分の残存長は3.09ｍ、幅

は0.46 ～ 0.99ｍで、確認面からの深さは0.08 ～ 0.25ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ33号溝状遺構(第508 ～ 510図、第113表、図版115－２・175)

　Ｔ15・Ｕ15グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.7ｍを測る。中央あたりをＣ４・６・７・

153号土坑に、北側が攪乱に切られている。北側と南側の両端は調査区外に延びている。延伸方向は北

方向から南方向で、検出部分の残存長は9.22ｍ、幅は2.21 ～ 3.58ｍで、確認面からの深さは0.46 ～

0.64ｍを測る。

　覆土は北側と中央付近で違いがある。北側のＡ－Ａ’では、暗灰褐色土・暗灰黄褐色土・茶褐色土の
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　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ28号溝状遺構 (第504図)

　Ｖ12・Ｗ12グリッドで検出された。確認面の標高は22.5 ～ 22.6ｍを測る。東側をＣ16号竪穴状遺

構に切られている。延伸方向は東方向から西方向で、検出部分の残存長は3.06ｍ、幅は0.63 ～ 1.01

ｍで、確認面からの深さは0.27 ～ 0.34ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土と暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ30号溝状遺構 (第505図)

　Ｖ９・Ｗ９グリッドで検出された。確認面の標高は23.3 ～ 23.4ｍを測る。北西側をＣ14号溝状遺

構に切られている。延伸方向は北西方向から南東方向で、検出部分の残存長は1.94ｍ、幅は0.21 ～

0.28ｍで、確認面からの深さは0.04 ～ 0.09ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第504図　８区・９区・調整池②区Ｃ28号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒微量、
ローム粒少量含む。

第２層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒
微量含む。

1

2

Ａ22.80m Ａ’

Ｃ16号竪穴状遺構

Ａ Ａ’
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第506図　８区・９区・調整池②区Ｃ31号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、１～３㎜の黒色スコリア・炭化物
粒微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりやや強い。ロームと明褐色
土の混合層。

1

2

Ａ21.40m Ａ’

Ｃ１号段切

Ａ Ａ’

第507図　８区・９区・調整池②区Ｃ32号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色ス
　　　　コリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり径１～３㎜の橙色ス
　　　　コリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量
　　　　含む。

1

2

Ａ21.60m Ａ’

撹乱

Ｃ1954号ピット

Ａ Ａ’
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３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第１層には径１～２㎝の泥岩塊を含む。中央付

近のＢ－Ｂ’では暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・

２層共にロームブロックを含む。、

　遺物は、常滑窯の陶器甕２点(113.2ｇ)、かわらけ12点(131.9ｇ)、産地不明陶器１点(3.4ｇ)、鉄滓

２点(148.6ｇ)の計17点(397.1ｇ)が出土している。図化したのは、以下の２点である。

　第510図１はかわらけである。口径が7.3㎝で中型に分類できる。胎土は橙色、角閃石・白色針状物質・

砂粒・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切り痕・スノコ痕が確認できる。口縁部内外面に煤が付着して

おり、灯明皿として使用されたと考えられる。14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　第510図２は椀型滓である。全体に発砲している。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ34号溝状遺構(第511・512図、第114表、図版116－１・173－１)

　Ｔ14・15、Ｕ14・15グリッドで検出された。確認面の標高は23.2 ～ 23.6ｍを測る。Ｃ４・５溝状

遺構とＣ12号土坑を切っている。北側をＣ１号竪穴状遺構に、東側をＣ33号溝状遺構に切られている。

北側と南側の両端は調査区外に延びている。延伸方向は。北東方向から南西方向で、検出部分の残存長

は7.99ｍ、幅は1.41 ～ 2.11ｍで、確認面からの深さは0.49 ～ 0.85ｍを測る。

　覆土は北側と中央付近で違いがある。北側のＡ－Ａ’では暗黄灰色土・黄灰色土・暗灰褐色土の３層

で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・を含む。第１・２層は拳大～半人頭大の泥岩の混じった泥

岩崩土で、第３層には泥岩のブロックを含む。中央付近のＢ－Ｂ’では暗灰褐色土・暗茶褐色土・茶褐

色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第２・３層はローム主体層である。溝の

中央あたりに、幅1.46ｍ、奥行き0.29 ～ 0.36ｍ、高さ0.17 ～ 0.26ｍの段差が確認出来る。

　遺物は、舶載磁器１点(4.0ｇ)、常滑窯の陶器甕２点(202.3ｇ)、渥美窯の陶器甕１点(54.4ｇ)、かわ

らけ１点(2.7ｇ)の計５点(263.4ｇ)が出土している。図化したのは、以下の。２点である。

　第１・２は研磨陶片である。１は常滑窯の甕を転用、側面の４面を使用している。２は渥美窯の甕のを

転用し、側面の２面を使用している。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土した遺物から14世紀後半以降と考えられる。

（４）耕作址

Ｃ１号耕作址 (第513図、図版116－２)

　Ｗ11・12グリッドにまたがり検出された。確認面の標高は22.4 ～ 22.5ｍ前後を測る。北西方向から南

東方向約2.25ｍ、北東方向から南西方向に約2.24ｍの範囲に展開している。長さ1.56 ～ 2.29ｍ、幅0.24

～ 0.54ｍ、深さ0.09 ～ 0.19ｍを測る５本の畝が確認されている。覆土は暗褐色土の単層で、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第506図　８区・９区・調整池②区Ｃ31号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明褐色土　粘性・しまりやや強い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、１～３㎜の黒色スコリア・炭化物
粒微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりやや強い。ロームと明褐色
土の混合層。

1

2

Ａ21.40m Ａ’

Ｃ１号段切

Ａ Ａ’

第507図　８区・９区・調整池②区Ｃ32号溝状遺構［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色ス
　　　　コリア・ローム粒微量含む。
第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり径１～３㎜の橙色ス
　　　　コリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量
　　　　含む。

1

2

Ａ21.60m Ａ’

撹乱

Ｃ1954号ピット

Ａ Ａ’



－ 630 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第508図　８区・９区・調整池②区Ｃ33号溝状遺構(１)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ａ-Ａ’
第１層　暗灰褐色土　粘性あり。しまり強い。径２～５㎜の橙色スコリア多量、径１

～２㎝の泥岩塊含む。きめ細かい。
第２層　暗灰黄褐色土　粘性あり。しまり強い。径１～４㎜の橙色スコリア・径１～

４㎜の黒色スコリア多量含む。きめ細かい。
第３層　茶褐色土　粘性あり。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア多量含む。鉄

分多い。　

撹乱
1

2
2

3

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ154号土坑

Ｃ６号土坑

Ｃ４号土坑

Ｃ13号土坑

調査区外

調査区外

撹乱

Ｃ７号土坑

Ａ Ａ’

Ｂ

Ｂ’

Ｃ

Ｃ’
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第509図　８区・９区・調整池②区Ｃ33号溝状遺構(２)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｂ-Ｂ’
第１層　暗茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア・ロームブロック

微量、ローム粒やや多量含む。
第２層　暗茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中

量、ロームブロック少量含む。第１層より暗い。
第３層　暗茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・ロームブロック微量、径１～３㎜の黒色スコ

リア・ローム粒少量含む。第２層より暗い。

Ｃ23.90m Ｃ’

撹乱

1 1

2

3

Ｂ23.90m Ｂ’

第510図　８区・９区・調整池②区Ｃ33号溝状遺構出土遺物［1/3］
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第508図　８区・９区・調整池②区Ｃ33号溝状遺構(１)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ａ-Ａ’
第１層　暗灰褐色土　粘性あり。しまり強い。径２～５㎜の橙色スコリア多量、径１

～２㎝の泥岩塊含む。きめ細かい。
第２層　暗灰黄褐色土　粘性あり。しまり強い。径１～４㎜の橙色スコリア・径１～

４㎜の黒色スコリア多量含む。きめ細かい。
第３層　茶褐色土　粘性あり。しまり強い。径１～３㎜の橙色スコリア多量含む。鉄

分多い。　

撹乱
1

2
2

3

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ154号土坑

Ｃ６号土坑

Ｃ４号土坑

Ｃ13号土坑
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第511図　８区・９区・調整池②区Ｃ34号溝状遺構)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｂ-Ｂ’
第１層　暗灰褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径１～３㎜の

橙色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含む。砂質土。
第２層　暗茶褐色土　きめ細かい。しまり強い。径１～３㎜の橙

色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含む。ローム主
体。粘質土。

第３層　茶褐色土　きめ細かい。しまり非常に強い。径１～３㎜
の橙色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含むローム
主体。粘質土。

Ａ-Ａ’
第１層　暗黄灰色土　粘性ややあり。しまり弱い。拳大～半人頭大

泥岩の混じった灰黄色土。泥岩崩土を基本とし、弱粘質土。
第２層　黄灰色土　粘性強い。粘土質の所もあり。半拳大～拳大泥

岩塊による地行層スコリア等は殆ど含まない。粘質土。
第３層　暗灰褐色土　きめ細かく鉄分が多い。しまり強い。橙色ス

コリア・黒色スコリア少量、泥岩ブロック、遺物を含む。

Ｃ33号溝状遺構

3

1
2

Ｂ23.50m Ｂ’

Ｃ33号溝状遺構1

2

3

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ１号
竪穴状遺構

調査区外

調査区外

Ｃ１号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

Ｂ

Ｂ’

Ｃ７号土坑

Ｃ33号溝状遺構
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（５）井戸址

Ｃ１号井戸址 (第514図、図版117－１)

　Ｔ16グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。プランは円形を呈する。検出された規模は長

径0.93ｍ、短径0.89ｍ、調査深度1.94ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土と黒褐色土の２層で構成され、黒色スコリアを含む。第１層はシルト質の黄灰色粘土を

基本とし、径５ｍｍ～拳大の黒色土塊を多量に含む。第２層は鉄分を多量に含む井戸溜り部の堆積土である。

井戸の底部は、長径0.73ｍ、短径0.61ｍ、高さ0.12ｍの段差が確認され、底面には長径0.24ｍ、短径0.16ｍ、

高さ0.16ｍと長径0.25ｍ、短径0.18ｍ、高さ0.14ｍのピット状の２基の掘り込みが確認できる。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕１点(20.5ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号井戸址(第515・516図、第115表、図版117－２・175)

　Ｔ16グリッドで検出された。確認面は標高23.1 ～ 23.3ｍを測る。プランは円形を呈する。検出された規

模は長径1.06ｍ、短径1.04ｍ、調査深度1.26ｍを測る。調査区端に所存し安全を確保するため、底面まで

の掘削は断念した。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、シルト質の黄灰色粘土を基本とし、径５ｍｍ～拳大の黒色土塊を多量に含む。

　遺物は、図化したかわらけ１点(104.9ｇ)が出土している。

　第516図１はかわらけである。口径が8.9㎝で中型に分類される。胎土は橙色、角閃石・白色針状物質・砂粒・

赤色スコリアを含む。底部に回転糸切り痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第512図　８区・９区・調整池②区Ｃ34号溝状遺構出土遺物［1/3］
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第511図　８区・９区・調整池②区Ｃ34号溝状遺構)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｂ-Ｂ’
第１層　暗灰褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径１～３㎜の

橙色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含む。砂質土。
第２層　暗茶褐色土　きめ細かい。しまり強い。径１～３㎜の橙

色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含む。ローム主
体。粘質土。

第３層　茶褐色土　きめ細かい。しまり非常に強い。径１～３㎜
の橙色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含むローム
主体。粘質土。

Ａ-Ａ’
第１層　暗黄灰色土　粘性ややあり。しまり弱い。拳大～半人頭大

泥岩の混じった灰黄色土。泥岩崩土を基本とし、弱粘質土。
第２層　黄灰色土　粘性強い。粘土質の所もあり。半拳大～拳大泥

岩塊による地行層スコリア等は殆ど含まない。粘質土。
第３層　暗灰褐色土　きめ細かく鉄分が多い。しまり強い。橙色ス

コリア・黒色スコリア少量、泥岩ブロック、遺物を含む。

Ｃ33号溝状遺構
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1
2

Ｂ23.50m Ｂ’
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Ａ23.90m Ａ’

Ｃ１号
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Ａ Ａ’

Ｂ

Ｂ’

Ｃ７号土坑
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第513図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号耕作址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア・ローム粒微量、径１～８㎜の黒色スコリア
中量、茶褐色土ブロック少量含む。

1 1

1 1Ａ22.60m Ａ’

Ａ Ａ’

第514図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。
シルト質の黄灰色粘土を基本とし、径５ｍ
ｍ～拳大の黒色土塊を多量含む。粘質土。

第２層　黒褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径
２～４㎜の黒色スコリア多量含む。黒ボク
ベースで、凝固した、径10㎜の鉄分を多量
含む。井戸溜り部の堆積土。

1

2

Ａ23.30m Ａ’

Ａ Ａ’
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Ｃ３号井戸址 (第517図、図版118－１)

　Ｕ13・14グリッドで検出された。確認面は標高23.3 ～ 23.8ｍを測る。プランは円形を呈する。検出され

た規模は長径1.21ｍ、短径1.18ｍ、調査深度1.87ｍを測る。調査区端に所存し安全を確保するため、底面

までの掘削は断念した。

　覆土は暗灰褐色土・暗褐色土・暗黄褐色土・暗茶褐色土・暗橙褐色土の７層で構成され、黒色スコリアと

橙色スコリアを含む。第５・７層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第515図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。
シルト質の黄灰色粘土を基本とし、径５ｍ
ｍ～拳大の黒色土塊を多量含む。粘質土。

1

Ａ23.40m Ａ’

Ａ Ａ’

第516図　８区・９区・調整池②区８・９・池②区Ｃ２号井戸址出土遺物［1/3］
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第513図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号耕作址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア・ローム粒微量、径１～８㎜の黒色スコリア
中量、茶褐色土ブロック少量含む。

1 1

1 1Ａ22.60m Ａ’

Ａ Ａ’

第514図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。
シルト質の黄灰色粘土を基本とし、径５ｍ
ｍ～拳大の黒色土塊を多量含む。粘質土。

第２層　黒褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径
２～４㎜の黒色スコリア多量含む。黒ボク
ベースで、凝固した、径10㎜の鉄分を多量
含む。井戸溜り部の堆積土。
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2

Ａ23.30m Ａ’
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Ｃ４号井戸址 (第518図、図版118－２)

　Ｖ14グリッドで検出された。確認面は標高22.7 ～ 22.8ｍを測る。プランは円形を呈する。検出された規

模は長径0.97ｍ、短径0.88ｍ、調査深度0.99ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ５号井戸址(第519・520図、第116表、図版119－１・176－２)

　Ｗ10・Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.7 ～ 22.8ｍを測る。Ｃ100号土坑を切っている。Ｃ

603・874号ピットに切られている。プランは円形を呈する。検出された規模は長径2.11ｍ、短径2.04ｍ、

調査深度2.14ｍを測る。覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土・暗灰褐色土の６層で構成され、橙色

スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・２・３・６層には炭化物粒を微量含む。第１層には乳褐

色の粘土を粒微量含む。第２層には茶褐色土のブロックを微量含む。第４層には暗茶褐色土のブロックを少

量含む。確認面から約0.12ｍで、東側に幅1.047ｍ、奥行き0.14ｍ、高さ0.12ｍの段差が、西側に幅0.87ｍ、

奥行き0.05ｍ、高さ0.05ｍと幅.76ｍ、奥行き0.07ｍ、高さ0.05ｍの段差が２ヶ所確認出来る。壁面はや

や膨らみをもって底部まで掘削され、北西側では約0.10ｍ程オーバーハングしている。

　遺物は、かわらけ12点(68.6ｇ)、石製品の砥石１点(28.3ｇ)が出土している。図化したのは、以下の

１点である。

　第520図１は石製品の砥石である。両端部が欠損している。上面と両側面の３面を使用している。石材は

変質流紋岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。　

第517図　８区・９区・調整池②区Ｃ３号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗灰褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。数㎝大の黒
色スコリア、数㎝大のロームブロック含む。砂質土。

第２層　暗褐色土　きめ粗い。しまり弱い。第１層とほぼ同土
ながらロームブロック含まない。砂質土。

第３層　暗黄褐色土　しまり弱い。灰褐色土とロームの混土。
粘質土。

第４層　暗茶褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径２～５㎜
の黒色スコリア含む。粘質土。

第５層　暗灰褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径２～５㎜
の橙色スコリア、径２～５㎜の黒色スコリア、炭化物
粒含む。砂質土。

第６層　暗橙褐色土　径２～５㎜の橙色スコリア、径２～５㎜
の黒色スコリア含む。第５層よりもきめ細かく、しま
り若干ある。ローム主体。砂質土。

第７層　暗灰褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物
粒・ローム粒微量含む。
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第518図　８区・９区・調整池②区Ｃ４号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
　　　　径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・
　　　　ローム粒微量含む。
第２層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
　　　　径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア・
　　　　ローム粒少量含む。第１層よりややしまりない。
　　　　第１層よりやや明るい。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
　　　　径１～３㎜の橙色スコリア少量、
　　　　径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
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3

Ａ23.20m Ａ’

Ａ Ａ’

第519図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア・ロー
ム粒・乳褐粘土粒・炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・茶褐色
土ブロック・炭化物粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物
粒・ローム粒微量含む第２層よりやや暗く、ややしま
りに欠ける。

第４層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・暗茶褐色土ブロック少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量含む。

第５層　茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量含
む。やや砂質。

第６層　暗灰褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物
粒・ローム粒微量含む。
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Ｃ603号ピット
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Ｃ603号ピット

Ｃ874号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ６号井戸址(第521・522図、第117表、図版119－２・176－２)

　Ｕ13・14、・Ｖ13・14グリッドで検出された。確認面は標高22.8 ～ 23.0ｍを測る。Ｃ２号硬化面を切っ

ている。北側の一部が調査区外に延びている。プランは楕円形を呈する。検出された規模は長径2.08ｍ、

残存短径1.74ｍ、調査深度1.57ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土・明褐色土の14層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・
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Ｃ４号井戸址 (第518図、図版118－２)

　Ｖ14グリッドで検出された。確認面は標高22.7 ～ 22.8ｍを測る。プランは円形を呈する。検出された規

模は長径0.97ｍ、短径0.88ｍ、調査深度0.99ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ５号井戸址(第519・520図、第116表、図版119－１・176－２)

　Ｗ10・Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.7 ～ 22.8ｍを測る。Ｃ100号土坑を切っている。Ｃ

603・874号ピットに切られている。プランは円形を呈する。検出された規模は長径2.11ｍ、短径2.04ｍ、

調査深度2.14ｍを測る。覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土・暗灰褐色土の６層で構成され、橙色

スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・２・３・６層には炭化物粒を微量含む。第１層には乳褐

色の粘土を粒微量含む。第２層には茶褐色土のブロックを微量含む。第４層には暗茶褐色土のブロックを少

量含む。確認面から約0.12ｍで、東側に幅1.047ｍ、奥行き0.14ｍ、高さ0.12ｍの段差が、西側に幅0.87ｍ、

奥行き0.05ｍ、高さ0.05ｍと幅.76ｍ、奥行き0.07ｍ、高さ0.05ｍの段差が２ヶ所確認出来る。壁面はや

や膨らみをもって底部まで掘削され、北西側では約0.10ｍ程オーバーハングしている。

　遺物は、かわらけ12点(68.6ｇ)、石製品の砥石１点(28.3ｇ)が出土している。図化したのは、以下の

１点である。

　第520図１は石製品の砥石である。両端部が欠損している。上面と両側面の３面を使用している。石材は

変質流紋岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。　

第517図　８区・９区・調整池②区Ｃ３号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗灰褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。数㎝大の黒
色スコリア、数㎝大のロームブロック含む。砂質土。

第２層　暗褐色土　きめ粗い。しまり弱い。第１層とほぼ同土
ながらロームブロック含まない。砂質土。

第３層　暗黄褐色土　しまり弱い。灰褐色土とロームの混土。
粘質土。

第４層　暗茶褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径２～５㎜
の黒色スコリア含む。粘質土。

第５層　暗灰褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。径２～５㎜
の橙色スコリア、径２～５㎜の黒色スコリア、炭化物
粒含む。砂質土。

第６層　暗橙褐色土　径２～５㎜の橙色スコリア、径２～５㎜
の黒色スコリア含む。第５層よりもきめ細かく、しま
り若干ある。ローム主体。砂質土。

第７層　暗灰褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物
粒・ローム粒微量含む。
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第520図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号井戸址出土遺物［1/3］
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１

第521図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。　径１～３㎜の橙色
スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム
粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。第１層よりややしまり強く
暗い。

第３層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。　径１～３㎜
の橙色スコリア少量、茶褐色土ブロック微量含む。

第４層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア・明茶褐色
土ブロック微量、ローム粒少量含む。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア・茶褐色土ブロック少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量含む。

第６層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒・
茶褐色土ブロック・ローム粒微量含む。

第７層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア微量径１～８㎜の黒色スコリア中量含む。

第８層　明褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒
微量含む。

第９層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、茶褐色土ブロック中量含む。

第10層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、ローム粒微量含む。

第11層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。暗茶褐色土ブロック
微量含む。

第12層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・茶褐色土ブ
ロック微量含む。

第13層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微
量含む。

第14層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア・ローム粒少量含む。
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ローム粒を含む。第６層には炭化物粒を微量含む。第３・５・６・９・11・12層には茶褐色土のブロックを含む。

第４層には明茶褐色土のブロックを微量含む。第11層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(25.5ｇ)、かわらけ29点(165.9ｇ)、石製品の砥石１点(63.0ｇ)の計31

点(254.4ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第522図１は石製品の砥石である。両端部が欠損している。上下面と両側面の３面を使用している。石材

は変質流紋岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ７号井戸址(第523・524図、第118表、図版120－１・176－１)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高21.3 ～ 21.6ｍを測る。プランは楕円形を呈する。検出された

規模は長径0.97ｍ、短径0.84ｍ、調査深度1.01ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。

　遺物は、舶載磁器２点(7.3ｇ)、常滑窯の陶器甕１点(22.7ｇ)の計３点(30.0ｇ)が出土している。図

化したのは、以下の１点である。

　第524図１は舶載磁器の白磁皿の口縁部破片である。素地は灰白色、黒色粒子を含む。15世紀前半の製

品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ８号井戸址 (第525図、図版120－２)

　Ｙ９・10グリッドで検出された。確認面は標高21.1 ～ 21.8ｍを測る。プランは歪んだ円形を呈する。検

出された規模は長径1.16ｍ、短径1.06ｍ、調査深度1.09ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・茶褐色土・暗黄褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。第１・２層には炭化物粒を微量含む。また第１層には乳褐粘土粒も微量含む。第２・４・

第522図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号井戸址出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１
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第520図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号井戸址出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

第521図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。　径１～３㎜の橙色
スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム
粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。第１層よりややしまり強く
暗い。

第３層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。　径１～３㎜
の橙色スコリア少量、茶褐色土ブロック微量含む。

第４層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア・明茶褐色
土ブロック微量、ローム粒少量含む。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア・茶褐色土ブロック少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量含む。

第６層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒・
茶褐色土ブロック・ローム粒微量含む。

第７層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア微量径１～８㎜の黒色スコリア中量含む。

第８層　明褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒
微量含む。

第９層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、茶褐色土ブロック中量含む。

第10層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、ローム粒微量含む。

第11層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。暗茶褐色土ブロック
微量含む。

第12層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・茶褐色土ブ
ロック微量含む。

第13層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微
量含む。

第14層　暗茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア・ローム粒少量含む。
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第523図　８区・９区・調整池②区Ｃ７号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒
微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒少
量含む。第１層よりややしまりない。第１層よりやや
明るい。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
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第524図　８区・９区・調整池②区Ｃ７号井戸址出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝１

第525図　８区・９区・調整池②区Ｃ８号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒
色スコリア・ローム粒・乳褐粘土粒・炭化物
粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色
スコリア・茶褐色土ブロック・炭化物粒微量
含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量含む。第１層よりやや暗い。

第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶
褐色土ブロック微量含む。ローム主体。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア・茶褐色土ブロック微量含む。
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５層には茶褐色土のブロックを微量含む。壁面は、南東側で確認面から約0.70ｍの所で0.16ｍオーバーハ

ングしている。また北西側も確認面から約0.4ｍの所で0.1ｍオーバーハングしている。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ９号井戸址(第526図、図版121－１)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面は標高21.3 ～ 21.6ｍを測る。プランは楕円形を呈する。検出された

規模は長径1.44ｍ、短径1.26ｍ、調査深度1.69ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・暗黄褐色土の７層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第１・２・７層には炭化物粒を微量含む。第１層には乳褐色粘土粒を微量含む。第２・４～６層には

茶褐色土ブロックを微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器甕１点(159.8ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第526図　８区・９区・調整池②区Ｃ９号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリアやや多
量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒・乳褐色粘土粒・炭化物粒
微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア・茶褐色土ブロック・炭化物粒微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。第１層よりやや暗い。

第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック微量含む。
ローム主体。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア・茶褐色土ブロック微量含む。

第６層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
茶褐色土ブロック、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。

第７層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒・ローム粒微量含む。

1 2

3

5

6

7

4

Ａ21.80m Ａ’

Ａ Ａ’

（６）硬化面

Ｃ１号硬化面 (第527図、図版121－２)

　Ｕ12 ～ 14、Ｖ12 ～ 14グリッドで検出された。確認面は標高23.2 ～ 23.5ｍを測る。北東側は調査

区外に延びている。北西端は上面が削平され消えている。延伸方向は南西方向から北東方向で、残存長

21.74ｍ、幅1.33 ～ 2.35ｍを測る。硬化した層は、確認面からの深さは0.05 ～ 0.09ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。複

数のグリッドを直線的にまたいで確認されていることから、道状遺構として使用されていたと考えられ

る。

　遺物は、かわらけ47点(172.7ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。
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第523図　８区・９区・調整池②区Ｃ７号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒
微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒少
量含む。第１層よりややしまりない。第１層よりやや
明るい。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。

2

3

1

Ａ22.20m Ａ’

Ａ Ａ’

第524図　８区・９区・調整池②区Ｃ７号井戸址出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝１

第525図　８区・９区・調整池②区Ｃ８号井戸址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒
色スコリア・ローム粒・乳褐粘土粒・炭化物
粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色
スコリア・茶褐色土ブロック・炭化物粒微量
含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量含む。第１層よりやや暗い。

第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶
褐色土ブロック微量含む。ローム主体。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア・茶褐色土ブロック微量含む。

1

2 3

45

Ａ22.20m Ａ’

Ａ Ａ’
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　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号硬化面(第528図、図版113－２)

　Ｖ13・14グリッドで検出された。確認面は標高22.6 ～ 22.8ｍを測る。Ｃ６号井戸址、Ｃ20号溝状

遺構、Ｃ62号土坑にきられている。北東側は調査区外に延びており、南西側は上面が削平されており、

掘り込みが消えている。遺構全体のほとんどが硬化した覆土が確認されたのみである。延伸方向は南西

方向から北東方向で、残存長12.36ｍ、残存幅0.32 ～ 1.68ｍを測る。確認された硬化面の厚さは0.04

～ 0.13ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、暗茶褐色土と茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器碗１点(4.2ｇ)、かわらけ26点(104.2ｇ)の計27点(108.4ｇ)が出土しているが、

図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号硬化面(第528図)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高22.9 ～ 23.0ｍを測る。上面が削平されており、硬化し

た覆土が確認されたのみである。残存長1.23ｍ、残存幅0.33 ～ 0.64ｍを測る。確認された硬化面の

厚さは0.09ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、暗茶褐色土と茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ１点(16.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ４号硬化面(第529図)

　Ｙ10グリッドで検出された。確認面は標高21.8～ 21.9ｍを測る。不整形の長方形のプランを呈する。

長軸3.34ｍ、短軸0.29 ～ 0.76ｍを測る。確認された硬化面の厚さは0.09 ～ 0.17ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には径

10 ～ 50㎜の土丹かロームブロックをやや多量に含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ５号硬化面(第530図)

　Ｔ15・Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高～ｍを測る。全体が半円状のプランを呈し、両端

は調査区外に延びている。削平されており、薄い掘り込みと硬化した覆土が確認されたのみである。残

存長10.18ｍ、残存幅0.36 ～ 1.88ｍを測る。確認された硬化面の厚さは0.13 ～ 0.22ｍを測る。本遺

構は両端が遺構外に延びているが、Ｕ12 ～ 14、Ｖ12 ～ 14グリッドで確認されているＣ１号硬化面遺

構かＣ２号硬化面と方向的に同じようであり、どちらかの遺構に続いている可能性も考えられるが、両

端が調査区外に延びており掘削方向が分からないため、詳細については不明である。

　覆土は暗褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には径
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第527図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号硬化面［1/120・1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまり非常にあり。径１～３㎜
の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア・炭化物粒・ローム粒微量含む。

1

Ｂ23.80m Ｂ’

1

Ａ23.60m Ａ’

[1/120] 4ｍ0

調査区外

Ａ Ａ’

Ｂ

Ｂ’
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　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号硬化面(第528図、図版113－２)

　Ｖ13・14グリッドで検出された。確認面は標高22.6 ～ 22.8ｍを測る。Ｃ６号井戸址、Ｃ20号溝状

遺構、Ｃ62号土坑にきられている。北東側は調査区外に延びており、南西側は上面が削平されており、

掘り込みが消えている。遺構全体のほとんどが硬化した覆土が確認されたのみである。延伸方向は南西

方向から北東方向で、残存長12.36ｍ、残存幅0.32 ～ 1.68ｍを測る。確認された硬化面の厚さは0.04

～ 0.13ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、暗茶褐色土と茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器碗１点(4.2ｇ)、かわらけ26点(104.2ｇ)の計27点(108.4ｇ)が出土しているが、

図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号硬化面(第528図)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高22.9 ～ 23.0ｍを測る。上面が削平されており、硬化し

た覆土が確認されたのみである。残存長1.23ｍ、残存幅0.33 ～ 0.64ｍを測る。確認された硬化面の

厚さは0.09ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、暗茶褐色土と茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ１点(16.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ４号硬化面(第529図)

　Ｙ10グリッドで検出された。確認面は標高21.8～ 21.9ｍを測る。不整形の長方形のプランを呈する。

長軸3.34ｍ、短軸0.29 ～ 0.76ｍを測る。確認された硬化面の厚さは0.09 ～ 0.17ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には径

10 ～ 50㎜の土丹かロームブロックをやや多量に含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ５号硬化面(第530図)

　Ｔ15・Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高～ｍを測る。全体が半円状のプランを呈し、両端

は調査区外に延びている。削平されており、薄い掘り込みと硬化した覆土が確認されたのみである。残

存長10.18ｍ、残存幅0.36 ～ 1.88ｍを測る。確認された硬化面の厚さは0.13 ～ 0.22ｍを測る。本遺

構は両端が遺構外に延びているが、Ｕ12 ～ 14、Ｖ12 ～ 14グリッドで確認されているＣ１号硬化面遺

構かＣ２号硬化面と方向的に同じようであり、どちらかの遺構に続いている可能性も考えられるが、両

端が調査区外に延びており掘削方向が分からないため、詳細については不明である。

　覆土は暗褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には径
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第528図　８区・９区・調整池②区Ｃ２・３号硬化面［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり非
常にあり。暗茶褐色土ブロック・茶褐
色土ブロック少量含む。ローム主体。

1Ｃ23.20m Ｃ’

1
Ｂ23.00m Ｂ’

Ｃ20号溝状遺構
1

Ａ23.00m Ａ’
1

撹乱

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｃ

Ｃ
’

調査区外

Ｃ988号ピット

Ｃ20 号溝状遺構

Ｃ３号硬化面

Ｃ２号硬化面

Ｃ６号井戸址

Ｃ62 号土坑
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第529図　８区・９区・調整池②区Ｃ４号硬化面［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性やや強い。しまり非常にあり。径１
～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア
中量、径10～50㎜の土丹かロームブロックやや多量
含む。

第２層　暗褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・

2

1Ａ22.10m Ａ’

Ａ Ａ’

第530図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号硬化面［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性やや強い。しまり非常にあり。径１～３㎜
の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア中量、径10～
50㎜の土丹かロームブロックやや多量含む。

第２層　暗褐色土　粘性やや強い。しまり非常にあり。径１～３㎜
の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・径５～
10㎜のローム粒微量含む。

第３層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・暗黒褐色土ブ
ロック微量、径10～30㎜の土丹かロームブロック少量、や
や酸化している。

2

1

3

Ａ24.00m Ａ’

調査区外

Ａ Ａ’
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第528図　８区・９区・調整池②区Ｃ２・３号硬化面［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり非
常にあり。暗茶褐色土ブロック・茶褐
色土ブロック少量含む。ローム主体。

1Ｃ23.20m Ｃ’

1
Ｂ23.00m Ｂ’

Ｃ20号溝状遺構
1

Ａ23.00m Ａ’
1

撹乱

Ａ Ａ’

Ｂ Ｂ’

Ｃ

Ｃ
’

調査区外

Ｃ988号ピット

Ｃ20 号溝状遺構

Ｃ３号硬化面

Ｃ２号硬化面

Ｃ６号井戸址

Ｃ62 号土坑
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10 ～ 50㎜の土丹かロームブロックをやや多量に含む。第３層には暗黒褐色土のブロックを微量、径10

～ 30㎜の土丹かロームブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面と出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

（７）地下式坑

Ｃ１号地下式坑 (第531・532図、図版122－１)

　Ｘ７・８、Ｙ７・８グリッドに位置する。確認面の標高は23.2 ～ 23.3ｍ前後を測る。柄鏡型のプラ

ンを呈する。長軸方位はＮ－３ﾟ－Ｅを示す。竪坑部のプランは隅丸方形を呈し、垂直に立ち上がって

いる。規模は長軸1.11ｍ、短軸1.09ｍ、深さ1.13ｍを測る。主室のプランは円形を呈し、壁面はほぼ

垂直に立ち上がっている。規模は長軸3.16ｍ、短軸3.13ｍ、高さ1.01 ～ 1.24ｍを測る。底面には幅

0.19 ～ 0.31ｍ、深さ0.04 ～ 0.05ｍの周溝状の掘り込みが、北西側と南東側で確認できる。竪坑から

主室へ続く部分は長さ0.49 ～ 0.70ｍ、幅0.51 ～ 0.61ｍ、高さ0.93ｍを測る。

　覆土は竪坑部で明茶褐色土・茶褐色土の８層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。主室は暗茶褐色土・暗黄褐色土・茶褐色土の18層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。第２・４・16層には茶褐色土のブロックを少量含む。第８層に暗褐色土のブロック

と茶褐色土のブロックを微量含む。第10層に明茶褐色土のブロックを微量、黄色ロームブロックを少

量含む。第11層はローム主体層である。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号地下式坑 (第533・534図、第119表、図版122－２・173－２)

　Ｘ８グリッドに位置する。確認面の標高は23.1 ～ 23.5ｍ前後を測る。柄鏡型のプランを呈する。長

軸方位はＮ－17 ﾟ－Ｗを示す。竪坑部のプランは円形を呈し、ほぼ垂直に立ち上がっている。長軸1.38

ｍ、短軸1.34ｍ、深さ1.86ｍを測る。底面のプランは方形を呈し、長軸0.92ｍ、短軸0.82ｍを測る。

主室のプランは歪んだ隅丸長方形を呈し、規模は長径2.23ｍ、短径1.84ｍ、高さ2.20 ～ 2.50ｍを測る。

底面は四隅が、0.09 ～ 0.20ｍ程オーバーハングしている。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の13層で構成され、橙色スコリア・黒色ス

コリア・ローム粒を含む。

　遺物は、第534図１の鉄製品の刀子１点(16.1ｇ)が出土しているのみである。両端部欠損している。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号地下式坑 (第535・536図、第120表、図版123－１・175・176－１・176－２)

　Ｖ10・11グリッドに位置する。確認面の標高は23.3 ～ 23.4ｍ前後を測る。Ｃ471号ピットに切られ

ている。Ｌ字状のプランを呈する。竪坑から主室にかけての長軸方位はＮ－18 ﾟ－Ｗを示し、主室は北

東側に張り出すようにＮ－55 ﾟ－Ｅに方位を変える。天井部は崩落して残っていないが、竪坑部のプラ

ンは方形を呈すると考えられ、長軸1.78ｍ、短1.26軸ｍ、深さ1.13ｍを測る。主室のプランは隅丸長
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第531図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号地下式坑(１)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ａ-Ａ’・Ｃ－Ｃ’
第１層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ

ーム粒少量含む。
第２層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量

含む。
第３層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。第２

層よりやや暗い。
第４層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・径１～３㎜の

ローム粒微量含む。
第５層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム

粒微量含む。
第６層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・径１～２㎜の

ローム粒微量含む。
第７層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第８層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量

含む。
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10 ～ 50㎜の土丹かロームブロックをやや多量に含む。第３層には暗黒褐色土のブロックを微量、径10

～ 30㎜の土丹かロームブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面と出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

（７）地下式坑

Ｃ１号地下式坑 (第531・532図、図版122－１)

　Ｘ７・８、Ｙ７・８グリッドに位置する。確認面の標高は23.2 ～ 23.3ｍ前後を測る。柄鏡型のプラ

ンを呈する。長軸方位はＮ－３ﾟ－Ｅを示す。竪坑部のプランは隅丸方形を呈し、垂直に立ち上がって

いる。規模は長軸1.11ｍ、短軸1.09ｍ、深さ1.13ｍを測る。主室のプランは円形を呈し、壁面はほぼ

垂直に立ち上がっている。規模は長軸3.16ｍ、短軸3.13ｍ、高さ1.01 ～ 1.24ｍを測る。底面には幅

0.19 ～ 0.31ｍ、深さ0.04 ～ 0.05ｍの周溝状の掘り込みが、北西側と南東側で確認できる。竪坑から

主室へ続く部分は長さ0.49 ～ 0.70ｍ、幅0.51 ～ 0.61ｍ、高さ0.93ｍを測る。

　覆土は竪坑部で明茶褐色土・茶褐色土の８層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。主室は暗茶褐色土・暗黄褐色土・茶褐色土の18層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。第２・４・16層には茶褐色土のブロックを少量含む。第８層に暗褐色土のブロック

と茶褐色土のブロックを微量含む。第10層に明茶褐色土のブロックを微量、黄色ロームブロックを少

量含む。第11層はローム主体層である。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号地下式坑 (第533・534図、第119表、図版122－２・173－２)

　Ｘ８グリッドに位置する。確認面の標高は23.1 ～ 23.5ｍ前後を測る。柄鏡型のプランを呈する。長

軸方位はＮ－17 ﾟ－Ｗを示す。竪坑部のプランは円形を呈し、ほぼ垂直に立ち上がっている。長軸1.38

ｍ、短軸1.34ｍ、深さ1.86ｍを測る。底面のプランは方形を呈し、長軸0.92ｍ、短軸0.82ｍを測る。

主室のプランは歪んだ隅丸長方形を呈し、規模は長径2.23ｍ、短径1.84ｍ、高さ2.20 ～ 2.50ｍを測る。

底面は四隅が、0.09 ～ 0.20ｍ程オーバーハングしている。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の13層で構成され、橙色スコリア・黒色ス

コリア・ローム粒を含む。

　遺物は、第534図１の鉄製品の刀子１点(16.1ｇ)が出土しているのみである。両端部欠損している。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号地下式坑 (第535・536図、第120表、図版123－１・175・176－１・176－２)

　Ｖ10・11グリッドに位置する。確認面の標高は23.3 ～ 23.4ｍ前後を測る。Ｃ471号ピットに切られ

ている。Ｌ字状のプランを呈する。竪坑から主室にかけての長軸方位はＮ－18 ﾟ－Ｗを示し、主室は北

東側に張り出すようにＮ－55 ﾟ－Ｅに方位を変える。天井部は崩落して残っていないが、竪坑部のプラ

ンは方形を呈すると考えられ、長軸1.78ｍ、短1.26軸ｍ、深さ1.13ｍを測る。主室のプランは隅丸長
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方形を呈し、長径2.16ｍ、短径2.06ｍ、高さ1.30 ～ 1.36ｍを測る。竪坑と主室の間には、幅0.41ｍ、

奥釉0.08 ～ 0.11ｍ、高さ0.04ｍの段差が確認出来る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土・暗褐色土・黄褐色土・明黄褐色土・褐色土の13層で構成され、橙

色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には暗茶褐色土のブロックを少量含む。第２・５

層茶褐色土のブロックを微量含む。第４・６層にはロームブロックを少量含む。第８・９層には黄褐色

土のブロックを含む。第10・11層はローム層の崩落土で、第12・13層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕１点(38.6ｇ)、亀山窯の陶器の甕１点(154.9ｇ)、かわらけ４点(46.2ｇ)、

石製品の砥石１点(26.3ｇ)の計７点(266.0ｇ)が出土している。図化したのは、以下の４点である。

　第536図１はかわらけである。口径が12.4㎝で大型に分類できる。胎土は橙色、角閃石・石英・赤色ス

コリアを含む。底部に不明瞭だが回転糸切り痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　第536図２・３は研磨陶片である。２は亀山窯の甕を転用して、下面・側面・下端面の４面を使用してい

る。３は常滑窯の甕の体部を転用して、側面の１面を使用している。

　第536図４は石製品の砥石である。端部欠損、上下面と側面の４面を使用。石材は変質流紋岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ５号地下式坑 (第537・538図、第121表、図版123－２・177)

　Ｗ９グリッドに位置する。確認面の標高は22.8 ～ 23.2ｍ前後を測る。柄鏡型のプランを呈する。長

軸方位はＮ－57 ﾟ－Ｗを示す。天井部は崩落して残っていないが、竪坑部のプランはを方形を呈すると

考えられ、長軸1.11ｍ、短軸0.84ｍ、深さ1.34ｍを測る。主室のプランは円形を呈し、奥壁と東側と

第532図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号地下式坑(２)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｂ-Ｂ’
第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量・ローム粒微量含む。
第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量・茶褐

色土ブロック少量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム中量含む。
第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。茶褐色土ブロック少量含む。ローム主体。
第５層　暗茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや赤味帯びるローム粒少量含む。ローム主体。
第７層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。
第８層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。暗褐色土ブロック・茶褐色土ブロック微量含む。ローム主体。
第９層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ややしまりのないローム主体。
第10層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。明茶褐色土ブロック微量、黄色ロームブロック少量含む。ローム主体。
第11層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。黄色ロームブロック含む。ローム主体。
第12層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第13層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。

第12層よりやや暗い。
第14層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第15層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。ローム粒少量含む。
第16層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。茶褐色土ブロック微量含む。ローム主体。
第17層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。
第18層　暗茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。
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第533図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号地下式坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。第
１層よりしまりやや強く、やや明るい。

第３層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア少量、径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。
第２層よりやや明るい。

第４層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア微量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒少量含む。

第５層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア・ローム粒微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。
第６層よりやや明るい。

第６層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア微量、

　　　　径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒中量含む。
第７層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリ

ア微量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒少量含む。
第８層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリ

ア・ローム粒微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。第
９層よりやや暗い。

第９層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア微量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒少量含む。

第10層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア・ローム粒微量、径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。

第11層　明茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。

第12層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア・径１～５㎜の黒色スコリア含む。やや砂質。

第13層　暗黄褐色土　粘性あり。しまり弱い。やや赤味帯びるローム。
やや砂質。
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方形を呈し、長径2.16ｍ、短径2.06ｍ、高さ1.30 ～ 1.36ｍを測る。竪坑と主室の間には、幅0.41ｍ、

奥釉0.08 ～ 0.11ｍ、高さ0.04ｍの段差が確認出来る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土・暗褐色土・黄褐色土・明黄褐色土・褐色土の13層で構成され、橙

色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には暗茶褐色土のブロックを少量含む。第２・５

層茶褐色土のブロックを微量含む。第４・６層にはロームブロックを少量含む。第８・９層には黄褐色

土のブロックを含む。第10・11層はローム層の崩落土で、第12・13層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕１点(38.6ｇ)、亀山窯の陶器の甕１点(154.9ｇ)、かわらけ４点(46.2ｇ)、

石製品の砥石１点(26.3ｇ)の計７点(266.0ｇ)が出土している。図化したのは、以下の４点である。

　第536図１はかわらけである。口径が12.4㎝で大型に分類できる。胎土は橙色、角閃石・石英・赤色ス

コリアを含む。底部に不明瞭だが回転糸切り痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　第536図２・３は研磨陶片である。２は亀山窯の甕を転用して、下面・側面・下端面の４面を使用してい

る。３は常滑窯の甕の体部を転用して、側面の１面を使用している。

　第536図４は石製品の砥石である。端部欠損、上下面と側面の４面を使用。石材は変質流紋岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ５号地下式坑 (第537・538図、第121表、図版123－２・177)

　Ｗ９グリッドに位置する。確認面の標高は22.8 ～ 23.2ｍ前後を測る。柄鏡型のプランを呈する。長

軸方位はＮ－57 ﾟ－Ｗを示す。天井部は崩落して残っていないが、竪坑部のプランはを方形を呈すると

考えられ、長軸1.11ｍ、短軸0.84ｍ、深さ1.34ｍを測る。主室のプランは円形を呈し、奥壁と東側と

第532図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号地下式坑(２)［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｂ-Ｂ’
第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量・ローム粒微量含む。
第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量・茶褐

色土ブロック少量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム中量含む。
第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。茶褐色土ブロック少量含む。ローム主体。
第５層　暗茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや赤味帯びるローム粒少量含む。ローム主体。
第７層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ローム主体。
第８層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。暗褐色土ブロック・茶褐色土ブロック微量含む。ローム主体。
第９層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。ややしまりのないローム主体。
第10層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。明茶褐色土ブロック微量、黄色ロームブロック少量含む。ローム主体。
第11層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。黄色ロームブロック含む。ローム主体。
第12層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第13層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。

第12層よりやや暗い。
第14層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含む。
第15層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。ローム粒少量含む。
第16層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。茶褐色土ブロック微量含む。ローム主体。
第17層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。
第18層　暗茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第534図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号地下式坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

西側の壁がオーバーハングして断面形がドーム状を呈する。規模は東西径2.54ｍ、南北径2.94ｍ、深

さ1.83 ～ 1.93ｍを測る。南側の壁には、幅1.84ｍ、奥行き0.19 ～ 0.31ｍ、高さ0.61ｍの棚状の段

差が確認出来る。

　覆土は暗黄褐色土・暗褐色土・明茶褐色土・褐色土の22層で構成され、全体にローム粒やロームブ

ロックを含む。第12・14層には橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第14・19層には炭化

物粒を微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕２点(1,030.8ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第538図１は常滑の陶器の甕の体部下半～底部である。胎土は褐灰色、で細かい砂粒・小礫を含む。体部

外面ヘラナデ、内面に指頭痕が確認できる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ７号地下式坑 (第539図、図版124－１)

　Ｕ10グリッドに位置する。確認面の標高は23.7 ～ 24.0ｍ前後を測る。長軸方位はＮ－24 ﾟ－Ｅを示

す。竪坑部のプランは隅丸長方形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。規模は長軸0.12ｍ、短軸0.92ｍ、

深さ1.59ｍを測る。主室は天井の一部が崩落している。西側に膨らむように掘削されており、歪んだ

楕円形のプランを呈する。規模は長軸1.53ｍ、短軸1.09ｍ、高さ1.43ｍを測る。竪坑と主室の境には、

隅丸長方形のプランで、長軸0.33ｍ、短軸0.25ｍ、深さ0.11ｍのピットが確認できる。

　竪坑部の覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の10層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。主室の覆土は崩落した天井部分から流入した土で、明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色

土の10層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第535図　８区・９区・調整池②区Ｃ３号地下式坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性あり。しまり強い。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・ロ
ーム粒微量、暗茶褐色土ブロック少量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。黄褐色のロー
ムブロック・茶褐色土ブロック微量含む。

第３層　暗褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア微量、径１～５㎜の黒色スコリア・ロー
ム粒少量含む。

第４層　黄褐色土　　粘性やや強い。しまりあり。黄色のロ
ームブロック少量含む。

第５層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。茶褐色土
ブロック微量含む。ローム層崩落土。

第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。白味帯び
るロームブロック少量含む。やや暗い。

第７層　明黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや白味
帯びる。所々しまりない部分あり。

第８層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。黄褐色の
ブロック(大)少量含む。

第９層　褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。黄褐色ブロッ
ク(小)微量含む。

第10層　明黄褐色土　粘性・しまりやや強い。やや白味帯び
る。所々しまりのない部分あり。ローム崩落土。

第11層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。やや赤味
帯びる。一部暗灰褐色土(帯状)。 ローム崩落土。

第12層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。炭化物粒
微量、黄褐色のローム粒少量含む。

第13層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。炭化物粒
微量含む。やや暗い。
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第534図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号地下式坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

西側の壁がオーバーハングして断面形がドーム状を呈する。規模は東西径2.54ｍ、南北径2.94ｍ、深

さ1.83 ～ 1.93ｍを測る。南側の壁には、幅1.84ｍ、奥行き0.19 ～ 0.31ｍ、高さ0.61ｍの棚状の段

差が確認出来る。

　覆土は暗黄褐色土・暗褐色土・明茶褐色土・褐色土の22層で構成され、全体にローム粒やロームブ

ロックを含む。第12・14層には橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第14・19層には炭化

物粒を微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕２点(1,030.8ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第538図１は常滑の陶器の甕の体部下半～底部である。胎土は褐灰色、で細かい砂粒・小礫を含む。体部

外面ヘラナデ、内面に指頭痕が確認できる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ７号地下式坑 (第539図、図版124－１)

　Ｕ10グリッドに位置する。確認面の標高は23.7 ～ 24.0ｍ前後を測る。長軸方位はＮ－24 ﾟ－Ｅを示

す。竪坑部のプランは隅丸長方形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。規模は長軸0.12ｍ、短軸0.92ｍ、

深さ1.59ｍを測る。主室は天井の一部が崩落している。西側に膨らむように掘削されており、歪んだ

楕円形のプランを呈する。規模は長軸1.53ｍ、短軸1.09ｍ、高さ1.43ｍを測る。竪坑と主室の境には、

隅丸長方形のプランで、長軸0.33ｍ、短軸0.25ｍ、深さ0.11ｍのピットが確認できる。

　竪坑部の覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の10層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。主室の覆土は崩落した天井部分から流入した土で、明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色

土の10層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第536図　８区・９区・調整池②区Ｃ３号地下式坑出土遺物［1/3］
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４

３

２

１

（８）土　坑

Ｃ１号土坑 (第540図、図版124－２)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。東側をＣ１号溝状遺構に切られている。

長楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径1.76ｍ、短径0.86ｍを測る。確認面から

の深さは0.41ｍを測る。

　覆土は暗褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層に明褐色土のブロック、第２層に暗褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及びＣ１号溝状遺構に切られていることや周辺の遺構で出土している遺物から

14世紀後半以降と考えられる。
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第537図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号地下式坑［1/60］
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第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや白色味帯びるロームブロック。ローム。
第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。やや黄色味強いローム。
第３層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。黄色味帯びるロームブロック微量含む。やや赤味帯びるローム。
第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。黄色味帯びるローム粒微量含む。暗いローム。所々しまりなし。
第５層　暗褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。黄色味帯びるロームブロック中量含む。やや暗いローム。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。黄色味強いロームブロック主体。ブロック以外はやや赤味帯びるしまりの弱いローム。
第７層　暗黄褐色土　やや明るいロームブロック少量含む。やや暗いローム。しまりない部分わずかあり。
第８層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや明るいローム。
第９層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。やや黄色味帯びるロームブロック微量含む。やや赤味強いローム。
第10層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。やや赤味帯びるローム。
第11層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや黄色味帯びるロームブロック少量含む。やや明るいローム。
第12層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量含む。
第13層　褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いロームブロック微量含む。やや黄色味強いローム。
第14層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物粒・ローム粒微量含む。
第15層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。やや黄色味帯びるローム粒微量含む。やや暗いローム。
第16層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。黄色味強いロームブロック少量含む。やや暗いローム。
第17層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや暗いロームブロック少量含む。明るいローム。
第18層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりやや弱い。やや黄色味帯びるロームブロック少量含む。やや暗いローム。
第19層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。やや暗いローム。やや砂っぽい。炭化物粒微量含む。
第20層　暗黄褐色土　やや黄色味帯びるロームブロック微量含む。やや赤味帯びるローム。
第21層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。ロームブロック含む。やや暗いローム。
第22層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまり弱い。ロームブロック含む。やや暗いローム。やや砂っぽい。

23.50m Ｃ’Ｂ23.50m Ｂ’

1
2

3

2
1

1
9 2
2

2
0

1
8

6

4
5

7

8

9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

Ａ
2
3
.
5
0
m

Ａ
’

Ａ
Ａ
’

Ｃ Ｃ’

Ｂ Ｂ’

－ 652 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第536図　８区・９区・調整池②区Ｃ３号地下式坑出土遺物［1/3］
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４
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１

（８）土　坑

Ｃ１号土坑 (第540図、図版124－２)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。東側をＣ１号溝状遺構に切られている。

長楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径1.76ｍ、短径0.86ｍを測る。確認面から

の深さは0.41ｍを測る。

　覆土は暗褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層に明褐色土のブロック、第２層に暗褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及びＣ１号溝状遺構に切られていることや周辺の遺構で出土している遺物から

14世紀後半以降と考えられる。
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第538図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号地下式坑出土遺物［1/3］
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１

Ｃ２号土坑 (第540図)

　Ｘ12グリッドで検出された。確認面は標高21.0ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、皿状の掘り込

みを持つ。長径1.75ｍ、短径1.18ｍを測る。確認面からの深さは0.07ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、明褐色土をブロックで少量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器の碗１点(25.8ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号土坑 (第540図)

　Ｔ14グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長軸1.06ｍ、短軸0.88ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。

　覆土は第暗茶褐色土と茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを多量に含む。第２

層にはロームブロックを含む。遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀

後半以降と考えられる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ４号土坑 (第540図、第122表、図版174－１)

　Ｖ15グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。北側をＣ２号竪穴状遺構・Ｃ154号土坑

に切られている。長楕円形のプランを呈する考えられ、箱状の掘り込みを持つ。残存長径1.54ｍ、短

径0.76ｍを測る。確認面からの深さは0.28ｍを測る。

　覆土は褐色土の単層で、　橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。ロームブロックを少量含む。
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第539図　８区・９区・調整池②区Ｃ７号地下式坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ａ－Ａ’・Ｂ－Ｂ’
第１層　明茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第２層　茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５

㎜の黒色スコリア微量、ローム粒・暗褐色土少量含む。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ

リア少量径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒・暗褐
色土微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム
粒微量含む。

第５層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量
含む。

第６層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量含む。

第７層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ロ
ーム粒微量含む。

第８層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム
粒微量含む。

第９層　暗茶褐色土　ローム粒微量含む。第８層よりやや暗い。
第10層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜

の橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量含む。

Ｃ－Ｃ’
第１層　明茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～

５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第２層　茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５

㎜の黒色スコリア微量、ローム粒・暗褐色土少量含む。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ

リア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒・暗
褐色土微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア・　径１～５㎜の黒色スコリア少量、ロー
ム粒微量含む。

第５層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量径１～５㎜の黒色スコリア・ローム粒微量含
む。

第６層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア・ローム粒少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量含む。

第７層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ロ
ーム粒微量含む。

第８層　暗茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア・ローム
粒微量含む。

第９層　暗茶褐色土　ローム粒微量含む。第８層よりやや暗い。
第10層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い径１～３㎜の

橙色スコリア・ローム粒少量径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量含む。
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第538図　８区・９区・調整池②区Ｃ５号地下式坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ２号土坑 (第540図)

　Ｘ12グリッドで検出された。確認面は標高21.0ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、皿状の掘り込

みを持つ。長径1.75ｍ、短径1.18ｍを測る。確認面からの深さは0.07ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の単層で、明褐色土をブロックで少量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器の碗１点(25.8ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号土坑 (第540図)

　Ｔ14グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長軸1.06ｍ、短軸0.88ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。

　覆土は第暗茶褐色土と茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを多量に含む。第２

層にはロームブロックを含む。遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀

後半以降と考えられる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ４号土坑 (第540図、第122表、図版174－１)

　Ｖ15グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。北側をＣ２号竪穴状遺構・Ｃ154号土坑

に切られている。長楕円形のプランを呈する考えられ、箱状の掘り込みを持つ。残存長径1.54ｍ、短

径0.76ｍを測る。確認面からの深さは0.28ｍを測る。

　覆土は褐色土の単層で、　橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。ロームブロックを少量含む。



－ 656 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第540図　８区・９区・調整池②区Ｃ１～４号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1

Ａ23.70m Ａ’

第１層　褐色土　粘性あり。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア・径１
～３㎜の黒色スコリア・ローム粒
微量、ロームブロック少量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ154号土坑

Ｃ４号土坑

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　しまり弱い。橙色スコリ
ア・黒色スコリア多量含む。きめ粗い
砂質土。

第２層　茶褐色土　第１層に暗褐色のロームブ
ロック含む粘質土。

第３層　茶褐色土　しまり弱い。第２層とロー
ム崩土の混土。粘質土。

Ｃ３号土坑

3

1

2

Ａ24.10m Ａ’

1

Ａ21.20m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。
明褐色土ブロック少量含む。ローム主体。

Ｃ２号土坑

3

1

2

Ａ22.50m Ａ’

調査区外

Ｃ１号溝状遺構

Ａ Ａ’

第１層　暗褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア・ローム粒微量、径１～３
㎜の黒色スコリア・明褐色土ブロック少量含
む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。暗
褐色土ブロック少量含む。ローム主体。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア微量、径１～３㎜の黒色スコリ
ア少量含む。

Ｃ１号土坑
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　遺物は、かわらけ１点(7.1ｇ)、石製品の火打ち石１点(9.6ｇ)の計２点(16.7ｇ)が出土している。図

化したのは、以下の１点である。

　第541図１は石製品の火打ち石である。端部に打痕が確認できる。石材は瑪瑙である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第541図　８区・９区・調整池②区Ｃ４号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ５号土坑 (第543図)

　Ｔ13グリッドで検出された。確認面は標高24.0ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、碗状の掘り込

みを持つ。長軸1.11ｍ、短軸0.81ｍを測る。確認面からの深さは0.14ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリアと黒色スコリアを含む。乳褐色の粘土ブロックを微量含む。

遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ６号土坑 (第542・543図、第123表、図版177)

　Ｔ15グリッドで検出された。確認面は標高23.4ｍを測る。上面をＣ33号溝状遺構に切られる。南東

側1/2程度をＣ２号竪穴状遺構、Ｃ154号土坑に切られている。不整形のプランを呈し、逆台形状の掘

り込みを持つ。残存長軸1.94ｍ、残存短軸1.04ｍを測る。確認面からの深さは0.24ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の単層で、橙色スコリアと黒色スコリアを中量含む。遺構の時期は、確認面及び出土

している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

　遺物は、かわらけ１点(51.6ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第542図１はかわらけである。口径は７．６㎝で中型に分類できる。胎土は橙色、角閃石・白色針状物質・

石英・細かい砂粒を含む。口縁部にススが付着しており、灯明皿として使用されたと考えられる。底部に

回転糸切り痕とスノコ痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第540図　８区・９区・調整池②区Ｃ１～４号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1

Ａ23.70m Ａ’

第１層　褐色土　粘性あり。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア・径１
～３㎜の黒色スコリア・ローム粒
微量、ロームブロック少量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ154号土坑

Ｃ４号土坑

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　しまり弱い。橙色スコリ
ア・黒色スコリア多量含む。きめ粗い
砂質土。

第２層　茶褐色土　第１層に暗褐色のロームブ
ロック含む粘質土。

第３層　茶褐色土　しまり弱い。第２層とロー
ム崩土の混土。粘質土。

Ｃ３号土坑

3

1

2

Ａ24.10m Ａ’

1

Ａ21.20m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。
明褐色土ブロック少量含む。ローム主体。

Ｃ２号土坑

3

1

2

Ａ22.50m Ａ’

調査区外

Ｃ１号溝状遺構

Ａ Ａ’

第１層　暗褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア・ローム粒微量、径１～３
㎜の黒色スコリア・明褐色土ブロック少量含
む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。暗
褐色土ブロック少量含む。ローム主体。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア微量、径１～３㎜の黒色スコリ
ア少量含む。

Ｃ１号土坑
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Ｃ７号土坑 (第543図、図版92－２・124－３)

　Ｔ15グリッドで検出された。確認面は標高23.3ｍを測る。Ｃ33号溝状遺構・Ｃ６号土坑を切ってい

る。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径1.98ｍ、短径1.88ｍを測る。確認面か

らの深さは0.64ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。ロームブロッ

クを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から4世紀後半以降と考えられる。

Ｃ８号土坑 (第543図)

　Ｔ14グリッドで検出された。確認面は標高23.7を測る。南東側の上面が削平され掘り込みが消えて

いる。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。残存長径1.32ｍ、残存短径

0.94ｍを測る。確認面からの深さは0.38ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリアと黒色スコリアを含む。第１層はロ

ーム主体である。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半と考えられる。

Ｃ９号土坑 (第544図)

　Ｖ14グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを

持つ。長径0.62ｍ、短径0.58ｍを測る。確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリアを多量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認・覆土面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第542図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１
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第543図　８区・９区・調整池②区Ｃ５～８号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　きめやや粗い。粘性非常
にあり。しまり強い。径１～３㎜の橙
色スコリア多量含む。ローム主体。

第２層　暗黄褐色土　きめ非常に細かい。粘性
非常にあり。しまり弱い。径１㎜の黒
色スコリア含む。

Ｃ８号土坑

1

2

Ａ23.80m Ａ’

1

2

Ａ23.60m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～
３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の黒色スコリ
ア・ロームブロック微量、ローム粒中量含む。や
や酸化している。

第２層　暗茶褐色土　径１～３㎜の橙色スコリア微量、ロ
ームブロック少量含む。第１層よりやや暗い。

Ｃ７号土坑
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第１層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜
の黒色スコリア中量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ５号土坑

Ａ24.10m Ａ’

1

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
強い。径１～３㎜の橙色スコリア
中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、　乳褐色粘土ブロック微量
含む。
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Ｃ７号土坑 (第543図、図版92－２・124－３)

　Ｔ15グリッドで検出された。確認面は標高23.3ｍを測る。Ｃ33号溝状遺構・Ｃ６号土坑を切ってい

る。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径1.98ｍ、短径1.88ｍを測る。確認面か

らの深さは0.64ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。ロームブロッ

クを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から4世紀後半以降と考えられる。

Ｃ８号土坑 (第543図)

　Ｔ14グリッドで検出された。確認面は標高23.7を測る。南東側の上面が削平され掘り込みが消えて

いる。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。残存長径1.32ｍ、残存短径

0.94ｍを測る。確認面からの深さは0.38ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリアと黒色スコリアを含む。第１層はロ

ーム主体である。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半と考えられる。

Ｃ９号土坑 (第544図)

　Ｖ14グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを

持つ。長径0.62ｍ、短径0.58ｍを測る。確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリアを多量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認・覆土面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第542図　８区・９区・調整池②区Ｃ６号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１
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第544図　８区・９区・調整池②区Ｃ９～11号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　きめ細かい。しまり強い。径１～３㎜
の橙色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含む。
ローム混じり。粘質土

第２層　黒褐色土　きめ粗い。しまり弱い。径１～４㎜の黒
色スコリア多量、大量の木製品他、遺物を含む。砂
質土。

第３層　暗灰黒色土　きめ非常に細かい。粘性強い。しまり
弱い。径１～２㎜の黒色スコリア含む。粘質土。
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第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物
粒微量含む。やや酸化している。

第２層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。第１層と
同じだが、酸化部分多くややかたくしまっている。

第３層　暗灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３
㎜の黒色スコリア少量含む。

Ｃ10号土坑
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第１層　暗茶褐色土　きめやや粗い。粘性非常
にあり。しまり強い。径１～３㎜の橙
色スコリア多量含む。ローム主体。
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Ｃ10号土坑 (第544図、図版124－４)

　Ｕ16グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。東側が調査区外に延びている。楕円形の

プランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。残存長径1.67ｍ、残存短径1.52ｍを測る。

確認面からの深さは0.28ｍを測る。西側には、長さ0.69ｍ、幅0.28 ～ 0.34ｍ、高さ0.10ｍの段差が

確認出来る。北側には長径0.36ｍ、短径0.32ｍ、深さ0.12ｍのピット１基が確認できる。

　覆土は暗茶褐色土と暗灰褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第１層に炭

化物粒を微量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕１点(152.1ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ11号土坑 ( 第544 ～ 549図、第124表、図版124－５・125－１・173－２・176－２・177・178－１・

178－２・179－１・179－２)

　Ｔ15グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。南側をＣ15号土坑に、西側をＣ165号ピ

ットに切られている。不整形のプランを呈し、漏斗状の掘り込みを持つ。残存長軸3.09ｍ、短軸2.04

ｍを測る。確認面からの深さは0.62ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・黒褐色土・暗灰黒色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。

第２層には大量の木製品を含む。

　遺物は、舶載磁器碗１点(41.9ｇ)、常滑窯の陶器甕１点(287.0ｇ)、かわらけ４点(31.4ｇ)、鉄製品の

釘１点(10.6ｇ)、石製品の砥石１点(44.4ｇ)、木製品の下駄・田下駄・荷駄鞍・木地皿・桶側板・棒状製品・

板状製品・杭等58点の計68点(415.3ｇ)が出土している。図化したのは、以下の16点である。

　第545図１は舶載磁器の龍泉窯青磁劃花文碗の底部である。素地は褐灰色、高台部分は無釉である。13

世紀中頃～後半の製品である。

　第545図２は鉄製の釘である。ほぼ完形で、全体が輪状に曲がっている。

　第545図３は石製の砥石である。上下面と両側面の４面を使用している。石材は変質流紋岩である。

　第545図４～７、第546図８～ 10、第547図11 ～ 13、第548図14・15、第549図16は木製品である。４

は連歯下駄である。台部はほぼ完形、鼻緒後ろ穴部分一部と歯部分が欠損している。樹種はスギである。

５は田下駄である。径1.2～1.6㎝の鼻緒孔が３ヶ所、径1.0㎝と1.2㎝の枠取り付け穴が前後に２ヶ所残る。

樹種はスギである。６・７は木地皿で、削り出し平高台である。７には径0.2㎝と0.3㎝の穿孔２ヶ所残っ

ている。轆轤に固定するための穴か、詳細は不明である。樹種はケヤキ属。第546図８は荷駄鞍の前輪である。

内側の左右に切り組部分が２ヶ所残っている。樹種はクスノキ属である。９・10は桶の側板である。端部

欠損、いずれも樹種はスギである。第547図11 ～ 13は桶の底板である。13の端部は欠損している。樹種は

いずれもスギである。第548図14は棒状製品で、農具の柄と考えられる。樹種はスギである。15は板状製

品で、用途は不明である。樹種はクリである。第549図16は棒状製品である。断面形は円形で、ほぼ中央に、

縦8.4㎝、幅3.8㎝、深さ1.2 ～ 1.8㎝で掘り窪めている。部材の一部と考えられる。樹種はクスノキ属で

ある。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第544図　８区・９区・調整池②区Ｃ９～11号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　きめ細かい。しまり強い。径１～３㎜
の橙色スコリア、径１～３㎜の黒色スコリア含む。
ローム混じり。粘質土

第２層　黒褐色土　きめ粗い。しまり弱い。径１～４㎜の黒
色スコリア多量、大量の木製品他、遺物を含む。砂
質土。

第３層　暗灰黒色土　きめ非常に細かい。粘性強い。しまり
弱い。径１～２㎜の黒色スコリア含む。粘質土。
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第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア・炭化物
粒微量含む。やや酸化している。

第２層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや強い。第１層と
同じだが、酸化部分多くややかたくしまっている。

第３層　暗灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３
㎜の黒色スコリア少量含む。
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第１層　暗茶褐色土　きめやや粗い。粘性非常
にあり。しまり強い。径１～３㎜の橙
色スコリア多量含む。ローム主体。
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第545図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(１)［1/3］
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第546図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(２)［1/3］
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第545図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(１)［1/3］
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第547図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(３)［1/3］
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第548図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(４)［1/3］
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第547図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(３)［1/3］
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第549図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(５)［1/3］
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Ｃ12号土坑 (第550図)

　Ｔ15グリッドで検出された。確認面は標高22.7ｍを測る。Ｃ５号溝状遺構を切っている。歪んだ隅

丸方形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸1.04ｍ、短軸0.84ｍを測る。確認面からの深さ

は0.16ｍを測る。

　覆土は暗黒褐色土の単層で、黒色スコリアを多量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ13号土坑 (第550図)

　Ｔ・Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高21.8ｍを測る。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長径1.18ｍ、短径0.98ｍを測る。確認面からの深さは0.19ｍを測る。

　覆土は暗黒褐色土の単層で、黒色スコリアを多量に含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ14号土坑 (第550図)

　Ｔ16グリッドで検出された。確認面は標高21.9ｍを測る。楕円形のプランを呈し、漏斗状の掘り込

みを持つ。長径0.98ｍ、短径0.79ｍを測る。確認面からの深さは0.46ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。遺構の時期は、

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第549図　８区・９区・調整池②区Ｃ11号土坑出土遺物(５)［1/3］
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第550図　８区・９区・調整池②区Ｃ12～15号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1

2

3

4

Ａ21.90m Ａ’

Ｃ15号土坑

第１層　黒褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。
径１～５㎜の黒色スコリアを含む。粘質
土。

第２層　黒褐色土　第１層とほぼ同土だがスコリ
アは多く、径５～10㎝程の塊を成す。粘
質土。

第３層　黒褐色土　第２層とほぼ同土だが、スコ
リア少ない。粘質土。

第４層　暗茶褐色土　きめ細かい粘質土、しまり
少ない。スコリア少ない。
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第１層　茶褐色土　きめ細かい。しま
り非常に強い。径１～２㎜の
橙色スコリア・径１～４㎜の
黒色スコリア多量、鉄分きわ
めて多量含む。粘質土。

Ｃ14号土坑
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第１層　暗黒褐色土　きめ粗い。しまり強い。
　　　　径２～４㎜の黒色スコリア多量含む。
　　　　粘質土。
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第１層　暗黒褐色土　きめ粗い。しまり強い。
径２～４㎜の黒色スコリア多量含む。
粘質土。
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Ｃ15号土坑 (第550・551図、第125表、図版125－１～３・126－１・180)

　Ｔ・Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高21.8ｍを測る。北側がＣ11号土坑に切られ、南側を

Ｃ16土坑に切られている。南側が調査区外に延びている。不整形のプランを呈する。断面は北側が漏

斗状の掘り込み、南側は逆台形のプランを呈する。残存長軸4.14ｍ、短軸2.84ｍを測る。確認面から

の深さは北側1.42ｍ、南側0.23 ～ 0.62ｍを測る。南側の覆土中には、長さ1.86 ～ 2.26ｍ、径0.13

～ 0.18ｍ程度の木製杭が、径0.10ｍ程度の縦杭で留められた状態で確認された。北側の深い部分では、

長さ1.34 ～ 1.70ｍ、幅0.12 ～ 0.18ｍの板材・杭等が確認されている。本来ならば南側の平坦な部分

にあり、移動したものと考えられる。これらの木材は、作業時の足場として使用されたと考えられるが、

詳細は不明である。

　覆土は黒褐色土と暗茶褐色土の４層で構成され、黒色スコリアを含む粘質土である。

　遺物は、舶載磁器の碗２点(9.2ｇ)、瀨戸窯の陶器碗１点(1.2ｇ)、常滑窯の陶器片口鉢１点(7.2ｇ)、

甕１点(59.7ｇ)、かわらけ２点(5.0ｇ)、木製品の板状製品・棒状製品・杭35点の計42点(82.3ｇ)が出

土している。図化したのは、以下の４点である。

　第551図１は舶載磁器の白磁玉縁碗である。素地は灰色で、黒色粒子を含む。12世紀中頃～後半の製品

と考えられる。

　第551図２～４は木製品である。２は板状製品で、詳細は不明である。樹種はスギである。３・４は杭で

ある。３は先端部を五角形に加工して使用している。全体が彎曲している。樹種はスギである。４は両端

部を斜めに加工して使用している。1/3程度で人為的に分割され、角は面取りが確認できる。樹種はムクノ

キである。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ16号土坑 (第553図)

　Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高21.9ｍを測る。Ｃ15号土坑を切っている。楕円形のプラ

ンを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長径1.19ｍ、短径1.10ｍを測る。確認面からの深さは0.23ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。鉄分をきわめて多量に含む。 

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ17号土坑 (第552・553図、第126表、図版125－４・177)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り込み

を持つ。長径0.94ｍ、短径0.80ｍを測る。確認面からの深さは0.10ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。乳褐色の粘土

を少量、炭化物粒を微量含む。第２層には、焼土粒を微量含む。

　遺物は、かわらけ７点(40.2ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第552図１はかわらけである。口径が9.4㎝で中型に分類できる。胎土は橙色、角閃石・石英・砂粒・赤

色スコリアを含む。底部で不明瞭であるが回転糸切り痕とスノコ痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀の

製品と考えられる。
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第550図　８区・９区・調整池②区Ｃ12～15号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0
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Ａ21.90m Ａ’

Ｃ15号土坑

第１層　黒褐色土　きめやや粗い。しまり弱い。
径１～５㎜の黒色スコリアを含む。粘質
土。

第２層　黒褐色土　第１層とほぼ同土だがスコリ
アは多く、径５～10㎝程の塊を成す。粘
質土。

第３層　黒褐色土　第２層とほぼ同土だが、スコ
リア少ない。粘質土。

第４層　暗茶褐色土　きめ細かい粘質土、しまり
少ない。スコリア少ない。

調査区外

Ａ Ａ’

Ｃ

Ｃ
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Ｃ
1
1
号
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.
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Ａ22.00m Ａ’
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第１層　茶褐色土　きめ細かい。しま
り非常に強い。径１～２㎜の
橙色スコリア・径１～４㎜の
黒色スコリア多量、鉄分きわ
めて多量含む。粘質土。

Ｃ14号土坑

1

Ａ22.00m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗黒褐色土　きめ粗い。しまり強い。
　　　　径２～４㎜の黒色スコリア多量含む。
　　　　粘質土。

Ｃ13号土坑

1

Ａ22.80m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ12号土坑

第１層　暗黒褐色土　きめ粗い。しまり強い。
径２～４㎜の黒色スコリア多量含む。
粘質土。
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第551図　８区・９区・調整池②区Ｃ15号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

４

３

２

１

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第552図　８区・９区・調整池②区Ｃ17号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ18号土坑 (第553図、図版125－４)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り

込みを持つ。長径1.12ｍ、短径0.84ｍを測る。確認面からの深さは0.16ｍを測る。

　覆土は乳褐色土・茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１

層には茶褐色土を少量、焼土粒・炭化物粒を微量含む。第２層は焼土粒を少量、炭化物粒を微量含む。

第３層は底部は炭化物が主体の層である。西側と南側の底面には、長径0.22 ～ 0.30ｍ、短径0.18 ～

0.23ｍ、深さ0.05 ～ 0.16ｍの規模のピット３基が確認できた。ピットの詳細は不明である。

　遺物は、かわらけ２点(7.6ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第551図　８区・９区・調整池②区Ｃ15号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

４

３

２

１

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第553図　８区・９区・調整池②区Ｃ16～19号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物
粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア中量径１～５㎜の黒色
スコリア微量、焼土粒微量、乳褐色粘土ブロ
ック中量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ19 号土坑

Ｃ17 号土坑

1

22
33

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ17 号土坑Ａ Ａ’

第１層　乳褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。
茶褐色土少量、ローム粒微量、焼土粒
微量、炭化物粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量含む。、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、焼土粒少量含む。炭化物粒
微量、乳褐色粘土ブロック微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
焼土粒少量、乳褐色粘土ブロック微
量含む。底部は炭化物主体。

Ｃ18 号土坑

11

22 33

Ａ24.00m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘土少量、ロー
ム粒微量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘土中量含、炭
化物粒少量、焼土粒微量含む。

1

22

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ17 号土坑

Ａ Ａ’

1

Ａ21.00m Ａ’

Ｃ16号土坑

第１層　茶褐色土　きめ細かい。しまり
非常に強い。径１～２㎜の橙色
スコリア・径１～４㎜の黒色ス
コリア多量、鉄分きわめて多量
含む。 粘質土。

Ａ Ａ’
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Ｃ19号土坑 (第553図、図版125－４)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。西側をＣ17号土坑に切られている。隅丸

長方形のプランを呈すると考えられ、皿状の掘り込みを持つ。残存長軸1.37ｍ、短軸1.00ｍを測る。

確認面からの深さは0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・２層に炭

化物粒を微量含む。第２層に乳褐色粘土をブロックで中量含む。

　遺物は、かわらけ７点(41.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ20号土坑 (第554図、図版125－５)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。Ｃ1766号ピットに切られている。隅丸長

方形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－34 ﾟ－Ｅで、長軸1.55ｍ、短軸1.08ｍ

を測る。確認面からの深さは0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。乳褐色の粘土ブロックを含

むが、第３層が一番多い。

　遺物は、瓦質の火鉢３点(220.9ｇ)、かわらけ１点(4.3ｇ)の計４点(225.2ｇ)が出土しているが、い

ずれも小破片で図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ21号土坑 (第554図、図版125－６)

　Ｖ11・12グリッドで検出された。確認面は標高23.1ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－43 ﾟ－Ｅで、長軸1.71ｍ、短軸1.03ｍを測る。確認面からの深

さは0.25ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土と茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量、乳褐色り粘土ブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ22号土坑 (第554図、図版125－７)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.4ｍを測る。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り

込みを持つ。長径0.86ｍ、短径0.77ｍを測る。確認面からの深さは0.23ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土と明黄褐色土の２層で構成され、明茶褐色土のブロックを少量含むローム主体層で

ある。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第553図　８区・９区・調整池②区Ｃ16～19号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物
粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア中量径１～５㎜の黒色
スコリア微量、焼土粒微量、乳褐色粘土ブロ
ック中量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ19 号土坑

Ｃ17 号土坑

1

22
33

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ17 号土坑Ａ Ａ’

第１層　乳褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。
茶褐色土少量、ローム粒微量、焼土粒
微量、炭化物粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量含む。、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、焼土粒少量含む。炭化物粒
微量、乳褐色粘土ブロック微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
焼土粒少量、乳褐色粘土ブロック微
量含む。底部は炭化物主体。

Ｃ18 号土坑

11

22 33

Ａ24.00m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘土少量、ロー
ム粒微量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘土中量含、炭
化物粒少量、焼土粒微量含む。

1

22

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ17 号土坑

Ａ Ａ’

1

Ａ21.00m Ａ’

Ｃ16号土坑

第１層　茶褐色土　きめ細かい。しまり
非常に強い。径１～２㎜の橙色
スコリア・径１～４㎜の黒色ス
コリア多量、鉄分きわめて多量
含む。 粘質土。

Ａ Ａ’
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第554図　８区・９区・調整池②区Ｃ20～24号土坑［1/60］
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第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
やや弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量含む。

1

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ24 号土坑

調査区外Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
やや弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、暗黒褐色土ブロック微
量含む。

1

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ23 号土坑

調査区外
Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。
しまりやや弱い径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む。

第２層　明黄褐色土　粘性強い。しま
りやや弱い。明茶褐色土ブロ
ック少量含む。ローム主体。

1

22

Ａ23.70m Ａ’

Ｃ22 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量、炭化物粒微
量、乳褐色粘土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。第１層
よりやや暗い。

第３層　茶褐色土　　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、暗褐色土ブロック少量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ21 号土坑

1

2

33

Ａ23.40m Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘
土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘
土ブロック少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘
土ブロック多量含む。

Ｃ1766 号ピット

Ａ Ａ’

3

1

33
22

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ20 号土坑
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Ｃ23号土坑 (第554図、図版125－８)

　Ｕ13グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。北側が調査区外に延びている。隅丸方形

または隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、碗状の掘り込みを持つ。残存長軸0.81ｍ、残存短軸

0.54ｍを測る。確認面からの深さは0.15ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。暗黒褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ24号土坑 (第554図、図版126－１)

　Ｕ13グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。北側が調査区外に延びている。隅丸方形

のプランを呈し、碗状の掘り込みを持つ。長軸1.51ｍ、残存短軸0.71ｍを測る。確認面からの深さは

0.21ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。

　遺物は、かわらけ３点(22.6ｇ)が出土している。いずれも小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ25号土坑 (第555図、図版126－２)

　Ｕ11・Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、逆台

形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－52 ﾟ－Ｗで、長軸1.48ｍ、短軸1.08ｍを測る。確認面からの

深さは0.31ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ26号土坑 (第555図)

　Ｙ11グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。Ｃ341～343・376号ピットに切られている。

隅丸方形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸.69ｍ、短軸0.61ｍを測る。確認面からの深

さは0.08ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量、乳褐

色の粘土ブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ２点(7.1ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ27号土坑 (第555図、図版126－３)

　Ｕ10グリッドで検出された。確認面は標高24.0ｍを測る。Ｃ349号ピットに切られている。隅丸方

形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－43 ﾟ－Ｅで、長軸1.55ｍ、短軸1.49ｍを
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第554図　８区・９区・調整池②区Ｃ20～24号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
やや弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量含む。

1

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ24 号土坑

調査区外Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
やや弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、暗黒褐色土ブロック微
量含む。

1

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ23 号土坑

調査区外
Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。
しまりやや弱い径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む。

第２層　明黄褐色土　粘性強い。しま
りやや弱い。明茶褐色土ブロ
ック少量含む。ローム主体。

1

22

Ａ23.70m Ａ’

Ｃ22 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量、炭化物粒微
量、乳褐色粘土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。第１層
よりやや暗い。

第３層　茶褐色土　　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、暗褐色土ブロック少量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ21 号土坑

1

2

33

Ａ23.40m Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘
土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘
土ブロック少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、乳褐色粘
土ブロック多量含む。

Ｃ1766 号ピット

Ａ Ａ’

3

1

33
22

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ20 号土坑
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第555図　８区・９区・調整池②区Ｃ25～28号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い径１～３
㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の黒色スコリア、
炭化物粒微量含、ローム粒少量含む。乳褐色粘
土ブロック微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒微量含む。第１層よ
りややしまりあり。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。第２層
よりやや明るい。

Ｃ28 号土坑

1

22

33

Ａ24.30m Ａ’

　Ｃ348 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒微量含む。

第２層　赤褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒微量含む。第２層よ
りややしまっている。

2

1

3 3

Ａ24.30m Ａ’

Ｃ27 号土坑

Ｃ349 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い径
１～３㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の黒色ス
コリア、ローム粒少量、炭化物粒微量、乳褐色
粘土ブロック微量含む。

11

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ26 号土坑

Ｃ376 号ピット Ｃ375 号ピット

Ｃ343 号ピット

Ｃ342 号ピット

Ｃ341 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、１～５㎜
の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロー
ム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性やや弱い。しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、
ローム粒少量含む。第１層よりやや明るい。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量
含む。第２層よりやや明るい。

Ｃ25 号土坑

33

1
2

Ａ24.00m Ａ’

Ａ Ａ’
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測る。確認面からの深さは0.43ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・赤褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。

　遺物は、かわらけ３点(18.9ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ28号土坑 (第555図、図版126－４)

　Ｕ10・11グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。Ｃ348号ピットに切られている。隅

丸長方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－53 ﾟ－Ｅで、長軸1.22ｍ、短軸

0.91ｍを測る。確認面からの深さは0.31ｍを測る。

　覆土は暗褐色土と明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量、乳褐色の粘土ブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ５点(21.1ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ29号土坑 (第556図、図版126－５)

　Ｕ11・Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、箱状

の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－60 ﾟ－Ｗで、長軸1.43ｍ、短軸1.06ｍを測る。確認面からの深さ

は0.21ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ２点(5.3ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ30号土坑 (第556図、図版126－６)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－58 ﾟ－Ｗで、長軸0.74ｍ、短軸0.49ｍを測る。確認面からの深さは0.15

ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ３点(19.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ31号土坑 (第556図、図版126－７)

　Ｕ10グリッドで検出された。確認面は標高24.0ｍを測る。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り込み

を持つ。長径0.84ｍ、短径0.64ｍを測る。確認面からの深さは0.44ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第555図　８区・９区・調整池②区Ｃ25～28号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い径１～３
㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の黒色スコリア、
炭化物粒微量含、ローム粒少量含む。乳褐色粘
土ブロック微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒微量含む。第１層よ
りややしまりあり。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。第２層
よりやや明るい。

Ｃ28 号土坑

1

22

33

Ａ24.30m Ａ’

　Ｃ348 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒微量含む。

第２層　赤褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒微量含む。第２層よ
りややしまっている。

2

1

3 3

Ａ24.30m Ａ’

Ｃ27 号土坑

Ｃ349 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い径
１～３㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の黒色ス
コリア、ローム粒少量、炭化物粒微量、乳褐色
粘土ブロック微量含む。

11

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ26 号土坑

Ｃ376 号ピット Ｃ375 号ピット

Ｃ343 号ピット

Ｃ342 号ピット

Ｃ341 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、１～５㎜
の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロー
ム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性やや弱い。しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、
ローム粒少量含む。第１層よりやや明るい。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量
含む。第２層よりやや明るい。

Ｃ25 号土坑

33

1
2

Ａ24.00m Ａ’

Ａ Ａ’
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第556図　８区・９区・調整池②区Ｃ29～33号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒少量、炭化物粒微量、焼土微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量、乳褐色粘土ブロック微量含む。
第１層よりやや暗く、しまりに欠ける。

第３層　明灰褐色土　粘性弱い。しまり弱い。ローム粒少量含
む。焼土粒微量含む。灰主体。

第４層　灰褐色土　粘性弱い。しまり弱い。ローム粒微量含む。
灰主体。

第５層　明灰褐色土　粘性弱い。しまり弱い。ローム粒少量、
焼土少量含む。

　　　　炭化物少量含む。灰主体。
第６層　明褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３

㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒中量、灰褐色土ブロック少量含む。

第７層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。ローム主体。
暗茶褐色土少量含む。

1
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Ａ23.60m Ａ’

Ｃ33 号土坑

Ｃ408 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリアやや
多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
炭化物微量、ローム粒微量、暗褐色土
ブロック少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりや
や弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強
い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム中量含む。第２層よりややしまりあ
り。

第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱
い。暗褐色土ブロック少量含む。ロー
ム主体。

1

2

3
4

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ32 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。
しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径
１～５㎜の黒色スコリア、
ローム粒少量含む。

1

Ａ24.30m Ａ’

Ｃ31 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。
しまり弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量含
むローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。
しまりやや弱い径１～３㎜
の橙色スコリア、径１～５
㎜の黒色スコリアローム粒
微量含む第１層よりややし
まりあり。

Ｃ30 号土坑

1

22

Ａ24.10m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量含む。第１層よ
りややしまりあり。

Ｃ29 号土坑

2

1

Ａ24.10m Ａ’

Ａ Ａ’
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Ｃ32号土坑 (第556図、図版126－８)

　Ｕ12・Ｖ12グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。円形のプランを呈し、漏斗状の掘

り込みを持つ。長径1.18ｍ、短径1.16ｍを測る。確認面からの深さは0.63ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・暗黄褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１・２層には炭化物を微量含む。第１層には暗褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器の擂鉢１点(10.4ｇ)、かわらけ２点(10.5ｇ)の計３点(20.9ｇ)が出土している

が、いずれも小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ33号土坑 (第556図、図版127－１)

　Ｖ11・12グリッドで検出された。確認面は標高23.3ｍを測る。Ｃ７号竪穴状遺構を切っている。Ｃ

408号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、漏斗状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－

42 ﾟ－Ｅで、長軸1.74ｍ、短軸0.68ｍを測る。確認面からの深さは0.34ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・明灰褐色土・灰褐色土・明褐色土・暗黄褐色土の７層で構成され、橙色スコリア・

黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・３・５層には炭化物粒と焼土を含む。第第３・４・５層は灰主

体の層である。２層には乳褐色の粘土ブロック、第６層には灰褐色土のブロックを含む。

　遺物は、かわらけ10点(45.9ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ34号土坑 (第557図、図版127－２)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。Ｃ148・149号土坑を切っている。楕円形

のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－66 ﾟ－Ｅで、長径1.22ｍ、短径0.78ｍを測る。

確認面からの深さは0.44ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・明褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。第１層には乳褐色の粘土ブロックを微量、暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ２点(21.9ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ35号土坑 (第557図、図版127－３)

　Ｖ11・12グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、箱状の

掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－44 ﾟ－Ｅで、長軸2.02ｍ、短軸1.12ｍを測る。確認面からの深さは

0.74を測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１～３層には炭化物粒を微量含む。第３・４層には明茶褐色土をブロックで少量含む。第

５層には茶褐色土をブロックで少量含む。

　遺物は、かわらけ18点(78.8ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第556図　８区・９区・調整池②区Ｃ29～33号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒少量、炭化物粒微量、焼土微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量、乳褐色粘土ブロック微量含む。
第１層よりやや暗く、しまりに欠ける。

第３層　明灰褐色土　粘性弱い。しまり弱い。ローム粒少量含
む。焼土粒微量含む。灰主体。

第４層　灰褐色土　粘性弱い。しまり弱い。ローム粒微量含む。
灰主体。

第５層　明灰褐色土　粘性弱い。しまり弱い。ローム粒少量、
焼土少量含む。

　　　　炭化物少量含む。灰主体。
第６層　明褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３

㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒中量、灰褐色土ブロック少量含む。

第７層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。ローム主体。
暗茶褐色土少量含む。
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Ａ23.60m Ａ’

Ｃ33 号土坑

Ｃ408 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリアやや
多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
炭化物微量、ローム粒微量、暗褐色土
ブロック少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりや
や弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強
い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム中量含む。第２層よりややしまりあ
り。

第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱
い。暗褐色土ブロック少量含む。ロー
ム主体。

1
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4

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ32 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。
しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径
１～５㎜の黒色スコリア、
ローム粒少量含む。

1

Ａ24.30m Ａ’

Ｃ31 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。
しまり弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量含
むローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。
しまりやや弱い径１～３㎜
の橙色スコリア、径１～５
㎜の黒色スコリアローム粒
微量含む第１層よりややし
まりあり。

Ｃ30 号土坑

1

22

Ａ24.10m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量含む。第１層よ
りややしまりあり。

Ｃ29 号土坑

2

1

Ａ24.10m Ａ’

Ａ Ａ’
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第557図　８区・９区・調整池②区Ｃ34～36号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径
１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、炭化
物粒微量、焼土粒微量含む。

第２層　褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア中量含む。径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。炭化物微量、乳
褐色粘土ブロック少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム微量、乳褐色粘
土ブロック微量含む。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量含む。

1
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Ａ23.60m Ａ’
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Ｃ36 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量、炭化物粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量、炭化物粒微量、明茶褐色土ブロ
ック少量含む第２層よりややしまりに欠ける。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、明茶褐色土ブロック少量含む。第
３層よりややしまりあり。

第５層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア
ごく微量、ローム粒少量、茶褐色土ブロック少量含む。

Ｃ35 号土坑
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45

Ａ23.90m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量、乳褐色粘土
ブロック微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒中量含む。

第３層　明褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒中量、暗褐色土ブロ
ック微量含む。第２層よりややしまりあり。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む

第５層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒微量含む。

第６層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。
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Ａ24.30m Ａ’

Ｃ34 号土坑

Ａ Ａ’
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Ｃ36号土坑 (第557図、図版127－４)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－38 ﾟ－Ｗで、長軸1.52ｍ、短軸1.06ｍを測る。確認面からの深さは0.28

ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・褐色土・茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第１・２層には炭化物粒と焼土粒を微量含む。第２層は乳褐色の粘土ブロックを少量、第３層は

微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ37号土坑 (第558図、図版127－５)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.4ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、箱状の掘り込

みを持つ。長軸0.68ｍ、短軸0.60ｍを測る。確認面からの深さは0.28ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は、かわらけ２点(31.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ38号土坑 (第558図)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.8ｍを測る。Ｃ579号ピットに切られている。西側が

膨らんだ方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸1.56ｍ、短軸1.32ｍを測る。確認面

からの深さは0.22ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。第１・３層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ39号土坑 (第558図、図版127－６)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ491・492号ピットに切られている。

隅丸長方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－29 ﾟ－Ｗで、長軸1.33ｍ、短軸

0.86ｍを測る。確認面からの深さは0.22ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物を微量含む。第２層には茶褐色土を微量含む。

　遺物は、かわらけ４点(11.7ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第557図　８区・９区・調整池②区Ｃ34～36号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径
１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、炭化
物粒微量、焼土粒微量含む。

第２層　褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア中量含む。径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。炭化物微量、乳
褐色粘土ブロック少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム微量、乳褐色粘
土ブロック微量含む。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量含む。

1

3

22

Ａ23.60m Ａ’

4

Ｃ36 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量、炭化物粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量、炭化物粒微量、明茶褐色土ブロ
ック少量含む第２層よりややしまりに欠ける。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、明茶褐色土ブロック少量含む。第
３層よりややしまりあり。

第５層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア
ごく微量、ローム粒少量、茶褐色土ブロック少量含む。

Ｃ35 号土坑

1

2
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45

Ａ23.90m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量、乳褐色粘土
ブロック微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒中量含む。

第３層　明褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒中量、暗褐色土ブロ
ック微量含む。第２層よりややしまりあり。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む

第５層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒微量含む。

第６層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。
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Ｃ34 号土坑
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第558図　８区・９区・調整池②区Ｃ37～40号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む第２層
よりやや暗い。

第４層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ40 号土坑
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Ｃ39 号土坑
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Ｃ491 号ピット

Ｃ492 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。１～３㎜
の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微
量含む。炭化物微量含む。ローム粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　しまりやや弱い。粘性や。１～３㎜の橙
色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含
む。第１層よりやや暗くしまりに欠ける。茶褐色土微
量含む。

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリアやや多量、黒色スコリア
微量、炭化物粒微量、ローム粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア中量、黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。第１層よりやや明るい。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア少量、黒色スコリア微
量、ローム粒少量、暗褐色土ブロック微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。第３層よりやや
暗い。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径径１～３㎜の橙色スコリア微量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。
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第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
橙色スコリアやや多量、黒色スコリア微量、
ローム粒少量、炭化物粒微量含む

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量
含む。第１層よりややしまりに欠ける。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第２層よりやや暗い。

Ｃ37 号土坑
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

Ｃ42号土坑 (第560図)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面は標高22.8ｍを測る。東側をＣ４号竪穴状遺構に切られている。

歪んだ隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－28 ﾟ－Ｅで、

長軸1.51ｍ、残存短軸1.01ｍを測る。確認面からの深さは0.26ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土と茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には茶褐色土をブロックで中量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第559図　８区・９区・調整池②区（８区②・９区西）Ｃ41号土坑出土遺物［2/3］

0 [2/3] 5㎝
１

Ｃ40号土坑 (第558図)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高24.1ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の

掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－42 ﾟ－Ｗで、長軸1.16ｍ、短軸0.42ｍを測る。確認面からの深さは

0.37ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は、かわらけ２点(3.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ41号土坑 (第559・560図、第127表、図版174)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。東側をＣ14号溝状遺構に、西側をＣ43号

土坑に切られている。隅丸長方形または楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられ

る。残存長軸0.64ｍ、残存短軸0.31ｍを測る。確認面からの深さは0.25ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、銅銭１点(2.0ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第559図１は渡来銭の皇宋通寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1038年、書体は篆書である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第558図　８区・９区・調整池②区Ｃ37～40号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む第２層
よりやや暗い。

第４層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ40 号土坑

1

2
3

44

Ａ24.40m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ39 号土坑

1

Ａ23.90m Ａ’

2

Ｃ491 号ピット

Ｃ492 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。１～３㎜
の橙色スコリア中量含む。１～５㎜の黒色スコリア微
量含む。炭化物微量含む。ローム粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　しまりやや弱い。粘性や。１～３㎜の橙
色スコリア少量含む。１～５㎜の黒色スコリア微量含
む。第１層よりやや暗くしまりに欠ける。茶褐色土微
量含む。

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリアやや多量、黒色スコリア
微量、炭化物粒微量、ローム粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア中量、黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。第１層よりやや明るい。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア少量、黒色スコリア微
量、ローム粒少量、暗褐色土ブロック微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。第３層よりやや
暗い。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径径１～３㎜の橙色スコリア微量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。
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第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
橙色スコリアやや多量、黒色スコリア微量、
ローム粒少量、炭化物粒微量含む

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量
含む。第１層よりややしまりに欠ける。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。
第２層よりやや暗い。

Ｃ37 号土坑
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第560図　８区・９区・調整池②区Ｃ41～44号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量
含む。褐色土ブロック少量含む。

Ｃ44 号土坑

1

Ａ23.10m Ａ’

Ｃ682 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、

　　　　ローム粒少量含む。第１層よりやや暗い。
第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜の橙色ス

コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量
含む。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。第５層よりややしまりあり。

第５層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒少量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ43 号土坑

Ａ23.60m Ａ’
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第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。
茶褐色土ブロック中量含む。ローム主体。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

1
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Ｃ４号竪穴状遺構

Ｃ42 号土坑

Ｃ４号竪穴状遺構
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Ａ Ａ’
Ｃ43号土坑

Ｃ14号溝状遺構

Ｃ41 号土坑

Ａ23.60m Ａ’

Ｃ14 号溝状遺構

Ｃ34 号土坑

1

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
　　　　弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
　　　　やや多量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ43号土坑 (第560図)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径0.72ｍ、短径0.71ｍを測る。確認面からの深さは0.34ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

Ｃ44号土坑 (第560図、図版127－７)

　Ｖ12・Ｗ12グリッドで検出された。確認面は標高22.7ｍを測る。Ｃ682号ピットに切られている。

隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－36 ﾟ－Ｅで、長軸1.50ｍ、

短軸0.81ｍを測る。確認面からの深さは0.08ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。褐色土のブロックを少量

含む。

　遺物は、かわらけ１点(1.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考

えられる。

Ｃ45号土坑 (第561図、図版127－８)

　Ｗ12グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－37 ﾟ－Ｅで、長軸1.46ｍ、短軸0.88ｍを測る。確認面からの深さは0.11

ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第２層には暗褐

色土のブロックを少量含む。

　遺物は、瓦質の火鉢１点(4.7ｇ)、かわらけ４点(11.2ｇ)の計５点(15.9ｇ)が出土しているが、いず

れも小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考

えられる。

Ｃ46号土坑 (第561図、図版128－１)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、碗状の掘り込

みを持つ。長軸1.21ｍ、短軸1.16ｍを測る。確認面からの深さは0.28ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・

２層には炭化物粒を微量含み、第１層に乳褐色の粘土ブロック微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ47号土坑 (第561図、図版128－２)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.1ｍを測る。方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを

持つ。長軸1.21ｍ、短軸1.01ｍを測る。確認面からの深さは0.49ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・白色粒子・ローム粒

を含む。第１・２・４層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第560図　８区・９区・調整池②区Ｃ41～44号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量
含む。褐色土ブロック少量含む。

Ｃ44 号土坑

1

Ａ23.10m Ａ’

Ｃ682 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、

　　　　ローム粒少量含む。第１層よりやや暗い。
第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜の橙色ス

コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量
含む。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。第５層よりややしまりあり。

第５層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒少量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ43 号土坑

Ａ23.60m Ａ’

1
2

3

4
5

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。
茶褐色土ブロック中量含む。ローム主体。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

1

2

Ａ23.20m Ａ’

Ｃ４号竪穴状遺構

Ｃ42 号土坑

Ｃ４号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

Ａ Ａ’
Ｃ43号土坑

Ｃ14号溝状遺構

Ｃ41 号土坑

Ａ23.60m Ａ’

Ｃ14 号溝状遺構

Ｃ34 号土坑

1

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
　　　　弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
　　　　やや多量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ43号土坑 (第560図)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径0.72ｍ、短径0.71ｍを測る。確認面からの深さは0.34ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第561図　８区・９区・調整池②区Ｃ45～48号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、ローム微量、炭化
物粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。炭
化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。第
１層よりやや暗い。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒中量、炭化物
粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物
粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。

3

1

Ａ23.30m Ａ’

22
44

Ｃ48 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子少量、炭化物粒微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子少量、炭化物粒微量、ローム粒微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子微量、ローム粒微量含む。第２層よりし
まりやや強い。

第４層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、白色粒子微量、炭化物粒微量、ローム粒
少量含む。

第５層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子微量、ローム粒微量含む。

第６層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ47 号土坑

66

Ａ Ａ’

1
2

4

Ａ23.40m Ａ’

33

5

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量、炭化物粒
微量、乳褐色粘土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量
含む。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

1

2233

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ46 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、暗褐色土ブロック少量
含む。

11

22

Ａ22.80m Ａ’

Ｃ45 号土坑

Ａ Ａ’
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第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

Ｃ48号土坑 (第561・562図、第128表、図版128－３・174－２・176－２)

　Ｗ10・11グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。Ｃ12・22号竪穴状遺構を切っている。

歪んだ楕円形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長径2.23ｍ、短径1.76ｍを測る。確認面から

の深さは0.19ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と明茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１～３層には炭化物粒を微量含む。第２～４層には暗褐色土のブロックを含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕１点(120.7ｇ)、渥美窯の陶器の甕１点(202.1ｇ)、銅銭３点(4.8ｇ)、石製

品の砥石１点(66.9ｇ)の計６点(394.5ｇ)が出土している。図化したのは以下の３点である。

　第562図１・２は渡来銭である。１は熈寧元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1068年、書体は篆書である。

２は元豊通寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1078年、書体は真書である。

　第562図３は石製品の砥石である。上下面、両側面、上端部の５面を使用している。上面に格子状の擦痕、

下面と両側面に細かい擦痕が残る。上端面に径4.0㎜・深さ4.0㎜と径2.0㎜・深さ5.0㎜の穿孔が２ヶ所

確認できる。石材は変質流紋岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第562図　８区・９区・調整池②区Ｃ48号土坑出土遺物［2/3・1/3］

0 [2/3] 5㎝

0 [1/3] 10㎝
３

２１

Ｃ49号土坑 (第563図、図版128－４)

　Ｗ11グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。Ｃ12号竪穴状遺構を切っている。Ｃ717

号ピットに切られている。円形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長径0.68ｍ、短径0.64ｍを

測る。確認面からの深さは0.11ｍを測る。
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第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第561図　８区・９区・調整池②区Ｃ45～48号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、ローム微量、炭化
物粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。炭
化物粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。第
１層よりやや暗い。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒中量、炭化物
粒微量、暗褐色土ブロック微量含む。

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物
粒微量、暗褐色土ブロック少量含む。

3

1

Ａ23.30m Ａ’

22
44

Ｃ48 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子少量、炭化物粒微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子少量、炭化物粒微量、ローム粒微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子微量、ローム粒微量含む。第２層よりし
まりやや強い。

第４層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、白色粒子微量、炭化物粒微量、ローム粒
少量含む。

第５層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
白色粒子微量、ローム粒微量含む。

第６層　暗茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ47 号土坑

66

Ａ Ａ’

1
2

4

Ａ23.40m Ａ’

33

5

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒微量、炭化物粒
微量、乳褐色粘土ブロック微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量
含む。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

1

2233

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ46 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、暗褐色土ブロック少量
含む。

11

22

Ａ22.80m Ａ’
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第563図　８区・９区・調整池②区Ｃ49～52号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　径１～５㎜の橙色スコリア
少量径１～８㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量、炭化物粒微量、焼土微
粒量、暗黒褐色土ブロック少量含む。

1

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ52 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量含む径１～
５㎜の黒色スコリア微量含むローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量含む。第３層よりやや明るい。
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第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

11

Ａ23.70m Ａ’

Ｃ50 号土坑

Ｃ1706 号ピット

Ｃ３号地下式坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の
黒色スコリア、ローム粒少量、乳褐色粘土
ブロック微量含む。

Ｃ49 号土坑

Ｃ717 号ピット

Ａ Ａ’

1

Ａ23.30m Ａ’
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　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。乳褐色の粘土ブロックを

微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ50号土坑 (第563図、図版128－５)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.3ｍを測る。南西側をＣ３号地下式坑に切られている。

隅丸方形のプランを呈していると考えられ、皿状の掘り込みを持つ。残存長軸1.69ｍ、残存短軸1.28

ｍを測る。確認面からの深さは0.06ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ１点(35.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ51号土坑 (第563図、図版128－６)

　Ｘ10・11グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。北西側を撹乱に切られている。隅丸

長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－43 ﾟ－Ｅで、長軸1.31ｍ、残存

短軸0.91ｍを測る。確認面からの深さは0.16ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ52号土坑 (第563図、図版128－７)

　Ｕ12・13、Ｖ12・13グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ55号土坑を切っている。

隅丸方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸1.66ｍ、短軸.51ｍを測る。確認面からの深

さは0.15ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量、焼土を

微粒量含み、暗黒褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ３点(9.0ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ54号土坑 (第564図、図版128－８)

　Ｕ13・Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高23.3ｍを測る。Ｃ３号竪穴状遺構に上面を切られ

ている。歪んだ楕円形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－50 ﾟ－Ｅで、長径1.81ｍ、

短径0.96ｍを測る。確認面からの深さは0.11ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。暗茶褐色土のブロックを

微量、乳褐色の粘土ブロックを微量含む。
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第563図　８区・９区・調整池②区Ｃ49～52号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　径１～５㎜の橙色スコリア
少量径１～８㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量、炭化物粒微量、焼土微
粒量、暗黒褐色土ブロック少量含む。

1

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ52 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリアやや多量含む径１～
５㎜の黒色スコリア微量含むローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量含む。第３層よりやや明るい。
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第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

11

Ａ23.70m Ａ’

Ｃ50 号土坑

Ｃ1706 号ピット

Ｃ３号地下式坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア、径１～５㎜の
黒色スコリア、ローム粒少量、乳褐色粘土
ブロック微量含む。

Ｃ49 号土坑

Ｃ717 号ピット

Ａ Ａ’

1

Ａ23.30m Ａ’
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第564図　８区・９区・調整池②区Ｃ54～58号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。第１層よりややしまりあり。

Ａ Ａ’

Ｃ58 号土坑
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第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、茶褐色土ブロック
微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、１～５㎜
の黒色スコリア微量、明茶褐色土ブロック
微量含む。

11

22

Ａ23.30m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ57 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ローム
粒少量含む。

Ｃ56 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ753 号ピット

Ａ23.10m Ａ’
Ｃ753 号ピット

1111

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒微量、炭化物粒微量含む。乳褐
色粘土ブロック微量含む。

Ｃ52 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ1082 号ピット

Ｃ55 号土坑

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ52 号土坑

1

Ｃ54 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗茶褐
色土ブロック微量、乳褐色粘土ブロック微量
含む。

Ａ23.70m Ａ’
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Ｃ３号竪穴状遺構
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　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ55号土坑 (第564図)

　Ｖ12・Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。上面をＣ52号土坑に切られてい

る。隅丸方形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－47 ﾟ－Ｅで、長軸1.48ｍ、短

軸1.04ｍを測る。確認面からの深さは0.10ｍを測る。

　覆土は茶褐色土にの単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量、乳褐

色の粘土ブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ56号土坑 (第564図)

　Ｗ10・11グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。Ｃ12号竪穴状遺構を切っている。Ｃ

56号土坑、Ｃ753号ピットに切られている。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位

はＮ－58 ﾟ－Ｗで、長径1.32ｍ、短径1.01ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ57号土坑 (第564図、図版129－１)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－26 ﾟ－Ｅで、長軸1.34ｍ、短軸0.56ｍを測る。確認面からの深さは0.12

ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には茶褐色土のブロックを微量、第２層には明茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ１点(2.0ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考

えられる。

Ｃ58号土坑 (第564図、図版129－２)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、浅い逆台形

状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－48 ﾟ－Ｅで、長軸1.98ｍ、短軸1.10ｍを測る。確認面からの深

さは0.14ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ４点(16.5ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第564図　８区・９区・調整池②区Ｃ54～58号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リアやや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。第１層よりややしまりあり。

Ａ Ａ’

Ｃ58 号土坑
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第１層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、茶褐色土ブロック
微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、１～５㎜
の黒色スコリア微量、明茶褐色土ブロック
微量含む。

11

22
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Ｃ57 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ローム
粒少量含む。

Ｃ56 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ753 号ピット

Ａ23.10m Ａ’
Ｃ753 号ピット

1111

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり強い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒微量、炭化物粒微量含む。乳褐
色粘土ブロック微量含む。

Ｃ52 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ1082 号ピット

Ｃ55 号土坑

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ52 号土坑

1

Ｃ54 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム粒少量、暗茶褐
色土ブロック微量、乳褐色粘土ブロック微量
含む。
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Ｃ３号竪穴状遺構
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Ｃ59号土坑 (第565・567図、第129表、図版129－３・173－２)

　Ｖ12・13グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆

台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－61 ﾟ－Ｅで、長軸1.24ｍ、短軸0.88ｍを測る。確認面から

の深さは0.24ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第３層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ21点(76.0ｇ)、鉄製品１点(5.1ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第565図１は板状製品で、両端部が欠損している。詳細な用途は不明である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第566図　８区・９区・調整池②区Ｃ60号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ60号土坑 (第566・567図、第130表、図版129－４・177)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ904号ピットに切られている。楕円形

のプランを呈し、漏斗状の掘り込みを持つ。長径1.51ｍ、短径1.39ｍを測る。確認面からの深さは

0.31ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・

第565図　８区・９区・調整池②区Ｃ59号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１
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第567図　８区・９区・調整池②区Ｃ59～62号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリアやや多量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量含む。

第２層　褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量
含む。第１層よりややしまりに欠ける。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒少
量、明茶褐色土ブロック少量含む。

第４層　暗黒褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア微量、１～
５㎜の黒色スコリア中量、明茶褐色土
ブロック微量、暗褐色土ブロック少量
含む。

Ｃ62 号土坑

Ｃ744 号ピット

Ｃ742 号ピット

Ａ Ａ’

1
2

3

Ｃ742 号ピット
Ａ23.00m Ａ’

1

4

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い径１～
３㎜の橙色スコリア少量、１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒中量、暗褐色土ブ
ロック微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりあり。ローム粒微
量、焼土粒微量、炭化物粒微量、明茶褐色
土ブロック微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。ローム
粒少量含む。

Ｃ61 号土坑

1

2

Ａ23.50m Ａ’

33

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム少量、炭化物粒微
量含む。

第２層　茶褐色土　 粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、炭化物粒微量ローム粒微
量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、炭
化物粒少量含む。第１層よりやや暗い。

1
23

Ａ24.00m Ａ’

Ｃ60 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ904 号ピット

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量、ローム粒微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア微量径１～５㎜の黒色スコ
リア少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜橙色スコリア少量、径１～５㎜黒色スコ
リア少量含む。茶褐色土ブロック少量含む。

1

3
22

Ａ23.10m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ59 号土坑
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Ｃ59号土坑 (第565・567図、第129表、図版129－３・173－２)

　Ｖ12・13グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆

台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－61 ﾟ－Ｅで、長軸1.24ｍ、短軸0.88ｍを測る。確認面から

の深さは0.24ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第３層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ21点(76.0ｇ)、鉄製品１点(5.1ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第565図１は板状製品で、両端部が欠損している。詳細な用途は不明である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第566図　８区・９区・調整池②区Ｃ60号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ60号土坑 (第566・567図、第130表、図版129－４・177)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ904号ピットに切られている。楕円形

のプランを呈し、漏斗状の掘り込みを持つ。長径1.51ｍ、短径1.39ｍを測る。確認面からの深さは

0.31ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・

第565図　８区・９区・調整池②区Ｃ59号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１
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２層には炭化物粒を微量、第３層は炭化物粒を少量含む。

　遺物は、かわらけ４点(30.8ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第566図１はかわらけである。口径が8.5㎝で中型の製品に分類できる。胎土は褐灰色、細かい砂粒を含む。

底部に回転糸切り痕が確認できる。15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ61号土坑 (第567図)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、逆台形状

の掘り込みを持つ。長径1.78ｍ、短径1.34ｍを測る。確認面からの深さは0.33ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗褐色土・茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第１層には暗褐色土のブロックを微量、第２層には明茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ18点(53.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ62号土坑 (第567図)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。Ｃ２号硬化面を切っている。Ｃ742・744

号ピットに切られている。楕円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを持つ。長径1.11ｍ、短径0.78ｍ

を測る。確認面からの深さは0.43ｍを測る。

　覆土は褐色土・暗褐色土・暗黒褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第３層には明茶褐色土のブロックを少量、第４層には明茶褐色土のブロックを微量、暗褐色土の

ブロックを少量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器片口鉢１点(20.6ｇ)、かわらけ20点(30.2ｇ)の計21点(50.8ｇ)が出土してい

るが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ63号土坑 (第568図、図版129－５)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ68号土坑を切っている。隅丸長方形の

プランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｗで、長軸1.58ｍ、短軸1.00ｍを

測る。確認面からの深さは0.19ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ65号土坑 (第568図、図版129－６)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。Ｃ66号土坑に切られている。歪んだ方形

のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。残存長軸1.14ｍ、短軸1.09ｍを測る。確認面からの深

さは0.53ｍを測る。
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第568図　８区・９区・調整池②区Ｃ63・65～67号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐
色土少量含む。ローム主体。

第５層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ67 号土坑

Ｃ187 号ピット

Ｃ1089 号ピット

Ａ Ａ’

4

2
1

3355

Ａ23.90m Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。
茶褐色土ブロック微量含む。ローム主体。

第２層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり弱い。茶褐
色土ブロック少量含む。第１層よりやや
暗く、しまりに欠ける。ローム主体。

Ｃ66 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ640 号ピット Ｃ611 号ピット

Ｃ612 号ピット

Ｃ696 号ピット

Ｃ610 号ピット

1

2

Ｃ640 号ピット
Ｃ611 号ピット

Ａ23.50m Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐
色土ブロック微量含む。ローム主体。

第２層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり弱い茶褐色土ブ
ロック少量含む。第１層よりやや暗く、しまり
に欠ける。ローム主体。

1

2

Ｃ66 号土坑

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ65 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ640 号ピット

Ｃ611 号ピット

Ｃ612 号ピット

Ｃ696 号ピット

Ｃ610 号ピットＣ66 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む。

1

Ａ23.90m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ63 号土坑
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２層には炭化物粒を微量、第３層は炭化物粒を少量含む。

　遺物は、かわらけ４点(30.8ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第566図１はかわらけである。口径が8.5㎝で中型の製品に分類できる。胎土は褐灰色、細かい砂粒を含む。

底部に回転糸切り痕が確認できる。15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ61号土坑 (第567図)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、逆台形状

の掘り込みを持つ。長径1.78ｍ、短径1.34ｍを測る。確認面からの深さは0.33ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗褐色土・茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第１層には暗褐色土のブロックを微量、第２層には明茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ18点(53.2ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ62号土坑 (第567図)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。Ｃ２号硬化面を切っている。Ｃ742・744

号ピットに切られている。楕円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを持つ。長径1.11ｍ、短径0.78ｍ

を測る。確認面からの深さは0.43ｍを測る。

　覆土は褐色土・暗褐色土・暗黒褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第３層には明茶褐色土のブロックを少量、第４層には明茶褐色土のブロックを微量、暗褐色土の

ブロックを少量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器片口鉢１点(20.6ｇ)、かわらけ20点(30.2ｇ)の計21点(50.8ｇ)が出土してい

るが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ63号土坑 (第568図、図版129－５)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ68号土坑を切っている。隅丸長方形の

プランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｗで、長軸1.58ｍ、短軸1.00ｍを

測る。確認面からの深さは0.19ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ65号土坑 (第568図、図版129－６)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。Ｃ66号土坑に切られている。歪んだ方形

のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。残存長軸1.14ｍ、短軸1.09ｍを測る。確認面からの深

さは0.53ｍを測る。
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　覆土は暗黄褐色土の２層で構成される。第１層には茶褐色土のブロックを微量、第２層には茶褐色土

のブロックを少量含む。南東側に、幅0.86ｍ、奥行き0.12ｍ、高さ0.14ｍの段差が、南西側に幅0.92ｍ、

奥行き0.18ｍ、高さ0.18ｍの規模の段差が２ヶ所確認できる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ66号土坑 (第568図、図版129－６)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。Ｃ610 ～ 612・640・696号ピットに切ら

れている。方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸0.98ｍ、短軸0.88ｍ

を測る。確認面からの深さは0.66ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の２層で構成される。第１層には茶褐色土のブロックを微量、第２層には茶褐色土

のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ67号土坑 (第568図、図版129－７)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、漏斗状の掘り

込みを持つ。長径1.68ｍ、短径1.16ｍを測る。確認面からの深さは0.32ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ68号土坑 (第569図)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ63土坑に切られている。方形のプラン

を呈し、箱状の掘り込みを持つと考えられる。残存長軸1.18ｍ、残存短軸0.14ｍを測る。確認面から

の深さは0.28ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ69号土坑 (第569図)

　Ｖ12・13グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、箱状の掘

り込みを持つ。長軸0.94ｍ、短軸0.90ｍを測る。確認面からの深さは0.24ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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Ｃ71号土坑 (第569図、図版129－８)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。Ｃ926・937号ピット切られている。円形

のプランを呈し、碗状の掘り込みを持つ。長径0.91ｍ、短径0.82ｍを測る。確認面からの深さは0.26

ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第569図　８区・９区・調整池②区Ｃ68・69・71・72号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　茶褐色土ブロック少量含む。ローム主
体。

Ａ24.00m Ａ’
11

22

Ｃ72 号土坑

Ａ’Ａ

Ｃ910 号ピット Ｃ770 号ピット

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒やや多量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む。

Ｃ71 号土坑

Ｃ937 号ピット

Ｃ926 号ピット

Ａ Ａ’

1

Ａ23.90m Ａ’

2

第１層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量含む。径１～
５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒少量
含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量含む。径１～
５㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒中量
含む。第１層よりやや暗くしまっている。

Ｃ69 号土坑

Ａ Ａ’Ａ’

1

2

Ａ23.30m Ａ’

Ａ Ａ’
Ｃ63 号土坑

Ｃ68 号土坑

Ａ23.90m Ａ’

Ｃ63 号土坑

1

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒やや多量含む。

－ 696 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

　覆土は暗黄褐色土の２層で構成される。第１層には茶褐色土のブロックを微量、第２層には茶褐色土

のブロックを少量含む。南東側に、幅0.86ｍ、奥行き0.12ｍ、高さ0.14ｍの段差が、南西側に幅0.92ｍ、

奥行き0.18ｍ、高さ0.18ｍの規模の段差が２ヶ所確認できる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ66号土坑 (第568図、図版129－６)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。Ｃ610 ～ 612・640・696号ピットに切ら

れている。方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸0.98ｍ、短軸0.88ｍ

を測る。確認面からの深さは0.66ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の２層で構成される。第１層には茶褐色土のブロックを微量、第２層には茶褐色土

のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ67号土坑 (第568図、図版129－７)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、漏斗状の掘り

込みを持つ。長径1.68ｍ、短径1.16ｍを測る。確認面からの深さは0.32ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・暗黄褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ68号土坑 (第569図)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ63土坑に切られている。方形のプラン

を呈し、箱状の掘り込みを持つと考えられる。残存長軸1.18ｍ、残存短軸0.14ｍを測る。確認面から

の深さは0.28ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ69号土坑 (第569図)

　Ｖ12・13グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、箱状の掘

り込みを持つ。長軸0.94ｍ、短軸0.90ｍを測る。確認面からの深さは0.24ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第570図　８区・９区・調整池②区Ｃ73～77号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒中量含む。

Ｃ77 号土坑

Ｃ15 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

Ｃ15 号竪穴状遺構

Ａ23.90m Ａ’

1

Ｃ76 号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒中量含む。

1

Ｃ14 号竪穴状遺構

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ14 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア中量、
ローム粒少量、乳褐色土ブロッ
ク微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第３層　明褐色土　粘性やや強い。しま
りあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア微量含む。第３層よりやや
明るい。

第４層　明褐色土　粘性やや強い。しま
りあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア微量、茶褐色土ブロック微
量、ローム粒少量含む

1122

44 33

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ75 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア中量、径１～５㎜の黒色
スコリア少量、ローム粒少量、
炭化物粒微量含む。

第２層　暗黒褐色土　粘性弱い。しま
りやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア微量、径１～５㎜
の黒色スコリア中量、茶褐色
土ブロック少量含む。

Ｃ74 号土坑

Ａ Ａ’

Ａ23.70m Ａ’
1

2

第１層　茶褐色土　粘性・しまり
やや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまり
やや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒微量含む。

11

22

Ａ23.40m Ａ’

Ｃ73 号土坑

Ａ Ａ’
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Ｃ72号土坑 (第569図、図版130－１)

　Ｕ12グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。Ｃ770・910号ピットに切られている。歪

んだ長楕円形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長径2.18ｍ、短径0.94ｍを測る。確認面から

の深さは0.09ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第２層には茶褐

色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ73号土坑 (第570図、図版130－２)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高23.1ｍを測る。歪んだ円形のプランを呈し碗状の掘り込

みを持つ。長径0.76ｍ、短径0.63ｍを測る。確認面からの深さは0.14ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ74号土坑 (第570図、図版130－３)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径1.12ｍ、短径1.06ｍを測る。確認面からの深さは0.18ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗黒褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。第２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ75号土坑 (第570図)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.4ｍを測る。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り

込みを持つ。長径0.84ｍ、短径0.66ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。東側に幅0.21ｍ、

奥行き0.34ｍ、高さ0.08ｍの段差と、径0.28ｍ、深さ0.09ｍの円形の落ち込みが確認できる。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土・明褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第１層には乳褐色土をブロックで微量含む。第４層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ76号土坑 (第570図、図版130－４)

　Ｕ10・11グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。東側をＣ14号竪穴状遺構に切られて

いる。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径1.16ｍ、残存短径1.06ｍを測る。確認

面からの深さは0.36ｍを測る。
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第570図　８区・９区・調整池②区Ｃ73～77号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒中量含む。

Ｃ77 号土坑

Ｃ15 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

Ｃ15 号竪穴状遺構

Ａ23.90m Ａ’

1

Ｃ76 号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、ローム粒中量含む。

1

Ｃ14 号竪穴状遺構

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ14 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア中量、
ローム粒少量、乳褐色土ブロッ
ク微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第３層　明褐色土　粘性やや強い。しま
りあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア微量含む。第３層よりやや
明るい。

第４層　明褐色土　粘性やや強い。しま
りあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア微量、茶褐色土ブロック微
量、ローム粒少量含む

1122

44 33

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ75 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや
弱い。径１～３㎜の橙色スコ
リア中量、径１～５㎜の黒色
スコリア少量、ローム粒少量、
炭化物粒微量含む。

第２層　暗黒褐色土　粘性弱い。しま
りやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア微量、径１～５㎜
の黒色スコリア中量、茶褐色
土ブロック少量含む。

Ｃ74 号土坑

Ａ Ａ’

Ａ23.70m Ａ’
1

2

第１層　茶褐色土　粘性・しまり
やや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、径１
～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまり
やや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒微量含む。

11

22

Ａ23.40m Ａ’

Ｃ73 号土坑

Ａ Ａ’
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　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ77号土坑 (第570図)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。南側をＣ15号竪穴状遺構に切られている。

円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長径0.96ｍ、残存短径0.52ｍを測る。

確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ78号土坑 (第571図、図版130－５)

　Ｖ９・Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。Ｃ1127号ピットに切られている。

方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸0.96ｍ、短軸0.82ｍを測る。確認面からの深

さは0.18ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭化

物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ79号土坑 (第571図、図版130－６)

　Ｖ９グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。Ｃ749号ピットに切られている。歪んだ

方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。残存長軸0.94ｍ、短軸0.88ｍを測る。確認面から

の深さは0.28ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ80号土坑 (第571図、図版130－７)

　Ｗ12グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。円形のプランを呈し、箱状の掘り込みを

持つ。長径1.31ｍ、短径1.18ｍを測る。確認面からの深さは0.74ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１～３層には炭化物粒を微量含む。第２・３層には茶褐色土のブロックを含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第576図　８区・９区・調整池②区Ｃ78～81号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量、炭化物粒微量含む。

Ａ23.80m Ａ’

11

Ｃ81 号土坑

Ｃ1151 号ピット Ｃ1152 号ピット

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒少量、炭化物粒微量、茶褐色土ブロッ
ク少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、黒色
スコリア少量、ローム粒微量、炭化物粒微量、茶褐色土ブロック微量含む。

1

2
3

Ａ22.70m Ａ’

Ｃ80 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ79 号土坑

Ｃ749 号ピット

Ａ Ａ’

Ａ24.20m Ａ’

1

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。橙色
スコリア中量、黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む。炭化物粒微量含む。

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。橙色スコリア中量、
黒色スコリア微量ローム粒少量含む。炭化物粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い橙色スコリア少量、黒
色スコリア微量、ローム粒微量含む。第１層よりやや暗
い。

Ｃ78 号土坑

Ｃ1127 号ピット

Ａ Ａ’

1

2

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ1127 号ピット

Ｃ81号土坑 (第571図、図版130－８)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。Ｃ1151・1152号ピットに切られている。

隅丸長方形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－41 ﾟ－Ｅで、長軸1.06ｍ、短軸

0.84ｍを測る。確認面からの深さは0.06ｍを測る。

　覆土は褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ77号土坑 (第570図)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.7ｍを測る。南側をＣ15号竪穴状遺構に切られている。

円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長径0.96ｍ、残存短径0.52ｍを測る。

確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ78号土坑 (第571図、図版130－５)

　Ｖ９・Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。Ｃ1127号ピットに切られている。

方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸0.96ｍ、短軸0.82ｍを測る。確認面からの深

さは0.18ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭化

物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ79号土坑 (第571図、図版130－６)

　Ｖ９グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。Ｃ749号ピットに切られている。歪んだ

方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。残存長軸0.94ｍ、短軸0.88ｍを測る。確認面から

の深さは0.28ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ80号土坑 (第571図、図版130－７)

　Ｗ12グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。円形のプランを呈し、箱状の掘り込みを

持つ。長径1.31ｍ、短径1.18ｍを測る。確認面からの深さは0.74ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１～３層には炭化物粒を微量含む。第２・３層には茶褐色土のブロックを含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第572図　８区・９区・調整池②区Ｃ82～85号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｃ85 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒少量含む。
第２層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒少量含む。

2

Ａ22.90m Ａ’
11

3

1122

33
44

5

Ｃ1227 号ピット

Ｃ20 号竪穴状遺構

Ａ22.90m Ａ’

Ｃ84 号土坑

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量含む。

第３層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。第３層よりややしまりなし。

第４層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。

第５層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。

Ｃ1227 号ピット

Ｃ20 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

第１層　暗黄褐色土　茶褐色土ブロック微量含む。やや暗い
ローム主体。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量含む。

第５層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第６層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、暗茶褐色土ブロック微量含む。

Ｃ1105 号ピット

44

1
Ａ23.10m Ａ’

6
5

2

3

Ａ Ａ’

Ｃ83 号土坑

第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや弱い。
ローム主体。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第４層　暗黄褐色土　粘性・しまり強い。ロー
ム主体。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

Ｃ82 号土坑

Ｃ2101 号ピット

Ａ Ａ’

5 2 3 44

Ｃ2101 号ピット
11

Ａ23.60m Ａ’
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Ｃ82号土坑 (第572図)

　Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高23.3ｍを測る。Ｃ2101号ピットに切られている。方形の

プランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸1.12ｍ、短軸1.09ｍを測る。確認面からの深さは0.24ｍ

を測る。

　覆土は暗黄褐色土・暗茶褐色土・茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ83号土坑 (第572図表、図版131－１)

　Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。Ｃ108号土坑を切っている。Ｃ1105ピッ

トに切られている。方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－35 ﾟ－Ｗで、長軸

1.19ｍ、短軸1.08ｍを測る。確認面からの深さは0.50ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・暗茶褐色土・茶褐色土の６層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。第１層には茶褐色土のブロックを微量含む。第６層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ84号土坑 (第572図、図版131－２)

　Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。西側をＣ1227号ピットに切られている。

隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－54 ﾟ－Ｗで、残

存長軸0.98ｍ、短軸0.74ｍを測る。確認面からの深さは0.18ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土の５層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ85号土坑 (第572図、図版131－３)

　Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長軸方位はＮ－52 ﾟ－Ｗで、長径0.94ｍ、短径0.84ｍを測る。確認面からの深さは0.31ｍ

を測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第572図　８区・９区・調整池②区Ｃ82～85号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｃ85 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒少量含む。
第２層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒微量含む。
第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
　　　　㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
　　　　リア微量、ローム粒少量含む。

2

Ａ22.90m Ａ’
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3

1122
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44

5

Ｃ1227 号ピット

Ｃ20 号竪穴状遺構

Ａ22.90m Ａ’

Ｃ84 号土坑

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量含む。

第３層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。第３層よりややしまりなし。

第４層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。

第５層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微
量含む。

Ｃ1227 号ピット

Ｃ20 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

第１層　暗黄褐色土　茶褐色土ブロック微量含む。やや暗い
ローム主体。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第４層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量含む。

第５層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第６層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、暗茶褐色土ブロック微量含む。

Ｃ1105 号ピット

44

1
Ａ23.10m Ａ’

6
5

2

3

Ａ Ａ’

Ｃ83 号土坑

第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや弱い。
ローム主体。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第４層　暗黄褐色土　粘性・しまり強い。ロー
ム主体。

第５層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

Ｃ82 号土坑

Ｃ2101 号ピット

Ａ Ａ’

5 2 3 44

Ｃ2101 号ピット
11

Ａ23.60m Ａ’
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第573図　８区・９区・調整池②区Ｃ86～90号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗いローム。
第２層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗いローム。やや白色味帯びる

ローム少量含む。一部しまりなし。
第３層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや弱い。やや黄色味帯びるローム。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径

１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
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Ａ23.60m Ａ’

Ｃ90 号土坑

Ｃ1210 号ピット

Ｃ1301 号ピット

Ｃ1361 号ピット

Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ
’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ89 号土坑

1
2

Ｃ88 号土坑Ｃ94 号土坑 Ｃ95 号土坑

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ88号土坑

Ｃ94 号土坑

Ｃ95 号土坑

Ｃ87 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しま
りやや弱い。やや暗いローム。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。し
まり弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。
しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム
粒微量含む。

Ｃ88 号土坑

3

1

2

Ａ23.50m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ87 号土坑

1

2

3

Ａ23.50m Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり
やや弱い。茶褐色土ブロック微
量含む。ローム主体。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱
い。径１～５㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア、
径１～５㎜の黒色スコリア、ロ
ーム粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ86 号土坑

第１層　暗褐色土　しまり弱い。粘性なし。
径１～５mm程の粗い灰褐色スコリア
多量。黒色味帯びる。

Ｃ３号地下式坑

Ｃ1667 号ピット

Ｃ86 号ピット

Ａ Ａ’

Ａ23.60m Ａ’
 Ｃ３号地下式坑

1

Ｃ86号土坑 (第573図、図版131－４)

　Ｖ10・11グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。Ｃ３号地下式坑、Ｃ86・1667号ピッ

トに切られている。不整形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸1.36ｍ、残存短軸1.00
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ｍを測る。確認面からの深さは0.36ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の単層で、灰褐色スコリア多量に含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ87号土坑 (第573図、図版131－５・131－６)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを

持つ。長径0.84ｍ、短径0.82ｍを測る。確認面からの深さは0.27ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ88号土坑 (第573図、図版131－６)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径0.88ｍ、短径0.67ｍを測る。確認面からの深さは0.34ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・茶褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ89号土坑 (第573図、図版131－６)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。Ｃ87・88・94・95土坑に切られている。

楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。残存長径0.98ｍ、残存短径0.76ｍ

を測る。確認面からの深さは0.44ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ90号土坑 (第573図、図版131－７)

　Ｖ10・Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。Ｃ1210・1301・1361号ピットに

切られている。南西側が歪んだ円形のプランを呈し、半円状の掘り込みを持つ。長径1.87ｍ、短径

1.56ｍを測る。確認面からの深さは0.41ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第573図　８区・９区・調整池②区Ｃ86～90号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗いローム。
第２層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。暗いローム。やや白色味帯びる

ローム少量含む。一部しまりなし。
第３層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや弱い。やや黄色味帯びるローム。
第４層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径

１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。
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第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ89 号土坑

1
2

Ｃ88 号土坑Ｃ94 号土坑 Ｃ95 号土坑

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ88号土坑

Ｃ94 号土坑

Ｃ95 号土坑

Ｃ87 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しま
りやや弱い。やや暗いローム。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。し
まり弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。
しまり弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜
の黒色スコリア微量、ローム
粒微量含む。

Ｃ88 号土坑

3

1

2

Ａ23.50m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ87 号土坑

1

2

3

Ａ23.50m Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり
やや弱い。茶褐色土ブロック微
量含む。ローム主体。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱
い。径１～５㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱
い。径１～３㎜の橙色スコリア、
径１～５㎜の黒色スコリア、ロ
ーム粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ86 号土坑

第１層　暗褐色土　しまり弱い。粘性なし。
径１～５mm程の粗い灰褐色スコリア
多量。黒色味帯びる。

Ｃ３号地下式坑

Ｃ1667 号ピット

Ｃ86 号ピット

Ａ Ａ’

Ａ23.60m Ａ’
 Ｃ３号地下式坑

1

Ｃ86号土坑 (第573図、図版131－４)

　Ｖ10・11グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。Ｃ３号地下式坑、Ｃ86・1667号ピッ

トに切られている。不整形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸1.36ｍ、残存短軸1.00
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第574図　８区・９区・調整池②区Ｃ91～94号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1
2

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ94 号土坑

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア、径１～
５㎜の黒色スコリア含む。

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
やや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック少量
含む。ローム主体。
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Ｃ93 号土坑
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Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ
’

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。第１層より粘性・しまりやや強
い。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

2
3

Ｃ91 号土坑

撹乱
1

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ92 号土坑

Ｃ91 号土坑

撹乱
Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い、径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア少量含む。径１～５㎜の黒色スコリア
微量含む。ローム粒微量含む。
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Ｃ91号土坑 (第574図、図版131－８)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.2ｍを測る。Ｃ91号土坑を切っている。長楕円形のプ

ランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｅで、長径0.46ｍ、短径1.11ｍを測る。

確認面からの深さは0.18ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土・明茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ92号土坑 (第574図、図版131－８)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。西側をＣ91号土坑、東側を撹乱に切られ

ている。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－49 ﾟ－Ｅで、

長径1.60ｍ、残存短径0.88ｍを測る。確認面からの深さは0.33ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、亀山窯の陶器甕１点(19.7ｇ)、かわらけ２点(10.1ｇ)の計３点(29.8ｇ)が出土しているが、

図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ93号土坑 (第574図、図版132－１)

　Ｘ11グリッドで検出された。確認面は標高22.2ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、箱状の掘り込

みを持つ。長軸方位はＮ－45 ﾟ－Ｅで、長径2.14ｍ、短径1.16ｍを測る。確認面からの深さは0.18ｍ

を測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

３層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ１点(2.7ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ94号土坑 (第574図、図版131－６)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る歪んだ楕円形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長軸0.74ｍ、短軸0.72ｍを測る。確認面からの深さは0.32ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ95号土坑 (第575図、図版131－６)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。南側をＣ87号土坑、西側をＣ94号土坑

に切られている。方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。残存長軸0.74ｍ、
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第574図　８区・９区・調整池②区Ｃ91～94号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1
2

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ94 号土坑

第１層　暗茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア、径１～
５㎜の黒色スコリア含む。

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
やや多量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。茶褐色土ブロック少量
含む。ローム主体。

2

11

33

Ｂ
2
2
.
6
0
m

Ｂ
’

2撹乱

11

33

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ93 号土坑

撹乱

Ａ Ａ’

Ｂ
Ｂ
’

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。第１層より粘性・しまりやや強
い。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

2
3

Ｃ91 号土坑

撹乱
1

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ92 号土坑

Ｃ91 号土坑

撹乱
Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりやや弱い、径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色
スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒少量含む

第４層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまりやや弱い。径１～３㎜
の橙色スコリア少量含む。径１～５㎜の黒色スコリア
微量含む。ローム粒微量含む。

1

4

22

33

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ91 号土坑

Ａ Ａ’
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第575図　８区・９区・調整池②区Ｃ95・96・99～101号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｃ1428 号ピット

Ａ Ａ’

2

5

4

67

Ａ22.60m Ａ’

11

33

Ｃ1428 号ピット

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム。
第２層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや明るいローム。
第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム。やや

明るいローム少量含む。
第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり弱い。やや明るいローム。やや暗

いローム微量含む。
第５層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム。やや

明るいローム微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。やや赤味帯びるローム。
第７層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア

少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ101号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア中量、ローム粒中量、
暗褐色土ブロック少量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあ
り。明茶褐色土ブロック少量含む。ロ
ーム主体。

Ｃ100 号土坑

1

2

Ａ22.70m Ａ’

Ｃ1547 号ピット

Ｃ1559 号ピット

Ｃ1588 号ピット

Ｃ５号井戸

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒微量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア、ロ
ーム粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ99号土坑

1

Ａ23.10m Ａ’

22
33第１層　明茶褐色土　粘性・しまり

やや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒微量含む。

1

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ96 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ95 号土坑

Ｃ87 号土坑

Ｃ94 号土坑

Ａ Ａ’

2

1Ｃ94 号土坑

33

Ａ23.50m Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱
い。茶褐色土ブロック微量含む。ロー
ム主体。

残存短軸0.60ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

３層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。
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第576図　８区・９区・調整池②区Ｃ102・104～106号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｃ106 号土坑

第１層　褐色土　粘性やや弱い。
しまりやや弱い。１～３
㎜の橙色スコリア中量含
む。１～５㎜の黒色スコ
リア少量含む。炭化物微
量含む。焼土微量含む。
暗黒褐色土微量含む。

Ａ23.70m Ａ’

11

Ａ Ａ’

Ｃ３号竪穴状遺構

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒やや多量、暗褐色土ブロック微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒少量含む。

第３層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量含む。

第４層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量含む。

第５層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア、径１
～５㎜の黒色スコリア、ローム粒少量含む。

第６層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量、茶褐色土ブロック微量含む。

第７層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量、ローム粒微量、茶褐色土ブロック微量含
む。

第８層　暗黄褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。暗褐色土少量、茶褐色土ブロッ
ク微量含む。ローム主体。

1
2

5

6

7

8
33

44

Ａ22.70m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ105 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒
色スコリア少量、ローム粒微量、炭化物粒
微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。橙色ス
コリア少量、黒色スコリア少量、ローム粒
少量含む。炭化物粒微量、焼土微量含む。

Ｃ104 号土坑

Ｃ861 号ピット

Ｃ393 号ピット

Ｃ746 号ピット

Ｃ1472 号ピット
Ｃ394 号ピット

Ａ Ａ’

1
2

Ｃ861 号ピット Ｃ393 号ピット
Ｃ746 号ピット

Ａ23.40m Ａ’

Ｃ102 号土坑

Ｃ330 号ピット

Ｃ23 号溝状遺構

Ａ Ａ’

Ｃ23 号溝状遺構11

2233

Ａ23.70m Ａ’

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや黄色いローム
主体。茶褐色土ブロック少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。ロームに茶褐色土
微量混入。
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第575図　８区・９区・調整池②区Ｃ95・96・99～101号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｃ1428 号ピット

Ａ Ａ’

2

5

4

67

Ａ22.60m Ａ’

11

33

Ｃ1428 号ピット

第１層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム。
第２層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや明るいローム。
第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム。やや

明るいローム少量含む。
第４層　暗黄褐色土　粘性強い。しまり弱い。やや明るいローム。やや暗

いローム微量含む。
第５層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱い。やや暗いローム。やや

明るいローム微量含む。
第６層　暗黄褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。やや赤味帯びるローム。
第７層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア

少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ101号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア中量、ローム粒中量、
暗褐色土ブロック少量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあ
り。明茶褐色土ブロック少量含む。ロ
ーム主体。

Ｃ100 号土坑

1

2

Ａ22.70m Ａ’

Ｃ1547 号ピット

Ｃ1559 号ピット

Ｃ1588 号ピット

Ｃ５号井戸

Ａ Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒微量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性やや弱い。しまり
弱い。径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリア、ロ
ーム粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ99号土坑

1

Ａ23.10m Ａ’

22
33第１層　明茶褐色土　粘性・しまり

やや弱い。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒微量含む。

1

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ96 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ95 号土坑

Ｃ87 号土坑

Ｃ94 号土坑

Ａ Ａ’

2

1Ｃ94 号土坑

33

Ａ23.50m Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少
量含む。

第２層　茶褐色土　粘性やや弱い。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
微量含む。

第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりやや弱
い。茶褐色土ブロック微量含む。ロー
ム主体。

残存短軸0.60ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

３層には茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。
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　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ96号土坑 (第575図、図版132－２)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを

持つ。長径0.77ｍ、短径0.71ｍを測る。確認面からの深さは0.25ｍを測る。南西側に幅0.06～ 0.09ｍ、

高さ0.10ｍ程度の傾斜の緩い段差が確認出来る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ99号土坑 (第575図)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを

持つ。長径0.77ｍ、短径0.71ｍを測る。確認面からの深さは0.25ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ100号土坑 (第575図、図版132－３)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。東側をＣ５号井戸址、南側をＣ1547・

1559・1588号ピットに切られている。楕円形のプランを呈し、半円状の掘り込みを持つ。長径1.47ｍ、

短径1.10ｍを測る。確認面からの深さは0.36ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第１層には暗褐色土のブロックを少量、第２層には明茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

　　

Ｃ101号土坑 (第575図、図版132－４)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。Ｃ116号土

坑に切られている。方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸1.18ｍ、短軸1.02ｍを測る。

確認面からの深さは0.49ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・暗茶褐色土の７層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ102号土坑 (第577図)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.4ｍを測る。北側と東側をＣ23号溝状遺構に切られて
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第577図　８区・９区・調整池②区Ｃ105号土坑出土遺物［2/3］

0 [2/3] 5㎝

１

いる。方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－９ﾟ－Ｅで、残存長

軸1.44ｍ、残存短軸1.29ｍを測る。確認面からの深さは0.08ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土と茶褐色土の３層で構成される。第１層には茶褐色土のブロックを少量含む。第２

層には橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ104号土坑 (第577図)

　Ｖ12グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。北側をＣ393・394・861・1472号ピットに、

南側をＣ746号ピット切られている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられ

る。長軸1.03ｍ、短軸1.01ｍを測る。確認面からの深さは0.30ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・２層とも

に炭化物を微量含む。

　遺物は、かわらけ２点(5.6ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ105号土坑 (第576・577図、第131表、図版132－５・174－２)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ129号土坑を切っている。隅丸方形の

プランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－44 ﾟ－Ｅで、長軸1.65ｍ、短軸1.44ｍを測る。

確認面からの深さは0.94ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗褐色土・茶褐色土・暗黄褐色土の８層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。第１層には暗褐色土のブロックを微量、第６・７・８層には茶褐色土のブロックを微

量含む。

　遺物は、常滑窯の陶器の甕４点(119.7ｇ)、銅銭１点(2.5ｇ)の計５点(122.2ｇ)が出土している。図

化したのは、以下の１点である。

　第576図１は渡来銭の熈寧元寶である。鋳造国は北宋、初鋳年は1068年、書体は真書である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ96号土坑 (第575図、図版132－２)

　Ｖ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを

持つ。長径0.77ｍ、短径0.71ｍを測る。確認面からの深さは0.25ｍを測る。南西側に幅0.06～ 0.09ｍ、

高さ0.10ｍ程度の傾斜の緩い段差が確認出来る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ99号土坑 (第575図)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを

持つ。長径0.77ｍ、短径0.71ｍを測る。確認面からの深さは0.25ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ100号土坑 (第575図、図版132－３)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。東側をＣ５号井戸址、南側をＣ1547・

1559・1588号ピットに切られている。楕円形のプランを呈し、半円状の掘り込みを持つ。長径1.47ｍ、

短径1.10ｍを測る。確認面からの深さは0.36ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第１層には暗褐色土のブロックを少量、第２層には明茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

　　

Ｃ101号土坑 (第575図、図版132－４)

　Ｘ10グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。Ｃ116号土

坑に切られている。方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸1.18ｍ、短軸1.02ｍを測る。

確認面からの深さは0.49ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土・暗茶褐色土の７層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ102号土坑 (第577図)

　Ｖ11グリッドで検出された。確認面は標高23.4ｍを測る。北側と東側をＣ23号溝状遺構に切られて
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第578図　８区・９区・調整池②区Ｃ107～111号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　ローム粒中量含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。し

まりあり。明茶褐色土ブロック
微量含む。ローム主体。

Ａ Ａ’

Ｃ111 号土坑

1

2

Ａ23.90m Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア、径１～５㎜の黒色スコリア、ロ
ーム粒少量、炭化物粒微量含む。

1

Ａ22.70m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ110 号土坑

Ｃ109 号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒
少量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、
炭化物粒微量含む。第１層よりややし
まりあり。

Ｃ463 号ピット Ｃ1457 号ピット

Ｃ337 号ピット

Ｃ476 号ピット

Ｃ750 号ピット

Ｃ751 号ピット

Ａ Ａ’

1

2

Ａ23.60m Ａ’
Ｃ751 号ピット

Ｃ108 号土坑

Ｃ20 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

Ｃ1105 号ピット

Ｃ83 号土坑

Ａ23.10m Ａ’

2

1

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量、ローム粒少量含む。

Ｃ107 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ１号溝状遺構

Ｃ20 号溝状遺構

Ｃ988 号ピット

2

11

33

Ｃ１号溝状遺構 Ｃ20 号溝状遺構

Ａ22.90m Ａ’

第１層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
炭化物粒微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりあり。炭化物粒微量含む。
暗褐色土ブロック微量含む。第１層よりややしま
りあり。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア少量、
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。炭化物粒
微量含む。
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Ｃ106号土坑 (第577図)

　Ｕ・Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高23.4ｍを測る。上面をＣ３号竪穴状遺構に切られて

いる。楕円形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長径1.16ｍ、短径0.88ｍを測る。確認面から

の深さは0.07ｍを測る。

　覆土は褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量、焼土を微

量含む。

　遺物は、かわらけ４点(8.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ107号土坑 (第578図、図版132－６)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。東側をＣ988号ピット、西側をＣ１号溝

状遺構に切られている。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。残存長

軸0.85ｍ、短軸0.84ｍを測る。確認面からの深さは0.29ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１～３層とも

に炭化物粒を微量含む。

　遺物は、かわらけ６点(24.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ108号土坑 (第578図、図版132－７)

　Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高22.8ｍを測る。南東側をＣ83号土坑に、南西側をＣ20号

竪穴状遺構に切られている。隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－

29 ﾟ－Ｗで、長軸1.23ｍ、短軸0.98ｍを測る。確認面からの深さは0.34ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土・茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ109号土坑 (第578図、図版132－８)

　Ｗ11グリッドで検出された。確認面は標高23.3ｍを測る。南側をＣ337・476・750・751・1457号

ピットに、北側をＣ463号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、碗状の掘り込みを持つ。

長軸方位はＮ－38 ﾟ－Ｗで、長軸1.36ｍ、短軸0.85ｍを測る。確認面からの深さは0.46ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・２層と

もに炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ110号土坑 (第578図、図版133－１)

　Ｗ12グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。隅丸長方形のプランを呈し、上面が削平
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第578図　８区・９区・調整池②区Ｃ107～111号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　ローム粒中量含む。
第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。し

まりあり。明茶褐色土ブロック
微量含む。ローム主体。

Ａ Ａ’

Ｃ111 号土坑

1

2

Ａ23.90m Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア、径１～５㎜の黒色スコリア、ロ
ーム粒少量、炭化物粒微量含む。

1

Ａ22.70m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ110 号土坑

Ｃ109 号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量含む。ローム粒
少量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量、
炭化物粒微量含む。第１層よりややし
まりあり。

Ｃ463 号ピット Ｃ1457 号ピット

Ｃ337 号ピット

Ｃ476 号ピット

Ｃ750 号ピット

Ｃ751 号ピット

Ａ Ａ’

1

2

Ａ23.60m Ａ’
Ｃ751 号ピット

Ｃ108 号土坑

Ｃ20 号竪穴状遺構

Ａ Ａ’

Ｃ1105 号ピット

Ｃ83 号土坑

Ａ23.10m Ａ’

2

1

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量、ローム粒少量含む。

Ｃ107 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ１号溝状遺構

Ｃ20 号溝状遺構

Ｃ988 号ピット

2

11

33

Ｃ１号溝状遺構 Ｃ20 号溝状遺構

Ａ22.90m Ａ’

第１層　暗褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
炭化物粒微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりあり。炭化物粒微量含む。
暗褐色土ブロック微量含む。第１層よりややしま
りあり。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア少量、
黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。炭化物粒
微量含む。
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第579図　８区・９区・調整池②区Ｃ112～115号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ローム粒微量
含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒微量、茶褐色
土ブロック微量含む。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、茶褐色土ブロック少量、
暗黒褐色土ブロック少量含む。

第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。暗褐色土ブロック少
量含む。ローム主体。

Ｃ115 号土坑

Ｃ28 号溝状遺構

Ｃ1532 号ピット

Ｃ806 号ピット

Ｃ807 号ピット

Ａ Ａ’

1

22

Ｃ28 号溝状遺構

Ａ23.00m Ａ’

34

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量、
炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量
含む。

Ｃ1580 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ114 号土坑

1

22

Ａ22.90m Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒少量含む。

第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒微量、炭化物粒微量含む。

Ｃ1586 号ピット

Ｃ1585 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ113 号土坑

4

1

22
33

Ａ22.90m Ａ’

Ｃ112 号土坑

Ｃ２号段切り

Ａ Ａ’

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ２号段切り

1

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。
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されているが逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－40 ﾟ－Ｗで、長軸2.00ｍ、短

軸0.78ｍを測る。確認面からの深さは0.31ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は、瀨戸窯の陶器碗１点(15.0ｇ)、常滑窯の陶器の甕１点(62.5ｇ)、かわらけ２点(18.7ｇ)の計

４点(96.2ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ111号土坑 (第578図、図版133－２)

　Ｕ11グリッドで検出された。確認面は標高23.5ｍを測る。円形のプランを呈し、半円状の掘り込み

を持つ。長径0.81ｍ、短径0.71ｍを測る。確認面からの深さは0.23ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土と黄褐色土の２層で構成され、第１層にはローム粒を中量、第２層には明茶褐色土

のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ112号土坑 (第579図、図版133－３)

　Ｗ９グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。上面をＣ１号段切りに切られている。楕

円形のプランを呈し、上面を削平されているが箱状の掘り込みを持つと考えられる。長径1.04ｍ、短

径0.66ｍを測る。確認面からの深さは0.44ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ113号土坑 (第579図、図版133－４)

　Ｗ９・10グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。Ｃ1585・1586号ピットに切られてい

る。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径0.99ｍ、短径0.86ｍを測る。確認面か

らの深さは0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１・

４層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ114号土坑 (第579図、図版133－５)

　Ｗ10グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。Ｃ1580号ピットに切られている。隅丸

長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－41 ﾟ－Ｗで、長軸1.23ｍ、短軸

0.98ｍを測る。確認面からの深さは0.17ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第
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第579図　８区・９区・調整池②区Ｃ112～115号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ローム粒微量
含む。

第２層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、ローム粒微量、茶褐色
土ブロック微量含む。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～３㎜の橙色スコリア
微量、径１～５㎜の黒色スコリア中量、茶褐色土ブロック少量、
暗黒褐色土ブロック少量含む。

第４層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。暗褐色土ブロック少
量含む。ローム主体。

Ｃ115 号土坑

Ｃ28 号溝状遺構

Ｃ1532 号ピット

Ｃ806 号ピット

Ｃ807 号ピット

Ａ Ａ’

1

22

Ｃ28 号溝状遺構

Ａ23.00m Ａ’

34

第１層　茶褐色土　　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒中量、
炭化物粒微量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量
含む。

Ｃ1580 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ114 号土坑

1

22

Ａ22.90m Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒少量含む。

第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙
色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒微量、炭化物粒微量含む。

Ｃ1586 号ピット

Ｃ1585 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ113 号土坑

4

1

22
33

Ａ22.90m Ａ’

Ｃ112 号土坑

Ｃ２号段切り

Ａ Ａ’

Ａ23.50m Ａ’

Ｃ２号段切り

1

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。
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第580図　８区・９区・調整池②区Ｃ116～120号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｃ120 号ピット

Ａ23.30m Ａ’

調
査
区
外

11

調査区外

Ａ Ａ’

Ｃ1783 号ピット

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗黒褐色土　粘性・しまりや
や弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア微量、径１～８㎜の黒
色スコリア中量、茶褐色土ブ
ロック少量含む。

1

Ａ21.80m Ａ’Ａ’

22

Ａ Ａ’Ａ’

Ｃ119 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア中量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒
微量、焼土粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、暗茶褐色
土ブロック微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ1636 号ピット

Ｃ118 号土坑

Ｃ1636 号ピット

2

Ａ22.90m Ａ’

11 11

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア中量、
黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。明茶褐色土ブロ
ック少量含む。ローム主体。

Ｃ1663 号ピット

Ｃ1675 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ1728 号ピット Ｃ29 号竪穴状遺構

Ｃ117 号土坑

11 22

Ａ22.70m Ａ’
Ｃ1675 号ピット

第１層　暗黄褐色土　粘性あり、しまりやや弱い。
褐色味強いローム主体。

第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりあり。第１層
よりしまり強い。

1

2

Ｃ841 号ピット

Ａ22.90m Ａ’

Ｃ116 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ101 号土坑

Ｃ841 号ピット
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１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ115号土坑 (第579図、図版133－６)

　Ｗ15グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。西側をＣ28号溝状遺構に、Ｃ806・807・

1532号ピットに切られている。歪んだ長楕円形のプランを呈し、碗状の掘り込みを持つ。残存長径

2.23ｍ、短径0.41ｍを測る。確認面からの深さは0.41ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第１層には炭化物粒を微量含む。第２・３層には茶褐色土のブロックを微量含、第３層には暗

黒褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ４点(24.3ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ116号土坑 (第580図)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。北西隅をＣ

101号土坑に、南東隅をＣ841号ピットに切られている。歪んだ方形のプランを呈し、漏斗状の掘り込

みを持つ。長軸1.03ｍ、短軸0.84ｍを測る。確認面からの深さは0.37ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土の２層で構成され、第１層はローム主体層である。底部は長径0.63ｍ、短径0.39ｍ、

深さ0.28ｍの楕円形に掘りくぼめられている。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ117号土坑 (第580図)

　Ｘ９・10グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。東側をＣ29号竪穴状遺構とＣ1675

号ピットに、西側中央をＣ1728号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈し、皿状の掘り込

みを持つと考えられる。長軸方位はＮ－58 ﾟ－Ｅで、残存長軸2.33ｍ、残存短軸1.09ｍを測る。確認

面からの深さは0.10ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ118号土坑 (第580・581、第132表、図版133－７・177)

　Ｖ13グリッドで検出された。確認面は標高22.6ｍを測る。楕円形のプランを呈し、皿状の掘り込み

を持つ。長径0.16ｍ、短径0.79ｍを測る。確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第１層には炭化物粒を微量、
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第580図　８区・９区・調整池②区Ｃ116～120号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ｃ120 号ピット

Ａ23.30m Ａ’

調
査
区
外

11

調査区外

Ａ Ａ’

Ｃ1783 号ピット

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少
量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗黒褐色土　粘性・しまりや
や弱い。径１～３㎜の橙色ス
コリア微量、径１～８㎜の黒
色スコリア中量、茶褐色土ブ
ロック少量含む。

1

Ａ21.80m Ａ’Ａ’

22

Ａ Ａ’Ａ’

Ｃ119 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア中量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒
微量、焼土粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～
５㎜の黒色スコリア微量、暗茶褐色
土ブロック微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ1636 号ピット

Ｃ118 号土坑

Ｃ1636 号ピット

2

Ａ22.90m Ａ’

11 11

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア中量、
黒色スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。明茶褐色土ブロ
ック少量含む。ローム主体。

Ｃ1663 号ピット

Ｃ1675 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ1728 号ピット Ｃ29 号竪穴状遺構

Ｃ117 号土坑

11 22

Ａ22.70m Ａ’
Ｃ1675 号ピット

第１層　暗黄褐色土　粘性あり、しまりやや弱い。
褐色味強いローム主体。

第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりあり。第１層
よりしまり強い。

1

2

Ｃ841 号ピット

Ａ22.90m Ａ’

Ｃ116 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ101 号土坑

Ｃ841 号ピット
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焼土粒を微量含む。第２層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ４点(32.6ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第581図１はかわらけである。口径が7.1㎝で中型に分類できる。胎土は橙色、角閃石・石英・白色針状

物質を含む。口唇部に煤付着しており、灯明皿として使用されたものと考えられる。底部に不明瞭だが回

転糸切り痕が確認か出来る。14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第581図　８区・９区・調整池②区Ｃ118号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ119号土坑 (第580図、図版133－８)

　Ｘ11グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。楕円形のプランを呈し、碗状の掘り込み

を持つ。長径0.79ｍ、短径0.54ｍを測る。確認面からの深さは0.24ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗黒褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第１層には炭

化物粒を微量含む。第２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ120号土坑 (第580図、図版134－１)

　Ｙ７グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。南東隅をＣ1783号ピットに切られてい

る。隅丸長方形のプランを呈し、皿状の掘り込みをもつ。長軸方位はＮ－79 ﾟ－Ｅ、長軸1.47ｍ、短

軸0.97ｍを測る。確認面からの深さは0.10ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ121号土坑 (第582図、図版134－２)

　Ｙ７グリッドで検出された。確認面は標高23.1を測る。南東隅をＣ1785号ピット切られている。西

側が調査区外に延びている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り込みを持つ。長
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第582図　８区・９区・調整池②区Ｃ121～124号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1

2

Ａ22.60m Ａ’

Ｃ124 号土坑

Ａ Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。
橙色スコリア中量、黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、黒色スコ
リア微量、ローム粒少量含む。

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第３層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒微量含む。

第４層　暗褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ123 号土坑

12

3

Ａ22.70m Ａ’

44

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量、暗褐色土ブロック中量含む。

第２層　茶褐色土　しまりあり。ローム粒少量含む。
第３層　暗黄褐色土　粘性強い。しまりあり。茶褐色

土ブロック少量含む。ローム主体。

1122

Ａ22.70m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ122 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりり。径１～３㎜
の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒少量、炭化物粒
微量含む。

1

調
査
区
外

Ａ23.50m Ａ’

調査区外

Ａ Ａ’

Ｃ1785 号ピット

Ｃ121 号土坑

軸方位はＮ－90 ﾟ－Ｎで、残存長軸1.44ｍ、短軸1.06ｍを測る。確認面からの深さは0.14ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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焼土粒を微量含む。第２層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ４点(32.6ｇ)が出土している。図化したのは、以下の１点である。

　第581図１はかわらけである。口径が7.1㎝で中型に分類できる。胎土は橙色、角閃石・石英・白色針状

物質を含む。口唇部に煤付着しており、灯明皿として使用されたものと考えられる。底部に不明瞭だが回

転糸切り痕が確認か出来る。14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び出土遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第581図　８区・９区・調整池②区Ｃ118号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ119号土坑 (第580図、図版133－８)

　Ｘ11グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。楕円形のプランを呈し、碗状の掘り込み

を持つ。長径0.79ｍ、短径0.54ｍを測る。確認面からの深さは0.24ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗黒褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第１層には炭

化物粒を微量含む。第２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ120号土坑 (第580図、図版134－１)

　Ｙ７グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。南東隅をＣ1783号ピットに切られてい

る。隅丸長方形のプランを呈し、皿状の掘り込みをもつ。長軸方位はＮ－79 ﾟ－Ｅ、長軸1.47ｍ、短

軸0.97ｍを測る。確認面からの深さは0.10ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ121号土坑 (第582図、図版134－２)

　Ｙ７グリッドで検出された。確認面は標高23.1を測る。南東隅をＣ1785号ピット切られている。西

側が調査区外に延びている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り込みを持つ。長
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Ｃ122号土坑 (第582図、図版134－３)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。Ｃ32号竪穴状遺構を切っている。歪んだ

隅丸方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸0.88ｍ、短軸0.82ｍを測る。確認面からの深

さは0.09ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。

第１層には暗褐色土のブロックを中量、第３層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ123号土坑(第582図、図版134－４)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。南東隅が歪

んだ隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－24 ﾟ－Ｅで、長軸1.68ｍ、

短軸1.11ｍを測る。確認面からの深さは0.36ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ６点(10.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ124号土坑 (第582図、図版134－５)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。東側が

歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸1.19ｍ、短軸1.01ｍを測る。確認

面からの深さは0.32ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ125号土坑 (第583図、図版134－６)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。北西隅

をＣ1831号ピットに切られている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位

はＮ－35 ﾟ－Ｅで、長軸0.86ｍ、短軸0.70ｍを測る。確認面からの深さは0.29ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ126号土坑 (第583図、図版134－７)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。北西隅をＣ

1808号ピットに切られている。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径1.11ｍ、短径

1.00ｍを測る。確認面からの深さは0.48ｍを測る。
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第583図　８区・９区・調整池②区Ｃ125～128号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

1

2

Ａ22.40m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ128 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。茶
褐色土ブロック少量含む。ローム主体。

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒微量含む。

第３層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微
量、ローム粒微量含む。

第４層　茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第５層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコ
リア微量含む。

ＡＡ Ａ’Ａ’

Ｃ127 号土坑

3

5
4

21

Ａ22.70m Ａ’

Ｃ126 号土坑

Ｃ1808 号ピット

Ａ Ａ’Ａ’

11

33
2

4

Ａ22.60m Ａ’

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量含む。

第２層　明褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～
３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量、ローム粒少量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量含む。

第４層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒微量含む。

第１層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒微量含む。

Ｃ125 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ1831 号ピット

Ｃ1831 号ピット1

2

Ａ22.70m Ａ’
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Ｃ122号土坑 (第582図、図版134－３)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.4ｍを測る。Ｃ32号竪穴状遺構を切っている。歪んだ

隅丸方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸0.88ｍ、短軸0.82ｍを測る。確認面からの深

さは0.09ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・茶褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。

第１層には暗褐色土のブロックを中量、第３層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ123号土坑(第582図、図版134－４)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。南東隅が歪

んだ隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－24 ﾟ－Ｅで、長軸1.68ｍ、

短軸1.11ｍを測る。確認面からの深さは0.36ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけ６点(10.4ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ124号土坑 (第582図、図版134－５)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。東側が

歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸1.19ｍ、短軸1.01ｍを測る。確認

面からの深さは0.32ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ125号土坑 (第583図、図版134－６)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。北西隅

をＣ1831号ピットに切られている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位

はＮ－35 ﾟ－Ｅで、長軸0.86ｍ、短軸0.70ｍを測る。確認面からの深さは0.29ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ126号土坑 (第583図、図版134－７)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ５号段切りを切っている。北西隅をＣ

1808号ピットに切られている。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径1.11ｍ、短径

1.00ｍを測る。確認面からの深さは0.48ｍを測る。
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　覆土は明茶褐色土・明褐色土・明茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア･黒色スコリア･ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ127号土坑 (第583図)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径1.28ｍ、短径1.20ｍを測る。確認面からの深さは0.64ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色の５層で構成され。橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ128号土坑 (第583図、図版134－８)

　Ｚ７グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径1.34ｍ、短径1.30ｍを測る。確認面からの深さは0.28ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土の２層で構成され、第１層には橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ１点(1.6ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ129号土坑 (第584図)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。南西隅をＣ105号土坑に、北西隅をＣ

1459号土坑に、南東隅をＣ1871号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、

逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－57 ﾟ－Ｗで、長軸1.90ｍ、短軸0.99ｍを測る。確認面か

らの深さは0.14ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土と明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第３層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ130号土坑 (第584図、図版135－１)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。Ｃ133号土坑を切っている。歪んだ隅丸

長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－32 ﾟ－Ｅで、長軸0.90ｍ、短軸

0.69ｍを測る。確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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Ｃ131号土坑 (第584図)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.0を測る。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径0.90ｍ、短径0.68ｍを測る。確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。暗褐色土のブロックを

微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ132号土坑 (第584図、図版135－２)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。Ｃ133号土坑を切っている。歪んだ隅丸

方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸0.88ｍ、短軸0.71ｍを測る。確認面からの深

さは0.14ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層には炭化物粒を微量含む。第４層には炭化物粒を微量、焼土粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ133号土坑 (第584図、図版135－２)

　Ｙ８・９グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。西側をＣ132土坑に切られている。

長楕円形のプランを呈すると考えられ、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－63－Ｗで、残存長径

0.94ｍ、短径0.72ｍを測る。確認面からの深さは0.12ｍを測る。

　覆土は褐色土と明茶褐色土の２層で構成され、土坑にを含む。第１層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ134号土坑 (第585図、図版135－３)

　Ｚ８グリッドで検出された。確認面は標高22.2ｍを測る。Ｃ143号土坑を切っている。南西隅をＣ

1980号ピットに切られている。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸0.98ｍ、

短軸0.94ｍを測る。確認面からの深さは0.13ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ135号土坑 (第585図、図版135－４)

　Ｚ７グリッドで検出された。確認面は標高21.9ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径0.39ｍ、短径1.22ｍを測る。確認面からの深さは0.18ｍを測る。
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　覆土は明茶褐色土・明褐色土・明茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア･黒色スコリア･ローム

粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ127号土坑 (第583図)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径1.28ｍ、短径1.20ｍを測る。確認面からの深さは0.64ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色の５層で構成され。橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ128号土坑 (第583図、図版134－８)

　Ｚ７グリッドで検出された。確認面は標高23.0ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径1.34ｍ、短径1.30ｍを測る。確認面からの深さは0.28ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・暗黄褐色土の２層で構成され、第１層には橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は、かわらけ１点(1.6ｇ)が出土しているが、小破片のため図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ129号土坑 (第584図)

　Ｘ９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。南西隅をＣ105号土坑に、北西隅をＣ

1459号土坑に、南東隅をＣ1871号ピットに切られている。隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、

逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－57 ﾟ－Ｗで、長軸1.90ｍ、短軸0.99ｍを測る。確認面か

らの深さは0.14ｍを測る。

　覆土は暗黄褐色土と明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第３層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ130号土坑 (第584図、図版135－１)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。Ｃ133号土坑を切っている。歪んだ隅丸

長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－32 ﾟ－Ｅで、長軸0.90ｍ、短軸

0.69ｍを測る。確認面からの深さは0.20ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第584図　８区・９区・調整池②区Ｃ129～133号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒中量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

Ｃ132 号土坑

Ｃ133 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ132 号土坑
1

Ａ23.30m Ａ’

22

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア
中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロ
ーム粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア少量、黒色
スコリア微量、ローム粒少量含む。

第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、焼
土粒微量、ローム粒微量含む。

1
2

3

Ａ23.30m Ａ’

44

Ａ Ａ’

Ｃ132 号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまり
あり。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム
粒やや多量、暗褐色土ブロ
ック微量含む。

1

Ａ22.40m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ131 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリアやや
多量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

2

11

33 33

Ａ23.30m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ130 号土坑

第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。
やや暗いローム層。

第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。
第１層よりもしまりやや弱い。第１層
よりもやや明るいローム層。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、
炭化物粒微量含む。

Ａ22.60m Ａ’
1122

33

Ｃ129 号土坑

Ｃ1871 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ105 号土坑

Ｃ1459 号ピット



－ 725 －

第３節 ８区・９区・調整池②区　２．中世

第585図　８区・９区・調整池②区Ｃ134～138号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまり
あり。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、炭化物
粒微量、ローム粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまり
あり。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム
粒少量含む。第１層よりし
まりやや強い。

Ａ Ａ’

Ｃ138 号土坑

1

2

Ａ22.10m Ａ’

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまり
あり。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム
粒微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。
しまりあり。暗茶褐色土ブ
ロック微量含む。ローム主
体。

1

Ａ22.30m Ａ’

22

Ａ Ａ’

Ｃ137 号土坑

Ｃ138 号土坑

Ｃ130 号土坑

Ｃ８号
竪穴状遺構

Ａ Ａ’

Ｃ136 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリアやや多量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色
スコリア微量、ローム粒少量含む。

Ｃ130 号土坑 1

2
Ｃ８号
竪穴状遺構

Ａ23.30m Ａ’

第１層　茶褐色土　 粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。茶
褐色土ブロック少量含む。ローム主体。

Ａ Ａ’

Ｃ135 号土坑

1

Ａ22.30m Ａ’

22

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。
茶褐色土ブロック少量含む。ローム主体。

Ａ22.50m Ａ’
11

22

Ａ Ａ’

 Ｃ1980 号ピット

Ｃ134 号土坑
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第584図　８区・９区・調整池②区Ｃ129～133号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒中量、炭化物粒微量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙
色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

Ｃ132 号土坑

Ｃ133 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ132 号土坑
1

Ａ23.30m Ａ’

22

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア
中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、ロ
ーム粒微量含む。

第３層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。橙色スコリア少量、黒色
スコリア微量、ローム粒少量含む。

第４層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、炭化物粒微量、焼
土粒微量、ローム粒微量含む。

1
2

3

Ａ23.30m Ａ’

44

Ａ Ａ’

Ｃ132 号土坑

第１層　明茶褐色土　粘性・しまり
あり。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム
粒やや多量、暗褐色土ブロ
ック微量含む。

1

Ａ22.40m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ131 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリアやや
多量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒少量含む。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

2

11

33 33

Ａ23.30m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ130 号土坑

第１層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。
やや暗いローム層。

第２層　暗黄褐色土　粘性・しまりやや強い。
第１層よりもしまりやや弱い。第１層
よりもやや明るいローム層。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１
～３㎜の橙色スコリア少量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、ローム粒少量、
炭化物粒微量含む。

Ａ22.60m Ａ’
1122

33

Ｃ129 号土坑

Ｃ1871 号ピット

Ａ Ａ’

Ｃ105 号土坑

Ｃ1459 号ピット
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　覆土は茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、第１層は橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ136号土坑 (第585図、図版135－５)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。東側をＣ８号竪穴状遺構に、西側をＣ13

号土坑に切られている。隅丸長方形もしくは長楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと

考えられる。長軸方位はＮ－56 ﾟ－Ｗで、残存長径1.31ｍ、短径1.09ｍを測る。確認面からの深さは

0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ137号土坑 (第585図、図版135－６)

　Ｚ８グリッドで検出された。確認面は標高22.0ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径1.04ｍ、短径0.99ｍを測る。確認面からの深さは0.13ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、第１層は橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第２層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ138号土坑 (第585図、図版135－７)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.8ｍを測る。Ｃ８号竪穴状遺構を切っている。楕円形

のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－72 ﾟ－　Ｗで、長径1.19ｍ、短径0.81

ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭

化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ140号土坑 (第586・587図、第133表、図版135－８・176－２)

　Ｗ・Ｘ11グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。不整形のプランを呈し、逆台形状の

掘り込みを持つ。長軸1.98ｍ、短軸1.59を測る。

　覆土は茶褐色土と暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１

層には炭化物粒を微量、暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ１点(3.2ｇ)、石製品の砥石１点(3.8ｇ)の計２点(7.0ｇ)が出土している。図化し
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第586図　８区・９区・調整池②区Ｃ140～145号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　暗褐色土　粘性やや弱い、しまり
あり。径１～３㎜の橙色スコリア
少量、径１～５㎜の黒色スコリア
少量、ローム粒少量含む。

第２層　茶褐色土　ローム粒少量、暗褐色
土ブロック少量含む。

第３層　暗褐色土　粘性・しまりやや弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア少量、
ローム粒少量含む。

第４層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量。暗褐色土ブロック
微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ145 号土坑

2

4

11

Ａ21.90m Ａ’

33

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量、炭化物粒微量含む。

第２層　暗黄褐色土　粘性やや強い。しま
りあり。ローム主体。明茶褐色土
ブロック微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量、第２層よりしまり
やや強い。第２層より暗い。

第４層　明茶褐色土　粘性あり、しまりや
や弱い。径１～３㎜の橙色スコリ
ア少量、径１～５㎜の黒色スコリ
ア微量、ローム粒微量含む。第３
層よりしまりやや弱い。

Ｃ144 号土坑

１
3

4
2

Ａ23.00m Ａ’

ＡＡ Ａ’

Ａ21.80m Ａ’
1

Ｃ143 号土坑

第１層　暗茶褐色土　粘性・しまり
あり。径１～３㎜の橙色ス
コリア中量、径１～５㎜の
黒色スコリア微量、ローム
粒微量、炭化物粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ134 号土坑

第１層　茶褐色土　 粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒微量含む。

第２層　茶褐色土　  ローム粒微量、炭化
物粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

2233

Ａ21.80m Ａ’

11

Ａ Ａ’

Ｃ142 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまり
あり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５
㎜の黒色スコリア微量、
炭化物粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ141 号土坑

1

Ａ21.70m Ａ’

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、炭化物粒微量、暗褐色
土ブロック微量含む。

第２層　暗褐色土　粘性やや弱い。しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア微量、径１～
５㎜の黒色スコリア中量、茶褐色土ブロ
ック少量含む。

Ａ22.70m Ａ’
11

22

Ａ Ａ’

Ｃ140 号土坑
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　覆土は茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、第１層は橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を

含む。第２層には茶褐色土のブロックを少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ136号土坑 (第585図、図版135－５)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.9ｍを測る。東側をＣ８号竪穴状遺構に、西側をＣ13

号土坑に切られている。隅丸長方形もしくは長楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと

考えられる。長軸方位はＮ－56 ﾟ－Ｗで、残存長径1.31ｍ、短径1.09ｍを測る。確認面からの深さは

0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土と暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ137号土坑 (第585図、図版135－６)

　Ｚ８グリッドで検出された。確認面は標高22.0ｍを測る。円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込

みを持つ。長径1.04ｍ、短径0.99ｍを測る。確認面からの深さは0.13ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土と暗黄褐色土の２層で構成され、第１層は橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第２層には暗茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ138号土坑 (第585図、図版135－７)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.8ｍを測る。Ｃ８号竪穴状遺構を切っている。楕円形

のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－72 ﾟ－　Ｗで、長径1.19ｍ、短径0.81

ｍを測る。確認面からの深さは0.21ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭

化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ140号土坑 (第586・587図、第133表、図版135－８・176－２)

　Ｗ・Ｘ11グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。不整形のプランを呈し、逆台形状の

掘り込みを持つ。長軸1.98ｍ、短軸1.59を測る。

　覆土は茶褐色土と暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１

層には炭化物粒を微量、暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ１点(3.2ｇ)、石製品の砥石１点(3.8ｇ)の計２点(7.0ｇ)が出土している。図化し
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たのは以下の１点である。

　第587図１は石製品の砥石で、上面と下面の２面が使用されている。石材は珪質粘土岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第587図　８区・９区・調整池②区Ｃ140号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ141号土坑 (第587図、図版136－１)

　Ｘ11グリッドで検出された。確認面は標高21.3ｍを測る。歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長軸0.87ｍ、短軸0.68ｍを測る。確認面からの深さは0.12ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は、かわらけ２点(19.1ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ142号土坑 (第587図、図版136－２)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘

り込みを持つ。長軸1.51ｍ、短軸.18ｍを測る。確認面からの深さは0.18ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ143号土坑 (第587図、図版136－３)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。西側をＣ134号土坑に切られている。円

形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径0.68ｍ、短径0.54ｍを測る。確認面からの深さ

は008ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第588図　８区・９区・調整池②区Ｃ146～149号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。炭化物粒微量、
ローム粒少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の
橙色スコリア少量、ローム粒微量含む。

Ｃ149 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ34号竪穴状遺構

Ａ22.30m Ａ’

11 22
Ｃ34 号竪穴状遺構

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜
の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒色ス
コリア微量、炭化物粒微量、ローム粒少量
含む。

Ａ Ａ’

Ｃ34 号竪穴状遺構

Ｃ148 号土坑

Ａ22.50m Ａ’

1

Ａ Ａ’

Ｃ147 号土坑

Ａ22.50m Ａ’

1

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３
㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア微量、ローム粒少量含む。

第１層　茶褐色土　 粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
少量含む。

第２層　茶褐色土　 粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコ
リア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム粒
中量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色ス
コリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒微量含む。

Ｃ1937 号ピット

Ｃ144 号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ146 号土坑

33

1

Ａ22.50m Ａ’

2

Ｃ144号土坑 (第587図、図版136－４)

　Ｘ・Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.2ｍを測る。Ｃ33号竪穴状遺構、Ｃ146号土坑を

切っている。楕円形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径0.91ｍ、短径0.79ｍを測る。
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たのは以下の１点である。

　第587図１は石製品の砥石で、上面と下面の２面が使用されている。石材は珪質粘土岩である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第587図　８区・９区・調整池②区Ｃ140号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

１

Ｃ141号土坑 (第587図、図版136－１)

　Ｘ11グリッドで検出された。確認面は標高21.3ｍを測る。歪んだ隅丸方形のプランを呈し、逆台形

状の掘り込みを持つ。長軸0.87ｍ、短軸0.68ｍを測る。確認面からの深さは0.12ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は、かわらけ２点(19.1ｇ)が出土しているが、図化していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ142号土坑 (第587図、図版136－２)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘

り込みを持つ。長軸1.51ｍ、短軸.18ｍを測る。確認面からの深さは0.18ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ143号土坑 (第587図、図版136－３)

　Ｚ９グリッドで検出された。確認面は標高21.5ｍを測る。西側をＣ134号土坑に切られている。円

形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長径0.68ｍ、短径0.54ｍを測る。確認面からの深さ

は008ｍを測る。

　覆土は暗茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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確認面からの深さは0.41ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第２層には明茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ145号土坑 (第587図)

　Ｙ･Ｚ９グリッドで検出された。確認面は標高21.6ｍを測る。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長径1.03ｍ、短径0.69ｍを測る。確認面からの深さは0.58ｍを測る。

　覆土は暗褐色土・茶褐色土・明茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第２層には暗褐色土のブロックを少量、第４層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ146号土坑 (第588図)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。Ｃ33号竪穴状遺構を切っている。北西側

をＣ144号土坑に、南西隅をＣ1937号ピットに切られている。楕円形のプランを呈すると考えられ、

逆台形状の掘り込みを持つ。残存長径08.6ｍ、短径0.66ｍを測る。確認面からの深さは0.34ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降とえられる。

Ｃ147号土坑 (第588図)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ39号竪穴状遺構を切っている。隅

丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－51 ﾟ－Ｅで、長軸1.64ｍ、短軸

1.01ｍを測る。確認面からの深さは0.19ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ148号土坑 (第588図、図版136－５)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。南側をＣ34号土坑に切られている。楕円

形のプランを呈すると考えられ、箱状の掘り込みを持つ。残存長径0.89ｍ、短径0.86ｍを測る。確認

面からの深さは0.19ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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第589図　８区・９区・調整池②区Ｃ150～153号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

Ａ Ａ’

第１層　褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・
径１～３㎜の黒色スコリア・ロームブロック微量、ローム
粒多量含む。

1

Ａ23.80m Ａ’

Ｃ153号土坑

第１層　茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
ローム粒少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。
径１～３㎜の橙色スコリア少量、
径１～５㎜の黒色スコリア微量、
茶褐色土ブロック少量含む。

1

Ａ23.50m Ａ’

22

Ａ Ａ’

Ｃ152 号土坑

第１層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。
径１～３㎜の橙色スコリア中量、径
１～５㎜の黒色スコリア微量、ロー
ム粒微量、炭化物粒微量含む。

第２層　茶褐色土　粘性あり。しまり弱い。
ローム粒少量含む。第１層よりやや
明るい。

1

2

Ａ23.20m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ151 号土坑

第１層　暗褐色土　粘性・しまりやや強い。
やや暗いローム主体。

第２層　暗茶褐色土　粘性・しまりあり。径
１～３㎜の橙色スコリア少量、径１
～５㎜の黒色スコリア微量、ローム
粒少量、炭化物粒微量含む。

Ａ Ａ’

Ｃ150 号土坑

Ａ21.90m Ａ’

1
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確認面からの深さは0.41ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土・暗黄褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

第２層には明茶褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ145号土坑 (第587図)

　Ｙ･Ｚ９グリッドで検出された。確認面は標高21.6ｍを測る。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り

込みを持つ。長径1.03ｍ、短径0.69ｍを測る。確認面からの深さは0.58ｍを測る。

　覆土は暗褐色土・茶褐色土・明茶褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒

を含む。第２層には暗褐色土のブロックを少量、第４層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ146号土坑 (第588図)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。Ｃ33号竪穴状遺構を切っている。北西側

をＣ144号土坑に、南西隅をＣ1937号ピットに切られている。楕円形のプランを呈すると考えられ、

逆台形状の掘り込みを持つ。残存長径08.6ｍ、短径0.66ｍを測る。確認面からの深さは0.34ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降とえられる。

Ｃ147号土坑 (第588図)

　Ｘ８・９グリッドで検出された。確認面は標高22.3ｍを測る。Ｃ39号竪穴状遺構を切っている。隅

丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－51 ﾟ－Ｅで、長軸1.64ｍ、短軸

1.01ｍを測る。確認面からの深さは0.19ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ148号土坑 (第588図、図版136－５)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。南側をＣ34号土坑に切られている。楕円

形のプランを呈すると考えられ、箱状の掘り込みを持つ。残存長径0.89ｍ、短径0.86ｍを測る。確認

面からの深さは0.19ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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Ｃ149号土坑 (第588図、図版136－６)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。南側をＣ34号土坑に切られている。楕円

形のプランを呈すると考えられ、皿状の掘り込みを持つ。残存長径0.83ｍ、短径0.80ｍを測る。確認

面からの深さは0.06ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭化物粒を微量含

む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ150号土坑 (第589図、図版136－７)

　Ｚ８グリッドで検出された。確認面は標高21.6ｍを測る。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り込み

を持つ。長径0.98ｍ、短径0.76ｍを測る。確認面からの深さは0.16ｍを測る。

　覆土は暗褐色土・暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ151号土坑 (第589図、図版136－８)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.8ｍを測る。Ｃ42号竪穴状遺構を切っている。隅丸長

方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－32 ﾟ－Ｗで、長軸1.00ｍ、短軸0.64ｍ

を測る。確認面からの深さは0.39ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭化

物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ152号土坑 (第589図、図版137－１)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面は標高23.1ｍを測る。歪んだ隅丸長方形のプランを呈し、箱状

の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－38 ﾟ－Ｗで、長軸1.22ｍ、短軸0.92ｍを測る。確認面からの深さ

は0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層に茶褐色土をブロックで少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ153号土坑 (第589・590図、第134表、図版173－２)

　Ｔ15・Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ154号土坑を切っている。隅丸
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第590図　８区・９区・調整池②区Ｃ153号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝
１

長方形のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－６ﾟ－Ｅ、長軸3.54ｍ、短軸2.06ｍ

を測る。確認面からの深さは0.36ｍを測る。覆土は褐色土の単層で、橙色スコリア・黒色スコリア・

ローム粒を含む。

　遺物は、かわらけの小破片43点(254.5ｇ)、鉄製品の釘１点(3.8ｇ)の計44点(258.3ｇ)が出土してい

る。図化したのは以下の１点である。

第590図１は鉄製品の釘である。先端部が欠損している。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ154号土坑 (第591・592図、第135表、図版174－１・180)

　Ｔ15・Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ２号竪穴状遺構を切っている。

東側をＣ134号土坑に切られている。歪んだ隅丸長方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－84 ﾟ－Ｗで、残存長軸3.56ｍ、短軸2.00ｍを測る。確認面からの深さは

0.56ｍを測る。

　覆土は黄褐色土・褐色土の４層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層

には褐色土のブロックを少量含む。第２・３層には炭化物粒を微量、ロームブロックを微量含む。第４

層には炭化物粒を微量、ロームブロックを微量、暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は、かわらけ19点(106.7ｇ)、石製品の碁石１点(3.3ｇ)の19点(110.0ｇ)が出土している。図化

したのは以下の２点である。

　第592図１はかわらけである。口径は7.4㎝で中型の製品に分類できる。胎土は橙色、角閃石・細かい砂

粒を・赤色スコリアを含む。口唇部に煤が付着しており、灯明皿として使用されたと考えられる。底部に

不明瞭であるが回転糸切り痕が確認できる。14世紀後半の製品と考えられる。

　第592図２は石製品の碁石である。平面形はやや楕円を呈する。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

第591図　８区・９区・調整池②区Ｃ154号土坑出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝

２

１

－ 732 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

Ｃ149号土坑 (第588図、図版136－６)

　Ｙ９グリッドで検出された。確認面は標高22.1ｍを測る。南側をＣ34号土坑に切られている。楕円

形のプランを呈すると考えられ、皿状の掘り込みを持つ。残存長径0.83ｍ、短径0.80ｍを測る。確認

面からの深さは0.06ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭化物粒を微量含

む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ150号土坑 (第589図、図版136－７)

　Ｚ８グリッドで検出された。確認面は標高21.6ｍを測る。楕円形のプランを呈し、箱状の掘り込み

を持つ。長径0.98ｍ、短径0.76ｍを測る。確認面からの深さは0.16ｍを測る。

　覆土は暗褐色土・暗茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層には炭化物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ151号土坑 (第589図、図版136－８)

　Ｙ８グリッドで検出された。確認面は標高22.8ｍを測る。Ｃ42号竪穴状遺構を切っている。隅丸長

方形のプランを呈し、箱状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－32 ﾟ－Ｗで、長軸1.00ｍ、短軸0.64ｍ

を測る。確認面からの深さは0.39ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第１層には炭化

物粒を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ152号土坑 (第589図、図版137－１)

　Ｘ８グリッドで検出された。確認面は標高23.1ｍを測る。歪んだ隅丸長方形のプランを呈し、箱状

の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－38 ﾟ－Ｗで、長軸1.22ｍ、短軸0.92ｍを測る。確認面からの深さ

は0.16ｍを測る。

　覆土は茶褐色土・明茶褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。第

２層に茶褐色土をブロックで少量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ153号土坑 (第589・590図、第134表、図版173－２)

　Ｔ15・Ｕ15グリッドで検出された。確認面は標高23.6ｍを測る。Ｃ154号土坑を切っている。隅丸
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Ｃ155号土坑 (第593・594図、第136表、図版137－２・174)

　Ｔ12グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。Ｃ156号土坑を切っている。隅丸長方形

のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－35 ﾟ－Ｅで、長軸0.79ｍ、短軸0.56ｍ

を測る。確認面からの深さは0.18ｍを測る。

　覆土は暗灰褐色土の単層で、橙色スコリアを含む。炭化物粒を微量、灰褐色土をまだらに含む。

第592図　８区・９区・調整池②区Ｃ154号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア微量、褐色
土ブロック少量含む。ローム主体。

第２層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒・
ロームブロック微量、ローム粒やや多量含む。

第３層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒微
量、ローム粒中量、ロームブロック少量含む。

第４層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒・
暗褐色土ブロック微量、ローム粒少量、ロームブロック中量含む。
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第593図　８区・９区・調整池②区Ｃ155号土坑出土遺物［2/3］

0 [2/3] 5㎝１

　遺物は、かわらけ１点(3.2ｇ)、銅銭１点(2.2ｇ)の２点(5.4ｇ)が出土している。図化したのは以下

の１点である。

　第593図１は渡来銭の皇宋通寶初である。鋳造国は北宋、鋳年は1038 年、書体は篆書である。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ156号土坑 (第594図、図版137－２)

　Ｔ12グリッドで検出された。確認面は標高24.0ｍを測る。南東側をＣ155号土坑に切られている。

隅丸長方形のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つと考えられる。残存長軸0.69ｍ、短軸0.58ｍ

を測る。確認面からの深さは0.11ｍを測る。

　覆土は暗灰褐色土の単層で、橙色スコリアを含む。炭化物粒を微量、灰褐色土をまだらに含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ157号土坑 (第594図、図版137－３)

　Ｕ－12グリッドで検出された。確認面は標高23.8ｍを測る。長楕円形のプランを呈し、碗状の掘り

込みを持つ。長軸方位はＮ－42 ﾟ－Ｅで、長径2.26ｍ、短径0.55ｍを測る。確認面からの深さは0.15

ｍを測る。

　覆土は暗褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・褐色スコリアを含む。炭化物粒を微量、乳白色粘

土粒とローム粒を少量組む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半世紀以降と考えら

れる。

Ｃ158号土坑 (第594図、図版137－４)

　Ｙ７グリッドで検出された。確認面は標高23.2ｍを測る。南側が調査区外に延びている。歪んだ隅

丸長方形のプランを呈すると考えられ、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－19 ﾟ－Ｅで、残存

長軸2.04ｍ、短軸1.29ｍを測る。確認面からの深さは0.29ｍを測る。

　覆土は明茶褐色土の３層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリア・ローム粒を含む。
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Ｃ155号土坑 (第593・594図、第136表、図版137－２・174)

　Ｔ12グリッドで検出された。確認面は標高23.9ｍを測る。Ｃ156号土坑を切っている。隅丸長方形

のプランを呈し、逆台形状の掘り込みを持つ。長軸方位はＮ－35 ﾟ－Ｅで、長軸0.79ｍ、短軸0.56ｍ

を測る。確認面からの深さは0.18ｍを測る。

　覆土は暗灰褐色土の単層で、橙色スコリアを含む。炭化物粒を微量、灰褐色土をまだらに含む。

第592図　８区・９区・調整池②区Ｃ154号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　黄褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア微量、褐色
土ブロック少量含む。ローム主体。

第２層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒・
ロームブロック微量、ローム粒やや多量含む。

第３層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒微
量、ローム粒中量、ロームブロック少量含む。

第４層　褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・径１～３㎜の黒色スコリア・炭化物粒・
暗褐色土ブロック微量、ローム粒少量、ロームブロック中量含む。
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　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

（９）集　石

Ｃ１号集石 (第595図、図版137－５)

　Ｗ12グリッドで検出された。確認面は標高20.8 ～ 21.5ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、皿状

の掘り込みを持つ。長軸2.01ｍ、短軸1.82ｍを測る。確認面からの深さは0.12 ～ 0.26ｍを測る。覆

土内には径５～ 28㎝程の51㎝点の自然礫が確認されている。

第594図　８区・９区・調整池②区Ｃ155～158号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒少量含む。

1

2

33

Ａ23.60m Ａ’

Ｃ158 号土坑

Ａ Ａ’

調査区外

Ａ Ａ’

第１層　暗褐色土　粘性・しまり弱い。
径１㎜の橙色スコリア少量・径
１～２㎜の褐色スコリア・径１
㎜の炭化物粒微量含む。乳白色
粘土粒とローム粒を少量混入。

第２層　暗褐色土　粘性弱い。しまりや
や弱い。径１～２㎜の褐色スコ
リア少量含む。よごれた褐色土
を主体とする。

1

2

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ157 号土坑

第１層　暗灰褐色土　粘性・しまり弱い。径２㎜
の橙色スコリア・径１㎜の炭化物粒微量
含む。灰褐色土をまだらに混入。

Ｃ155号土坑

1

Ａ24.20m Ａ’

Ｃ155号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ156 号土坑

1

Ａ24.20m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗灰褐色土　粘性・しまり弱い。径２㎜の
橙色スコリア少量、径１㎜の炭化物粒微量
含む。灰褐色土をまだらに混入。　

Ｃ155 号土坑
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第595図　８区・９区・調整池②区Ｃ１号集石［1/30］

[1/30] 1ｍ0

第１層　明褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の橙色スコリア・青灰褐色土ブロック少量含む。
第２層　暗青灰褐色土　粘性やや強い。しまりあり。径１～３㎜の黒色スコリア微量含む。
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　覆土は明褐色土・暗青灰褐色土の２層で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。第１層には

青灰褐色土のブロックを少量含む。遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14

世紀後半以降と考えられる。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

（10）ピット( 第596 ～ 615図、第137・138表、図版138－１・138－２・173－２・174－２・176－１・

176－２・180・181)

　調査区から2,067基のピットが検出されている。各ピットの分布については第596図～第612図に提示し、

検出位置、規模については第137表に一括して記載してある。ピットは調査区の全体で検出した。ピットの

規模は、長径0.12 ～ 0.94ｍ、短径0.08 ～ 0.71ｍ、深さ0.01 ～ 1.07ｍの間に偏在する。覆土は茶褐色土・

明茶褐色土・暗茶褐色土・暗褐色土・明褐色土・暗灰褐色土・黒褐色土・暗黒褐色土・黄褐色土・暗黄褐色

土・明黄褐色土・暗赤褐色土・褐色土で構成され、橙色スコリア・黒色スコリアを含む。基本土層Ⅲ層土主
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　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面・覆土及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

（９）集　石

Ｃ１号集石 (第595図、図版137－５)

　Ｗ12グリッドで検出された。確認面は標高20.8 ～ 21.5ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、皿状

の掘り込みを持つ。長軸2.01ｍ、短軸1.82ｍを測る。確認面からの深さは0.12 ～ 0.26ｍを測る。覆

土内には径５～ 28㎝程の51㎝点の自然礫が確認されている。

第594図　８区・９区・調整池②区Ｃ155～158号土坑［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　明茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３㎜の橙色
スコリア中量、径１～５㎜の黒色スコリア微量、ロ
ーム粒少量含む。

第２層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒微量含む。

第３層　明茶褐色土　粘性あり。しまりやや弱い。径１～３
㎜の橙色スコリア少量、径１～５㎜の黒色スコリア
微量、ローム粒少量含む。
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第１層　暗褐色土　粘性・しまり弱い。
径１㎜の橙色スコリア少量・径
１～２㎜の褐色スコリア・径１
㎜の炭化物粒微量含む。乳白色
粘土粒とローム粒を少量混入。

第２層　暗褐色土　粘性弱い。しまりや
や弱い。径１～２㎜の褐色スコ
リア少量含む。よごれた褐色土
を主体とする。

1

2

Ａ24.10m Ａ’

Ｃ157 号土坑

第１層　暗灰褐色土　粘性・しまり弱い。径２㎜
の橙色スコリア・径１㎜の炭化物粒微量
含む。灰褐色土をまだらに混入。

Ｃ155号土坑

1

Ａ24.20m Ａ’

Ｃ155号土坑

Ａ Ａ’

Ｃ156 号土坑

1

Ａ24.20m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　暗灰褐色土　粘性・しまり弱い。径２㎜の
橙色スコリア少量、径１㎜の炭化物粒微量
含む。灰褐色土をまだらに混入。　

Ｃ155 号土坑
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第597図　８区・９区・調整池②区中世ピット(１)[1/80]

第598図　８区・９区・調整池②区中世ピット(２)[1/80]
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体として、一部には炭化物粒・ローム粒を含む遺構もある。後述するように96基のピットから瀨戸窯陶器・

渥美窯甕・かわらけ・木製品・石製品・銅銭等を出土している。

　遺物は、第598図のピットでは、Ｃ19号ピットより棒状の木製品１点、、Ｃ73号ピットより常滑窯の陶器

甕１点(110.9ｇ)、Ｃ103号ピットより棒状の木製品１点、Ｃ152号ピットよりかわらけ１点(6.6ｇ)、Ｃ

166号ピットより棒状の木製品１点が出土している。

　第599図掲載のピットでは、Ｃ18号ピットよりかわらけ１点(7.4ｇ)、Ｃ204号ピットよりかわらけ３点

(3.9ｇ)、Ｃ219号ピットより石製品の石臼１点(3,967.8ｇ)、Ｃ870号ピットよりかわらけ１点(3.5ｇ)、

Ｃ1020号ピットよりかわらけ１点(6.9ｇ)、Ｃ1124号ピットよりかわらけ３点(80.0ｇ)、Ｃ1153号ピッ

トよりかわらけ４点(6.4ｇ)、Ｃ2112号ピットよりかわらけ２点(77.0ｇ)が出土している。

　第600図のピットでは、Ｃ172号ピットよりかわらけ２点(5.0ｇ)、Ｃ237号ピットよりかわらけ２点

(3.4ｇ)、Ｃ275号ピットよりかわらけ１点(54.3ｇ)、Ｃ276号ピットよりかわらけ１点(44.2ｇ)、Ｃ454

号ピットよりかわらけ１点(0.4ｇ)、Ｃ764号ピットよりかわらけ１点(27.6ｇ)、Ｃ922号ピットよりか

わらけ１点(20.4ｇ)、Ｃ1050号ピットよりかわらけ２点(20.6ｇ)、Ｃ1091号ピットよりかわらけ１点

(17.5ｇ)、Ｃ1093号ピットよりかわらけ２点(25.7ｇ)、Ｃ1376号ピットよりかわらけ２点(2.7ｇ)、Ｃ

1433号ピットよりかわらけ１点(11.9ｇ)、Ｃ1440号ピットよりかわらけ２点(2.8ｇ)、Ｃ1487号ピット

より鉄滓１点(242.1ｇ)、Ｃ2135号ピットよりかわらけ１点(15.9ｇ)、Ｃ2140号ピットよりかわらけ１点
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(13.5ｇ) が出土している。

　第601図のピットでは、Ｃ351号ピットよりかわらけ１点(9.4ｇ)、Ｃ466号ピットよりかわらけ１点

(12.9ｇ)、Ｃ601号ピットよりかわらけ１点(3.7ｇ)、Ｃ644号ピットよりかわらけ３点(79.0ｇ)、Ｃ653

号ピットよりかわらけ３点(5.2ｇ)、Ｃ680号ピットよりかわらけ２点(48.0ｇ)、Ｃ723号ピットよりかわ

らけ１点(2.6ｇ)、Ｃ1022号ピットよりかわらけ４点(12.1ｇ)、Ｃ1078号ピットよりかわらけ１点(6.7

ｇ)、Ｃ1759号ピットより棒状の木製品１点、Ｃ2060号ピットよりかわらけ１点(19.6ｇ)、Ｃ2062号ピッ

トよりかわらけ２点(18.6ｇ) が出土している。

　第602図のピットでは、Ｃ490号ピットよりかわらけ１点(8.0ｇ)、Ｃ1081号ピットよりかわらけ１点

(12.0ｇ)、Ｃ1255号ピットより石製品の石皿１点(1,477.5ｇ)、Ｃ1328号ピットよりかわらけ１点(5.1

ｇ) が出土している。

　第603図のピットでは、Ｃ888号ピットより鉄製品の釘２点(3.2ｇ)、Ｃ1100号ピットよりかわらけ１点

(18.5ｇ)、Ｃ1129号ピットよりかわらけ１点(3.3ｇ)、Ｃ1377号ピットよりかわらけ１点(11.8ｇ)、Ｃ

1698号ピットよりかわらけ１点(13.5ｇ) が出土している。

　第604図のピットでは、Ｃ522号ピットよりかわらけ１点(5.0ｇ)、Ｃ1358号ピットよりかわらけ１点

(35.3ｇ)、Ｃ1579号ピットより瀨戸窯の陶器碗１点(7.0ｇ)、Ｃ1665号ピットより常滑窯の陶器片口鉢１

点(27.8ｇ)、Ｃ1730号ピットより渥美窯の陶器甕１点(125.4ｇ)、Ｃ1877号ピットより石製品の砥石１点

(104.0ｇ)、Ｃ1900号ピットより銅銭１点(0.8ｇ)、Ｃ1935号ピットより瀨戸窯の陶器皿１点(9.4ｇ) が

出土している。

　第605図のピットでは、Ｃ300号ピットよりかわらけ１点(10.5ｇ)、Ｃ303号ピットよりかわらけ１点

(5.4ｇ)、Ｃ555号ピットより瀨戸窯の陶器皿１点(16.6ｇ)、Ｃ658号ピットよりかわらけ１点(2.4ｇ)、

Ｃ962号ピットより石製品の砥石１点(77.7ｇ)、Ｃ1008号ピットよりかわらけ２点(38.6ｇ)、Ｃ1465号

ピットより常滑窯の陶器甕１点(130.2ｇ)、Ｃ1467号ピットより石製品の砥石１点(18.1ｇ)、Ｃ1497号ピ

ットより常滑窯の陶器甕１点(169.5ｇ)、Ｃ1603号ピットよりかわらけ９点(27.0ｇ)が出土している。

　第606図のピットでは、Ｃ285号ピットよりかわらけ１点(46.7ｇ)、Ｃ287号ピットよりかわらけ１点

(2.6ｇ)、Ｃ325号ピットよりかわらけ１点(7.5ｇ)、Ｃ382号ピットよりかわらけ２点(8.9ｇ)、Ｃ399

号ピットよりかわらけ１点(3.4ｇ)、Ｃ409号ピットよりかわらけ１点(3.6ｇ)、Ｃ487号ピットより銅製

品の鐔１点(3.9ｇ)、Ｃ820号ピットより渥美窯の陶器甕１点(166.1ｇ)、Ｃ1055号ピットより常滑窯の陶

器片口鉢１点(56.3ｇ)・かわらけ４点(63.0ｇ)、鉄滓２点(99.1ｇ)、Ｃ1524号ピットよりかわらけ１点

(3.8ｇ)、Ｃ1626号ピットよりかわらけ１点(4.7ｇ) が出土している。

　第607図のピットでは、Ｃ２号ピットよりかわらけ１点(2.2ｇ)、Ｃ208号ピットよりかわらけ１点(5.7

ｇ)、Ｃ877号ピットよりかわらけ２点(14.1ｇ)、Ｃ1260号ピットよりかわらけ３点(6.2ｇ)、Ｃ1473号

ピットよりかわらけ１点(4.4ｇ)、Ｃ1521号ピットよりかわらけ１点(5.8ｇ)、Ｃ2063号ピットよりかわ

らけ２点(12.1ｇ)、C2159号ピットより銅銭１点(2.9ｇ) が出土している。

　第608図のピットでは、Ｃ1795号ピットより銅銭１点(1.8ｇ)、Ｃ1847号ピットより石製品の砥石１点

(102.2ｇ)、Ｃ1894号ピットよりかわらけ１点(4.8ｇ)、Ｃ1975号ピットより椀型滓１点(131.6ｇ)、Ｃ

1795号ピットより銅銭１点(1.8ｇ)、Ｃ1997号ピットより銅銭１点(0.8ｇ) が出土している。

　第609図のピットでは、Ｃ742号ピットよりかわらけ１点(2.9ｇ)、C2074号ピットより銅銭１点(2.2
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(13.5ｇ) が出土している。

　第601図のピットでは、Ｃ351号ピットよりかわらけ１点(9.4ｇ)、Ｃ466号ピットよりかわらけ１点

(12.9ｇ)、Ｃ601号ピットよりかわらけ１点(3.7ｇ)、Ｃ644号ピットよりかわらけ３点(79.0ｇ)、Ｃ653

号ピットよりかわらけ３点(5.2ｇ)、Ｃ680号ピットよりかわらけ２点(48.0ｇ)、Ｃ723号ピットよりかわ

らけ１点(2.6ｇ)、Ｃ1022号ピットよりかわらけ４点(12.1ｇ)、Ｃ1078号ピットよりかわらけ１点(6.7

ｇ)、Ｃ1759号ピットより棒状の木製品１点、Ｃ2060号ピットよりかわらけ１点(19.6ｇ)、Ｃ2062号ピッ

トよりかわらけ２点(18.6ｇ) が出土している。

　第602図のピットでは、Ｃ490号ピットよりかわらけ１点(8.0ｇ)、Ｃ1081号ピットよりかわらけ１点

(12.0ｇ)、Ｃ1255号ピットより石製品の石皿１点(1,477.5ｇ)、Ｃ1328号ピットよりかわらけ１点(5.1

ｇ) が出土している。

　第603図のピットでは、Ｃ888号ピットより鉄製品の釘２点(3.2ｇ)、Ｃ1100号ピットよりかわらけ１点

(18.5ｇ)、Ｃ1129号ピットよりかわらけ１点(3.3ｇ)、Ｃ1377号ピットよりかわらけ１点(11.8ｇ)、Ｃ

1698号ピットよりかわらけ１点(13.5ｇ) が出土している。

　第604図のピットでは、Ｃ522号ピットよりかわらけ１点(5.0ｇ)、Ｃ1358号ピットよりかわらけ１点

(35.3ｇ)、Ｃ1579号ピットより瀨戸窯の陶器碗１点(7.0ｇ)、Ｃ1665号ピットより常滑窯の陶器片口鉢１

点(27.8ｇ)、Ｃ1730号ピットより渥美窯の陶器甕１点(125.4ｇ)、Ｃ1877号ピットより石製品の砥石１点

(104.0ｇ)、Ｃ1900号ピットより銅銭１点(0.8ｇ)、Ｃ1935号ピットより瀨戸窯の陶器皿１点(9.4ｇ) が

出土している。

　第605図のピットでは、Ｃ300号ピットよりかわらけ１点(10.5ｇ)、Ｃ303号ピットよりかわらけ１点

(5.4ｇ)、Ｃ555号ピットより瀨戸窯の陶器皿１点(16.6ｇ)、Ｃ658号ピットよりかわらけ１点(2.4ｇ)、

Ｃ962号ピットより石製品の砥石１点(77.7ｇ)、Ｃ1008号ピットよりかわらけ２点(38.6ｇ)、Ｃ1465号

ピットより常滑窯の陶器甕１点(130.2ｇ)、Ｃ1467号ピットより石製品の砥石１点(18.1ｇ)、Ｃ1497号ピ

ットより常滑窯の陶器甕１点(169.5ｇ)、Ｃ1603号ピットよりかわらけ９点(27.0ｇ)が出土している。

　第606図のピットでは、Ｃ285号ピットよりかわらけ１点(46.7ｇ)、Ｃ287号ピットよりかわらけ１点

(2.6ｇ)、Ｃ325号ピットよりかわらけ１点(7.5ｇ)、Ｃ382号ピットよりかわらけ２点(8.9ｇ)、Ｃ399

号ピットよりかわらけ１点(3.4ｇ)、Ｃ409号ピットよりかわらけ１点(3.6ｇ)、Ｃ487号ピットより銅製

品の鐔１点(3.9ｇ)、Ｃ820号ピットより渥美窯の陶器甕１点(166.1ｇ)、Ｃ1055号ピットより常滑窯の陶

器片口鉢１点(56.3ｇ)・かわらけ４点(63.0ｇ)、鉄滓２点(99.1ｇ)、Ｃ1524号ピットよりかわらけ１点

(3.8ｇ)、Ｃ1626号ピットよりかわらけ１点(4.7ｇ) が出土している。

　第607図のピットでは、Ｃ２号ピットよりかわらけ１点(2.2ｇ)、Ｃ208号ピットよりかわらけ１点(5.7

ｇ)、Ｃ877号ピットよりかわらけ２点(14.1ｇ)、Ｃ1260号ピットよりかわらけ３点(6.2ｇ)、Ｃ1473号

ピットよりかわらけ１点(4.4ｇ)、Ｃ1521号ピットよりかわらけ１点(5.8ｇ)、Ｃ2063号ピットよりかわ

らけ２点(12.1ｇ)、C2159号ピットより銅銭１点(2.9ｇ) が出土している。

　第608図のピットでは、Ｃ1795号ピットより銅銭１点(1.8ｇ)、Ｃ1847号ピットより石製品の砥石１点

(102.2ｇ)、Ｃ1894号ピットよりかわらけ１点(4.8ｇ)、Ｃ1975号ピットより椀型滓１点(131.6ｇ)、Ｃ

1795号ピットより銅銭１点(1.8ｇ)、Ｃ1997号ピットより銅銭１点(0.8ｇ) が出土している。

　第609図のピットでは、Ｃ742号ピットよりかわらけ１点(2.9ｇ)、C2074号ピットより銅銭１点(2.2
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第614図　８区・９区・調整池②区中世ピット出土遺物(２)［1/3・2/3］
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第614図　８区・９区・調整池②区中世ピット出土遺物(２)［1/3・2/3］
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ｇ) が出土している。

　以上ピットからは139点(8,130.9 ｇ)の遺物が出土しているが、大部分が小破片で図化していない。図

化したのは、以下の32点である。

　第613図１～ 14はかわらけである。１～４は口径が10.1 ～ 15.3㎝の大型に分類できる。５～ 14は口径

が6.2 ～ 9.4㎝で中型に分類できる。かわらけの出土したピットは以下の通りである。１はＣ276号ピッ

ト、２はＣ644号ピット、３はＣ1055号ピット、４はＣ2112号ピット、５はＣ1050号ピット、６はＣ877

号ピット、７はＣ2140号ピット、８はＣ680号ピット、９はＣ284号ピット、10はＣ1093号ピット、11は

Ｃ275号ピット、12はＣ1358号ピット、13はＣ466号ピット、14はＣ1433号ピットである。胎土は橙色・

にぶい橙色で、角閃石・石英・白色針状物質・砂粒・赤色スコリアを含む 。底部に回転糸切り痕、スノコ

痕が確認できる。11・１２の口縁部には煤が付着しており、灯明皿として使用されていたものと考えられる。

１～４・７～ 14は14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。５・６は体部が他のかわらけに比べてやや

立ち気味に開くこと、底径が広いことから、15世紀～ 16世紀の製品と考えられる。

　第614図15・16は古瀨戸の陶器の縁釉皿である。15は口縁部～体部の破片で、胎土は灰黄色、オリーブ

灰色灰釉がつけ掛けされている。Ｃ1935号ピットから出土した。15世後半の製品と考えられる。16は底部

の破片で、胎土は浅黄色、砂粒を含んでいる。底部に回転糸切り痕が確認できる。Ｃ555号ピットから出土

した。15世後半の製品と考えられる。

　第614図17は常滑窯の陶器の片口鉢である。胎土は暗赤褐色、細かい砂粒・石英・白色粒子を含む。Ｃ

1055号ピットから出土した。常滑甕Ⅱ類10型式で15世紀後半の製品と考えられる。

　第614図18は研磨陶片で、渥美窯の甕の体部を転用している。胎土は灰色、細かい砂粒を含む。側面の

４面を使用している。12世紀～ 13世紀の製品の転用と考えられる。Ｃ820号ピットから出土した。

　第614図19 ～ 21は鉄製品で、19・20は釘、21は板状製品である。19はＣ888号ピット、20はＣ487号ピ

ット、21はＣ888号ピットから出土した。
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　第614図22は椀型滓で、器面が発泡している。Ｃ1487号ピットから出土した。

　第614図23 ～ 26は渡来銭である。23は開元通寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は621年である。Ｃ2159号ピ

ットから出土した。24は皇宋通寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1038年、書体は真書である。Ｃ2074号ピッ

トから出土した。25・26は元豊通寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1078年、書体は行書である。26は｢元｣

と｢寶｣、｢豊｣の文字の一部が残っている。25はＣ1795号ピット、26はＣ1900号ピットから出土している。

　第615図27 ～ 32は石製品である。27は石鉢で、内面磨り痕が確認できる。石材は多孔質安山岩である。

Ｃ1255号ピットから出土した。28 ～ 31は砥石である。28は上面と側面の３面が使用されている。Ｃ1877

号ピットから出土している。29は上面と側面の４面が使用されている。Ｃ962号ピットから出土た。30は

上下面と側面の４面が使用されている。Ｃ1467号ピットから出土している。31は上下面・側面と上端部の

５面が使用されている。Ｃ1847号ピットから出土た。石材はいずれも変質流紋岩である。32は石臼の下臼

である。約1/2が残っており、中心の軸孔の径3.3㎝である。下面には摩耗が著しいが磨り溝が確認できる。

石材は安山岩である。Ｃ219号ピットから出土した。

　遺構の時期は、確認面・覆土と出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考

えられる。

（11）焼土址

第616図　８区・９区・調整池②区Ｃ１～４号焼土址［1/60］

[1/60] 2ｍ0

第１層　茶褐色土　粘性弱い。
しまりやや弱い。灰微
量含む。焼土主体。

1

Ａ22.50m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ４号焼土址

第１層　暗灰褐色土　焼土粒少量含む。灰主体。
第２層　褐色土　ローム粒少量含む。焼土主体。
第３層　茶褐色土　粘性・しまりあり。径１～３

㎜の橙色スコリア中量、径１～５㎜の黒
色スコリア・炭化物粒・焼土粒微量、灰
少量含む。

第４層　暗褐色土　炭化物粒・ローム粒・灰微量
含む。焼土主体。

第５層　灰褐色土　灰主体。焼土粒微量、ローム
粒微量含む。

Ｃ３号焼土址

3
4

5

1
1

2

Ａ22.50m Ａ’

Ａ Ａ’

第１層　明橙褐色土　粘性・しまりあり。褐
色土ブロック少量含む。焼土主体。

第２層　褐色土　粘性・しまりあり。径１～
３㎜の橙色スコリア・径１～５㎜の
黒色スコリア・焼土粒少量含む。

第３層　暗黒灰褐色土　炭化物粒・褐色土ブ
ロック微量含む。灰主体。

1 23

Ａ22.50m Ａ’

Ａ　 Ａ’

Ｃ２号焼土址

第１層　暗橙褐色土　粘性・しまり
やや弱い。焼土ブロック・
暗褐色土ブロック少量含む。

第２層　淡橙褐色土　粘性・しまり
弱い。焼土ブロック・暗褐
色土ブロック微量含む。

1

2

Ａ23.50m Ａ’

Ａ Ａ’

Ｃ１焼土址
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ｇ) が出土している。

　以上ピットからは139点(8,130.9 ｇ)の遺物が出土しているが、大部分が小破片で図化していない。図

化したのは、以下の32点である。

　第613図１～ 14はかわらけである。１～４は口径が10.1 ～ 15.3㎝の大型に分類できる。５～ 14は口径

が6.2 ～ 9.4㎝で中型に分類できる。かわらけの出土したピットは以下の通りである。１はＣ276号ピッ

ト、２はＣ644号ピット、３はＣ1055号ピット、４はＣ2112号ピット、５はＣ1050号ピット、６はＣ877

号ピット、７はＣ2140号ピット、８はＣ680号ピット、９はＣ284号ピット、10はＣ1093号ピット、11は

Ｃ275号ピット、12はＣ1358号ピット、13はＣ466号ピット、14はＣ1433号ピットである。胎土は橙色・

にぶい橙色で、角閃石・石英・白色針状物質・砂粒・赤色スコリアを含む 。底部に回転糸切り痕、スノコ

痕が確認できる。11・１２の口縁部には煤が付着しており、灯明皿として使用されていたものと考えられる。

１～４・７～ 14は14世紀後半～ 15世紀の製品と考えられる。５・６は体部が他のかわらけに比べてやや

立ち気味に開くこと、底径が広いことから、15世紀～ 16世紀の製品と考えられる。

　第614図15・16は古瀨戸の陶器の縁釉皿である。15は口縁部～体部の破片で、胎土は灰黄色、オリーブ

灰色灰釉がつけ掛けされている。Ｃ1935号ピットから出土した。15世後半の製品と考えられる。16は底部

の破片で、胎土は浅黄色、砂粒を含んでいる。底部に回転糸切り痕が確認できる。Ｃ555号ピットから出土

した。15世後半の製品と考えられる。

　第614図17は常滑窯の陶器の片口鉢である。胎土は暗赤褐色、細かい砂粒・石英・白色粒子を含む。Ｃ

1055号ピットから出土した。常滑甕Ⅱ類10型式で15世紀後半の製品と考えられる。

　第614図18は研磨陶片で、渥美窯の甕の体部を転用している。胎土は灰色、細かい砂粒を含む。側面の

４面を使用している。12世紀～ 13世紀の製品の転用と考えられる。Ｃ820号ピットから出土した。

　第614図19 ～ 21は鉄製品で、19・20は釘、21は板状製品である。19はＣ888号ピット、20はＣ487号ピ

ット、21はＣ888号ピットから出土した。
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第617図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号焼土出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝
１

Ｃ１号焼土址 (第616図)

　Ｖ12グリッドに位置する。確認面の標高は22.2ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘

り込みを持つ。長軸0.54ｍ、短軸0.46ｍを測る。確認面からの深さは0.15ｍを測る。

　覆土は暗橙褐色土・淡橙褐色土の２層で全体が焼土で構成されている。第１層には暗褐色土のブロッ

クを少量、第２層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号焼土址 (第616・617図、第139表、図版176－１)

　Ｗ12グリッドに位置する。確認面の標高は22.2ｍを測る。北西隅が突出した楕円形のプランを呈す

る。上面が削平され、薄い皿状の掘り込みと焼土のみが確認された。長径0.79ｍ、短径0.52ｍを測る。

確認面からの深さは0.09ｍを測る。

　覆土は明橙褐色土・褐色土・暗黒灰褐色土の３層で全体が焼土で構成される。第３層は炭化物粒を微

量含む、灰主体の層である。

　遺物は、図化した舶載磁器の碗１点(6.7ｇ)が出土している。

　第617図１は中国龍泉窯の青磁蓮弁文碗の口縁部破片である。素地は灰白色、細かい黒色粒子を含む。14

世紀初めの製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号焼土址 (第616図)

　Ｘ９・10、Ｙ９・10グリッドに位置する。確認面の標高は22.1 ～ 22.3ｍを測る。Ｃ37・38号竪穴

状遺構の上面を切っている。上面が削平されており、南東側の掘り込みはほとんど消えている。台形状

のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長径3.21ｍ、短径1.94ｍを測る。確認面からの深さは0.05

～ 0.10ｍを測る。

　覆土は・暗灰褐色土・褐色土・茶褐色土・暗褐色土・灰褐色土の５層で全体が焼土と灰で構成される。

ほぼ中央に幅0.31 ～ 0.38ｍ、西側の高さ0.10ｍ、東側の高さ0.06ｍの段差が確認出来る。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。
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Ｃ４号焼土址 (第616図)

　Ｘ９グリッドに位置する。確認面の標高は22.2ｍを測る。円形のプランを呈し、皿状の掘り込みを

持つ。長径0.29ｍ、短径0.27ｍを測る。確認面からの深さは0.06ｍを測る。

　覆土は茶褐色土の単層で全体が焼土で構成され、灰を微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。。

（12）遺構外出土遺物(第618 ～ 623図、第140表、図版182 ～ 185・186－１・186－２・187－１)

　遺物は、舶載磁器の碗６点(62.7ｇ)・皿６点(24.1ｇ)・鉢１点(10.7ｇ)・香炉１点(4.9ｇ)、瀨戸

窯の陶器の14点(441.5ｇ)・皿11点(297.6ｇ)・瓶３点(51.6ｇ)・卸皿１点(15.4ｇ)・香炉１点(51.2

ｇ)・擂鉢７点(121.6ｇ)・壺３点(72.6ｇ)、常滑窯の陶器の片口鉢９点(230.2ｇ)・甕60点(3,830.5

ｇ)、渥美窯の陶器の甕27点(3,158.2ｇ)、亀山窯の陶器の甕３点(180.6ｇ)、産地不明の陶器の碗１点

(12.1ｇ)・壺１点(13.6ｇ)・甕２点(23.2ｇ)、瓦質の香炉21点(571.2ｇ)、かわらけ1,315点(7,363.5

ｇ)、鉄製品の釘10点(43.4ｇ)、鉄滓34点(1,271.2ｇ)、銅銭16点(37.9ｇ)、石製品の五輪塔２点・宝

篋印塔１点・板碑１点・砥石３点・硯１点の計８点(17,350.9ｇ)、棒状の木製品２点の総合計1,563点

(35,240.4ｇ)が出土している。体部のみのものや小破片の遺物が多く、図化したのは以下の82点である。

　第618図１～３は舶載磁器である。１は同安窯系の青磁劃花文皿の口縁部破片で、素地は灰色で黒色粒子

を含む。12世紀後半～ 13世紀初めの製品と考えられる。２は龍泉窯の青磁蓮弁文の口縁部破片で素地は灰

白色で黒色粒子を含む。13世紀～ 14世紀の製品と考えられる。３は龍泉窯の青磁劃花文碗の底部の破片で、

素地は灰白色で、黒色粒子を含む。14世紀初めの製品と考えられる。

　第618図４～６は瀨戸窯の陶器天目碗である。４は口縁部～体部破片で、胎土は浅黄色で、細かい白色粒

子を含む。体部下半から底部に錆化粧が施される。15世紀後半の製品と考えられる。５は口縁部～体部で、

胎土は灰黄色で、黒色粒子と白色粒子を含む。体部下半外面は無釉である。16世紀の製品と考えられる。

６は底部破片で、胎土は褐灰色、黒色粒子・角閃石を含む。高台は無釉である。16世紀の製品と考えられる。

　第618図７は古瀬戸の陶器の灰釉平碗である。胎土は浅黄色、砂粒を含む。見込に目跡が残っている。15

世紀後半の製品と考えられる。

　第618図８は山茶碗の陶器小皿である。胎土は暗灰色で、細かい砂粒を含む。貼り付け高台で、高台内に

煤が付着している。12世紀以降の製品と考えられる。

　第618図９は古瀬戸の陶器灰釉折縁鉢の口縁部である。胎土は浅黄色で、細かい白色粒子を含む。体部下

半画面無釉。二次焼成を受けて釉薬が白濁している。15世紀前半の製品と考えられる。

　第618図10・11は古瀬戸の陶器灰釉折縁皿である。10は底部で、胎土は浅黄色で、細かい白色粒子・角

閃石を含む。体部下半から底部は釉拭き取り、高台内に目痕が残る。14世紀末～ 15世紀中頃の製品と考え

られる。11は口縁部で、胎土は灰色で、密、白色粒子・角閃石を含む。14世紀後半の製品と考えられる。

　第618図12は古瀬戸の陶器灰釉縁釉皿である。胎土は灰黄色で、細かい白色粒子を含む。口縁部内外面

に灰釉が施される。底部に回転糸切り痕が確認できる。14世紀後半の製品と考えられる。

　第618図13は古瀬戸の陶器卸皿の底部である。胎土は灰白色で、細かい白色粒子を含む。見込に卸目、

底部に回転糸切り痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀中頃の製品と考えられる。
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第617図　８区・９区・調整池②区Ｃ２号焼土出土遺物［1/3］

0 [1/3] 10㎝
１

Ｃ１号焼土址 (第616図)

　Ｖ12グリッドに位置する。確認面の標高は22.2ｍを測る。隅丸方形のプランを呈し、逆台形状の掘

り込みを持つ。長軸0.54ｍ、短軸0.46ｍを測る。確認面からの深さは0.15ｍを測る。

　覆土は暗橙褐色土・淡橙褐色土の２層で全体が焼土で構成されている。第１層には暗褐色土のブロッ

クを少量、第２層には暗褐色土のブロックを微量含む。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ２号焼土址 (第616・617図、第139表、図版176－１)

　Ｗ12グリッドに位置する。確認面の標高は22.2ｍを測る。北西隅が突出した楕円形のプランを呈す

る。上面が削平され、薄い皿状の掘り込みと焼土のみが確認された。長径0.79ｍ、短径0.52ｍを測る。

確認面からの深さは0.09ｍを測る。

　覆土は明橙褐色土・褐色土・暗黒灰褐色土の３層で全体が焼土で構成される。第３層は炭化物粒を微

量含む、灰主体の層である。

　遺物は、図化した舶載磁器の碗１点(6.7ｇ)が出土している。

　第617図１は中国龍泉窯の青磁蓮弁文碗の口縁部破片である。素地は灰白色、細かい黒色粒子を含む。14

世紀初めの製品と考えられる。

　遺構の時期は、確認面・出土遺物、周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。

Ｃ３号焼土址 (第616図)

　Ｘ９・10、Ｙ９・10グリッドに位置する。確認面の標高は22.1 ～ 22.3ｍを測る。Ｃ37・38号竪穴

状遺構の上面を切っている。上面が削平されており、南東側の掘り込みはほとんど消えている。台形状

のプランを呈し、皿状の掘り込みを持つ。長径3.21ｍ、短径1.94ｍを測る。確認面からの深さは0.05

～ 0.10ｍを測る。

　覆土は・暗灰褐色土・褐色土・茶褐色土・暗褐色土・灰褐色土の５層で全体が焼土と灰で構成される。

ほぼ中央に幅0.31 ～ 0.38ｍ、西側の高さ0.10ｍ、東側の高さ0.06ｍの段差が確認出来る。

　遺物は出土していない。

　遺構の時期は、確認面及び周辺の遺構で出土している遺物から14世紀後半以降と考えられる。



－ 790 －

第Ⅳ編　粟窪・林窪遺跡　第２章 発見された遺構と遺物

第618図　８区・９区・調整池②区中世遺構外出土遺物(１)［1/3］
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第619図　８区・９区・調整池②区中世遺構外出土遺物(２)［1/3］
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第618図　８区・９区・調整池②区中世遺構外出土遺物(１)［1/3］
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　第618図14は古瀬戸の陶器灰釉香炉の口縁部である。胎土は褐灰色で、白色粒子を含む。２次焼成を受

けている。15世紀以降の製品と考えられる。

　第618図15は陶器の瀨戸窯の陶器灰釉皿である。胎土は浅黄色で、細かい白色粒子・角閃石を含む。見

込に花菱の陰刻が施される。15世紀末～ 16世紀前半の製品と考えられる。

　第618図16 ～ 18は瀨戸窯の陶器錆釉擂鉢の口縁部である。16は胎土が淡黄色で、砂粒・角閃石を含む。

擂り目確認出きなかった。15世紀の後半の製品と考えられる。17は胎土がにぶい橙色で、砂粒・角閃石を含む。

５条一単位の擂り目が一部残っている。16世紀前半の製品と考えられる。18は胎土がにぶい黄橙色で、砂粒・

角閃石を含む。16世紀後半の製品と考えられる。

　第619図19・20は常滑窯の陶器片口鉢である。19は口縁部破片で、胎土はにぶい赤褐色で、砂粒・小礫

を含む。 片口鉢Ⅱ類第２段階の14世紀前半製品と考えられる。20は底部の破片で、 胎土は暗赤褐色で、

細かい砂粒・白色粒子を含む。外面はヘラナデの調整が施される。

　第619図21・22は常滑窯の陶器甕である。21は口縁部破片で、胎土は灰褐色で、白色粒子・角閃石・細

かい砂粒を含む。甕第１段階第３型式の12世紀末～ 13世紀の製品と考えられる。22は口縁部破片で、胎土

は黄灰色で、白色粒子・角閃石・小石・細かい砂粒を含む。甕第３段階第８型の14世紀後半の製品と考え

られる。
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　第618図14は古瀬戸の陶器灰釉香炉の口縁部である。胎土は褐灰色で、白色粒子を含む。２次焼成を受

けている。15世紀以降の製品と考えられる。

　第618図15は陶器の瀨戸窯の陶器灰釉皿である。胎土は浅黄色で、細かい白色粒子・角閃石を含む。見

込に花菱の陰刻が施される。15世紀末～ 16世紀前半の製品と考えられる。

　第618図16 ～ 18は瀨戸窯の陶器錆釉擂鉢の口縁部である。16は胎土が淡黄色で、砂粒・角閃石を含む。

擂り目確認出きなかった。15世紀の後半の製品と考えられる。17は胎土がにぶい橙色で、砂粒・角閃石を含む。

５条一単位の擂り目が一部残っている。16世紀前半の製品と考えられる。18は胎土がにぶい黄橙色で、砂粒・

角閃石を含む。16世紀後半の製品と考えられる。

　第619図19・20は常滑窯の陶器片口鉢である。19は口縁部破片で、胎土はにぶい赤褐色で、砂粒・小礫

を含む。 片口鉢Ⅱ類第２段階の14世紀前半製品と考えられる。20は底部の破片で、 胎土は暗赤褐色で、

細かい砂粒・白色粒子を含む。外面はヘラナデの調整が施される。

　第619図21・22は常滑窯の陶器甕である。21は口縁部破片で、胎土は灰褐色で、白色粒子・角閃石・細

かい砂粒を含む。甕第１段階第３型式の12世紀末～ 13世紀の製品と考えられる。22は口縁部破片で、胎土

は黄灰色で、白色粒子・角閃石・小石・細かい砂粒を含む。甕第３段階第８型の14世紀後半の製品と考え

られる。
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　第619図23 ～ 31・第620図32 ～ 47はかわらけである。23 ～ 29は口径が10.0㎝以上で大型に分類できる。

30・31は底部のみの出土だが、体部の開く角度などから大型のかわらけに分類できると考えられる。胎土

は23・24・26 ～ 29は橙色、25は黄橙色、30は暗橙色、31はにぶい橙色である。角閃石・白色針状物質・

砂粒・小石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切り痕やスノコ痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀前

半の製品と考えられる。32 ～ 43は口径が8.0 ～ 10.0㎝ 中型のかわらけに分類できる。胎土は32 ～ 42は

橙色、43は淡橙色である。角閃石・白色針状物質・砂粒・小石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切り

痕やスノコ痕が確認できる。32 ～ 35・39・40・41は口縁部に煤が付着しており、灯明皿として使用してい

たものと考えられる。44 ～ 47は口径が8.0㎝以下の小型のかわらけに分類できる。胎土は44・45は橙色、

46・47はにぶい橙色である。角閃石・白色針状物質・砂粒・小石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切

り痕やスノコ痕が確認できる。44は内面に薄く煤が残る。44・45は14世紀後半～ 15世紀前半の製品、46・

47は16世紀の製品と考えられる。
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　第619図23 ～ 31・第620図32 ～ 47はかわらけである。23 ～ 29は口径が10.0㎝以上で大型に分類できる。

30・31は底部のみの出土だが、体部の開く角度などから大型のかわらけに分類できると考えられる。胎土

は23・24・26 ～ 29は橙色、25は黄橙色、30は暗橙色、31はにぶい橙色である。角閃石・白色針状物質・

砂粒・小石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切り痕やスノコ痕が確認できる。14世紀後半～ 15世紀前

半の製品と考えられる。32 ～ 43は口径が8.0 ～ 10.0㎝ 中型のかわらけに分類できる。胎土は32 ～ 42は

橙色、43は淡橙色である。角閃石・白色針状物質・砂粒・小石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切り

痕やスノコ痕が確認できる。32 ～ 35・39・40・41は口縁部に煤が付着しており、灯明皿として使用してい

たものと考えられる。44 ～ 47は口径が8.0㎝以下の小型のかわらけに分類できる。胎土は44・45は橙色、

46・47はにぶい橙色である。角閃石・白色針状物質・砂粒・小石・赤色スコリアを含む。底部に回転糸切

り痕やスノコ痕が確認できる。44は内面に薄く煤が残る。44・45は14世紀後半～ 15世紀前半の製品、46・

47は16世紀の製品と考えられる。
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　第621図48・49は瓦質の火鉢である。48は口縁部の破片で、胎土は褐灰色、石英・細かい砂粒を含む。

体部外面部ヨコナデの調整が施される。49は体部の破片で、胎土はにぶい橙色、砂粒・細かい砂粒を含む。

口縁部外面に沈線を境に菊花スタンプと連珠貼付文が施される。

　第621図50 ～ 58は研磨陶片である。50は瓦質の香炉の口縁を転用している。胎土は灰色で、角閃石・白

色針状物質・雲母・細かい砂粒を含む。側面の１面を使用している。口縁部外面に連珠文の陰刻スタンプ

と沈線が施される。51 ～ 57は常滑窯の陶器の甕の体部を転用している。51の胎土は暗褐色で、石英・小礫・

細かい砂粒を含む。側面の２面を使用している。52の胎土は灰色で、細かい砂粒を含む。側面の１面を使

用ている。53の胎土は暗褐色で、細かい砂粒を含む。側面の１面を使用している。54の胎土は褐色で、小

礫を含む。側面の１面を使用している。55の胎土は褐灰色で、白色粒・小礫を含む。側面の１面を使用し

ている。56の胎土は褐灰色で、小礫・砂粒を含む。側面の１面を使用している。57の胎土は灰白色で、白

色粒・小礫を含む。側面の３面を使用している。外面に敲き目が確認できる。58は渥美窯の陶器の甕の体

部を転用している。胎土は灰黄色、黒色粒・小礫・細かい砂粒を含む。側面の２面を使用、内面も磨っている。

外面に敲き目が確認できる。

　第622図59は鉄製品の釘である。先端部が欠損している。
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礫を含む。側面の１面を使用している。55の胎土は褐灰色で、白色粒・小礫を含む。側面の１面を使用し
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　第622図て60は椀型滓である。器面が発砲している。

　第622図61 ～ 75は渡来銭である。61は咸平元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は998年、書体は真書である。

62は天聖元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1023年、書体は篆書である。63・64は皇宋通寶で、鋳造国は北

宋、初鋳年1038年、書体は真書である。64は銭下の文が「宋」になる渡来銭は皇宋通寶のみである。65 ～

67は熈寧元寶で、鋳造国は北宋、初鋳年は1068年、書体は真書である。68 ～ 70は元豊通寶で、鋳造国は

北宋、初鋳年は1078年である。書体は68・69は行書、70は篆書である。71 ～ 75は元祐通寶で、鋳造国は

北宋、初鋳年は1086年である。書体は71 ～ 74は篆書、75行書である。

　第623図76 ～ 82は石製品である。76は五輪塔の空風輪である。表面摩耗が著しく梵字は確認できない。

石材は安山岩である。77は五輪塔の地輪である。上面中央部は水輪を置くため浅い窪みが掘られており、

下面はドーム状に抉られている。石材は粗粒凝灰岩である。78は宝篋印塔の相輪である。笠部との結合の

突起が一部欠損している。石材は多孔質安山岩である。79は板碑である。武蔵型板碑の基部の一部と考え

られる。石材は緑泥片岩である。80は砥石で、上下側面の４面を使用している。石材は流紋岩である。81

は硯で、石材は粘板岩である。82は転用砥石である。硯の転用の可能性がある。端部が欠損している。石

材は滑石片岩である。
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